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題 担 当 機 関

Ⅰ環境に関する調査(陸,大気)(内容が海洋にわたるものを一部含む0

(1)高空における放射能じんの測定

(2)大気中の14cの濃度変化

(3)冬期の季節風と自然放射能

(4)東京の大気中のトリチウム水含量

(5)東京におけが謝礼,公8pu降下量

(6)日本における137c8.釦sr 降下量

(7)放射性物質降下量予想の可能性忙ついて

(8)土壌及び米麦中の90sr 忙ついて

(9)放射能汚染機構の解析研究(その4)

㈹ 家畜骨中の90sr濃度(1974)

仙 第16回中国核実験によるわが国の牛乳の

放射性ヨウ素の汚染

㈹ 土壌中d誹馳及こ声10pb含有量忙ついて

㈹ 近故地方における′ミッククラウント放射線の卸定

㈹ 標準食中の放射性核種濃度

㈹ 大気浮遊じん中の放射性核種の調査

㈹ 降下性14c濃度調査

網･環境中のトリチウムの測定調査

㈹ 陸上試料の調査

㈹ 大気中の放射性核種濃度と月間の降下量

鋤 霞ケ浦湖底土忙おける90勤王37c8

伽 美浜発電所周辺における放射能調査

防衛庁技術研究本部第1研究室‥‥‥‥･…‥

防衛大学校 物理学教室
…･…‥･･‥･

札幌管区気象台 気象庁観測部………‥…

気象研究所 ‥･……‥･…‥･‥･‥…

気象研究所 地球化学研究部･…‥‥‥‥…‥

気象研究所 地球化学研究部……･‥‥･‥‥･

気象研究所 地球化学研究部‥･‥‥･‥‥‥･･

農業技術研究所･…‥‥･‥･‥‥‥･･‥‥‥…‥

農業技術研究所

家畜衛生試験場

(芸諾芸芸芸讐荒芸芸這芸芸慧)‥
国立衛生試験所

放射線医学総合研究所･‥‥‥‥･･‥･･…‥‥…

放射線医学総合研究所‥‥‥･‥‥‥‥‥‥‥…‥

放射線医学総合研究所
…･……‥‥‥･……

放射線医学総合研究所
…･‥･‥‥‥‥‥‥･‥

放射線医学総合研究所
‥･‥･…‥･‥･‥‥…

放射線医学総合研究所
…‥‥･‥‥･‥‥‥･…

日本原子力研究所

茨城県公害技術センター

関西電力株式会社

Ⅱ 環境に関する調査 (海洋,廃棄物)

㈲ 日本近海海水の全β放射能
(細 深海底層流測定

糾 茨城県東海村仲海域における流出水の分布

幽 北太平洋西部深海底層直上水のラドンの

鉛直分布について

気象庁 海洋気象部
‥･…‥‥･‥‥‥･‥…･‥

気象庁 海洋気象部 …‥‥･‥‥･‥……･…

気象研究所 地球化学研究部
…･…‥…‥

気象研究所 地球化学研究部
‥･…‥･･‥‥



論文
番号

題

佃 放射性固体廃棄物の海洋処分に関する海洋

調査

㈱)放射性固体廃棄物の海洋処分忙伴う海産生

物等に関する調査･昭和48年庭中間報告

¢1)原子力発電所排水口付近で畜暮したアコヤ

ガイによる60coの蓄積(第2報)

¢辺 海産生物の全ベータ放射能

幽 沿岸海域試料の解析調査

軸 外洋の解析調査

㈲ 横須賀,佐世保及び沖縄ホワイトビーチ港

の放射能調査

㈹ 海水中の 60coミ5zn,90sr,137cs,144ce

の核種分析

齢 茨城県沿岸における海産生物への放射性核

種の蓄積佗ついて(第2報)

皿 人に関する調査,分析法の研究

飽 乳歯中の90sr濃度忙ついて

㈱ 人骨中の90sr濃度につぃて

㈹ 環境放射線解析忙関する基礎研究

姐l原子力施設周辺の放射線測定の基準化に関

る対策研究

㈹一 環境試料中の放射性C8,Ce測定

Ⅳ 都道府県の放射能調査

㈹ 北海道における放射能調査

00 青森県
〝

㈹ 秋田県 〝

㈹ 山形県
〝

(㈹ 宮城県 〝

㈹ 福島県 〝

¢甜 菜城県
〝

(鋤 埼玉県
〝

担 当 機 関

海上保安庁 水路部…‥･･……‥…

(芸芸票慧芸慧禁ヒ区鳩)
水産庁東海区水産研究所

水産庁東海区水産研究所

放射線医学総合研究所

放射線医学総合研究所

理化学研究所‥･‥‥……‥･‥･…‥･…

理化学研究所…･‥……‥･･‥…･…‥･

茨城県公害技術センター
…………･…

国立予防衛生研究所………･‥･…‥‥‥

放射線医学総合研究所
…‥‥‥‥･‥‥

理化学研究所……‥‥…‥‥‥‥……●

原子力安全研究協会‥…･‥･･……‥‥‥

東北電力株式会社･‥…‥･‥･‥･……‥‥

北海道衛生研究所･…‥‥‥‥………‥･･

青森公害調査事務所…･‥……‥‥…･‥

秋田県衛生科学研究所･…●･‥=･‥･…●

山形県衛生研究所●…‥……‥‥‥‥‥‥●

宮城県衛生研究所‥●‥‥‥‥●‥‥‥…●…

福島県衛生公害研究所●……‥●…‥‥‥

茨城県公害技術センター●‥…●‥‥‥‥●

埼玉県衛生研究所･‥…‥…･……‥･･…



論文
番号

題

伽 新潟県における第16回中国核実験による放

射能調査

個 石川県忙おける放射能調査

㈹ 福井県
〝

齢 福井県における第16回申国核実験の影沓に

幽
掛
軸
鮒
租
紛
糾
㈲
蜘
租
㈱
㈹
㈹
恥
㈹
㈹
陶

つレヽて

静岡県忙おける放射能調査

愛知県
〝

京都府
〝

大阪府
〝

兵庫県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

〃

〃

〃

〃

〃

広島県

山口県
〝

高知県
〝

福岡県
〝

佐賀県
〝

長崎県
〝

鹿児島県
〝

沖縄県
〝

担 当 機 関

新潟県公害研究所……‥‥…‥………‥

石川県衛生公害研究所･…‥･‥･‥‥‥…‥

福井県衛生研究所･…‥……………･…･

福井県衛生研究所…‥･･…‥‥‥‥･…‥･･

静岡県衛生研究所………･…‥……･‥‥

愛知県衛生研究所…‥‥…･･…･……‥･･

京都府公害研究所……………‥‥‥･…･

大阪府立公衆衛生研究所………‥･…･･

兵庫県衛生研究所･‥……‥･･･‥‥……‥

和歌山県衛生研究所………………･t…

鳥取県衛生研究所……･…‥…‥･‥……

島根県衛生公害研究所…‥･‥･‥‥…･…

岡山県衛生研究所………‥‥‥……‥‥･

広島県衛生研究所……‥･･…‥‥･‥……

山口県衛生研究所……･…‥･‥……‥…

高知県衛生研究所…‥‥‥…………‥･‥

福岡県衛生公害センター
…･･‥‥……‥

佐賀県公害センター
………………･･

長崎県衛生公害研究所･…･･……･‥…‥

鹿児島県衛生公害研究所……‥…･‥･‥

沖縄県衛生研究所……………………･･



Ⅰ 環境に関する調査(陸,大気)

(内容が海洋にわたるものを一部含む｡)



(1)高空における放射能じんの測定

防衛庁技術研究本部第1研究所

剣持 和夫,五十嵐俊次,松村 卦

尾沼 睦,北沢喜代子,山田 尉

1.緒 口

本調査は高空の放射性浮遊塵に関する情報を得るためにその濃度の測定及び核種の分椚

もので1958年に開始して以来続けられているものである0今回は1973年10月以芦

間の平常時における調査結果と第16回中国核実験にともをう調査結果とをあわせて報軒

2.調査研究の概要

(1)試料採集･処理及び測定方法

試料の採集･処理及び全β放射能の側定方法は前朝(第15回放射能調査研究成果鰯

文抄録集)に記したとおりであり航空機(F-86Fジェット機)の案下に装着した塩素

塵器で浮遊塵を採集し灰化したのちβ線を計数している｡r線のエネルギー測定には郎

測をするための井戸型NaI(Tl)検出器とOe(Li)検出器とを組合わせて検出部とし波扇

の処理にはPDP-11つきCanberra社製8700/QUANTA Vステムを使用したo
j

の集塵飛行空域は従来と同じ西部(高度10‰),中部(高度10払,6Km)及び北部(

10Km)の3空域である｡

(公 平常時の調査結果

図1は平常時における全β放射能濃度の測定結果である｡前回に報告した1年間は衡

あり3空域をあわせた全測定値の平均値は0･44PCi/㌦であった0今回の場合は4･4Ⅰ

でありやゝ増加している｡但し,これらの平均値には核実験時の異常値と高度6伽での†

慮してい飢､｡1月から4月にかけて高い濃慶を示しているのはスプリングピークによ･

と考えられる｡図2は平常時における試料のr線スぺクトルの一例であij141ce･144(

103R｡,106哀h,137csそして95zr-95Nbのほか7B｡が含まれている｡これら掛

対的な含有量は試料によりか夜り変動している0

(頚 核実験時の調査結果

第16回中国核実験(6月17日15て:00)直後の調査においてほ約2日間異常値が続1

またこの間に測定した放射能濃度の最高値は(1即3±2)PCレ扉(6月19日∩9∩･

築城一熊本一延岡一中津一築城,3岬00FL)であり今までの中国核実験としては中矧

響であった｡放射能の大きな試料について全β放射能の減衰曲線及びr線のエネルギ~

トルを測定し転図3はr線のエネルギースぺクトルを示す0それぞれのピークに対応-

㍑芸プこ㌍ミ霊慧空軍竿雪?芦9三㌘0完㌣0憲e;0ご三三(
127Te,91sr-91mY,97zr-97Nb,95zr-95Nbそして147Ndなどの核分裂



MeVに対応するピークは爆発後早いうちは237u及び239Npからのr線によるものである0

ラクレヨネーシ′ヨ:/を無視すればこのピーク面積の減衰曲線から爆発時の239Np/237uを

とめることができる｡結果ほl.3であった｡気象研究所猿僑らは水爆と報道された第6回申

核実験時の値は4.6であり,第2回目の通常原爆では4.2という値を得ている｡

3.結 口

今回の期間中は前報の場合より放射能濃慶がやゝ増加している｡これは気象的夜状態や核実

等の影響によるものと考えられる｡平常時の試料にはほとんどの場合141ceなど同じ核種が台

れているがそれらの相対的な含有量は試料によって異なっている｡これは主として塵の年令に

るものと考えられるが図4に示した経過時間によるスぺクトルの変化は浮遊塵の年令を知るた

の一助にをると考えられる｡239Npノ37ロは爆弾の種類などに関係がある値なのでさらにデ
タを蓄積して検討したい｡r線による機器分析については主として定性的を調査に終ったが今

は量的に取扱う必要があろう｡をお,集塵に使用する航空機の機種がかわるため現在新型集塵

を開発中である｡
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Q)大気中の14cの濃度変化

防衛大学校物理教室

久保添`.r忠 嘉∴石 渡 ∃

藤 田 利 明

1964年以来,F-86-アジェット戦斗機に炭酸ガス捕集装置をとりつけ,大5

ガスをモレキュラーシープ4Aに吸着させ,その中に含まれる14cの濃度を測定してさ

結果について報告する｡

捕集高度は10～11.6‰であるが1971年7月までは33.5-36.50N,135へ

の範囲で航空自衛隊実験航空団､1971年11月以降は航空自衛隊第8航空団の協プ

32.50～350N,130.5-131.50Eで捕集飛行が行われた｡

その結果を図1に示すと共に,捕集した高度を圏界面より測った高度で示してある｡

上層大気中の14cの濃度変化と地上の値を比較するために旭川(43.70N),横須至

N)枕崎(31.50N)等7ケ所に2Nの苛性ソーダ2ヱをプラスチックの容器に入れ弟

放置して,各地の炭酸ガスを吸着させ,その中に含まれる14cの濃度を調べた｡その案

に示す｡

図2より極端な値を除くと,季節変化をしている｡測定値の最大値と最小値を結び奏

2000年における14cの濃度を予想してみると,Nydalは最大値5喀と予想しているズ

向はゆるやかで,それよtjも高い値を示すものと思われる｡

圏界面付近のデータと地上のデータを比較して見ると,1973年までは圏界面付良

上の値より高いのであるが1974年あたりから接近してきている｡

図1 高度10-11.3払における濃度変化

図2 各地における14cの濃度変化



仇ゆ小一〇¢空ゆゆ小一めゆ小一寸○血ニ

ン･･..●

●

●●

●●

●

●
●

●●

●●

●

●

●
●

●
●

●

●
●
■
■

l
●

●
●

●

●..Iノ竺･.･･.∵∵｣∵.

_

●

■ヽ●
●

●

●

●
●

●●●

●

●●

･ハ･.Jで●

●

●●●

●
●●●●

●

●
●

t

.

●
●
●

●

●

●
●●

●●●

●

●

●

〆七.

●
●●一

■

●

●

●●

●●

●



寸トの一巾トの一Nト¢一一
卜
空

●

●

●

●
●
!
一
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
-
●
●

●●

●●

●

●●●

●

●●●

●●

●

●

--●●
●

一

●
●
●
●

●

●

●
●

●●

●

●

●●

●
●

●●

●

●

●

●

●
●

●

●●
●
●

●

●



巾○空00空トり竺00空0
0
空

■

ト一-_

一
一

一

一

■

-一-

一

■

■

○ヽ-〇一

｡∴"-

◆

○

■

｡:∫‥.･･..
∴.･..

∵.｡意万端瑠隼‥
●｡-さ

○

■

○
●

○

コ
○

●

○
●

■
二
｡
｡
;
:
｡
‥
｡

■
-
●

●

0
0
ヽ
′
■

■

00

0

○
○

●

;'HO-'一〇王

;00¥
〇一っ●〇一〇ト

;'-ヱ;
;丘.-‡-○…;ヱ∽エーの

○∈○-○ト

'事〇一芸○●く■
○
ト
ロ
●
可
t■



寸卜竺巾卜竺N
ト
竺

-ト血〓○ト空

■-◆

ノ一. 一

■■●

一
一

■

.㌧一-.r.一､∴∵

■

■

●

■

●

ト

トト

●

■
■

■■

■●

●

●一
■

■

一

■

■

■-

●●

■

●

●

●■

一一一

ト

ー
.
ン

■■

■

●

●

■

.?∴ン∴∴､…･÷･､ 一■

■

■

一



P)冬期の季節風と自然放射能

(札幌管区気象台) 今 井 俊 男

(気象庁 観測部) 本 多 正

はじめに

北海道における地上付近の自然放射能は地上が凍結し積雪におおわれるため土中から発生

R｡･T｡およぴそれらの崩壊生成物による比放射能は暖候期に比較すると与以下になること
幌と旭川におけるモニタリソグポストの観測結果から明らかである｡(モニタリングポスト

動調査第1報)

しかし季節風が強く浸るにしたがって降水によって非常に高い値が検出される｡(モニタ

グポスト変動調査第2報)そこでこのような降水による放射能の異常増加の原因として逝

ェェロゾール捕捉による浄化作用を考察する｡降水洗源のうち雲粒による捕捉(Rain-Out

よって比放射能増加を調べた(モニタリングポストの変動調査第3報)｡このことから降水

る放射能増加の傾向は明らかとなり変化傾向の推定が可能と夜るが,雨水による放射能と雪

る場合の放射能はケタ違いに雪の方が多い｡この原因は4つの主な理由が考えられる｡

1.雪の電荷は水滴より大きく,エエロゾールの静電的吸引力が大きい｡

2.冬期の季節風によるしゆう雪では北西の風でレペリヤのRn-daughter nuclideが逓

もっとも濃度の高い空気である｡

3.雨と比較して雪片の場合には蒸発が少飢､ので一旦捕えられたェェロゾールは再び凝

れることが少ない｡

4.落下時間が長いので拡散による捕捉も加わわる｡

挿々の測定結果や理論的増加の割合からいって主力は前述の第2項ではないかと考え一花

された大気のもとで西一北西の季節風による比放射能の変化を知る必要上昭和49年2月海

102q別の手稲山山頂においてエイトケン核エエロゾールの測定と放射能測定を実施した広

告する｡(北海道大学手稲山雲物理観測所使用)

1.エエロノール測定

粒径範囲を1∩-2J▲以上の総数を測定するためガーけ-カウンタ岬(減圧して霧を発生

て計数させる｡)によって日変化と垂直分布を調べた｡一般にこの範囲のエエロゾールはR

daughterの捕捉に寄興することが大きい｡冬期山頂における清浄を空気のエエロゾール数は

-600個/ccとなる｡地上における平均状態では80000～100000個/ccで45000ノ

ー150000個/ccの巾を持っている｡この変動は人間活動によるものでだいたい化石燃料

焼核を主としている｡したがって1000桝,500〝l,地上の垂直分布を測定してみると第

のような状態とをり極端な人為的な影響を除いた状態の推定が可能となる｡さらに日射によ

散増加の影響をみるため代表的な日変化をみると第2図のようになる｡

2.手稲山頂における放射能測定について

昭和49年2月4日から13日まで大気中の放射能濃度の変化を測定した｡集塵器の流量

′■■1..′

仁丹引7ij妥取】壇j折は首i羊潜プ鮭ノ折5 Aをイ春用した(この結果は盲



さらに昭和49年7月28日から8月2日にかけての複軌結果を第4図に示した｡だい

期に実施した要領と同じであるが採取濾紙はミリポアーを使用した｡この場合は降水浄化

RaB+RaCが極めて少なくなったあと大気の拡散による地上からの自然放射能が漸増し

状態であるが季節風の卓越する場合と異なっていることが証明される｡

100000

X

500m

ラ高 さ

地 上



以上のことから降雪により浄化された手稲山頂のエエロノールは大気が混濁されてい飢､

は海上のエエロノール粒子数に近く拡散による漸増も地上に比べて畠～去であるにもかか
ず冬期の季節風による急増は大陸起源の放射性エエロノールが大きな役割を占めていること

る｡
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第3図 大気が浄化された後,季節風と共に放射能が急増する状態
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第4図 大気が浄化された後,放射能が漸増する状態



(句 東京の大気中のトリチウム水含量

黛象庁気象研究所

島田 利夫･川村 清･重原 好

1.緒 呂

1952年から現在まで行われている大気圏内の水爆実験により,多量に大気圏内に打

たトリチウム水の大気中の含量,その経年変化,気象条件による変動を調べる目的で,19

10月および1972年7月から10月にかけて,東京･高円寺の地表附近で採敬した大

トリチウム水含量を測定した｡

2.調査研究の概要

(1)測定方法

除湿機を用いて,大気中の水蒸気を凝縮水として採取した｡この水を蒸留した後,5

を約3mgまで電解濃縮した｡濃縮率は重水素含量の測定により決定した｡濃縮水のトリ

含量は液体レンチレーレヨン法により測定した｡

(2)大気水のトリチウム含量の表わし方

水中のトリチウム含量は･しばしば･トリチウム単位(T.U.)で表わされる｡しかし､

単位で表わされた大気中のトリチウム含量は,大気中の水蒸気量に依存する｡測定の組

単位で表わした大気中のトリチクム水含量は,大気中の水蒸気量にほぼ反比例することフ

った0 したがって,本報告では,大気中のトリチウム水含量を表わすのに,T.U.単位:

ず,PCj/扉空気(N.T.P.)によって示すことにした｡

(3)測定結果

図1から図3に,地表附近の大気中のトリチウム水含量と地表気圧の日々の変化を討

1969年10月の場合には,1･1～3･OpCj/扉の範囲内にあり,1972年7月か!

月の場合には,1.1～3.1pCi/ん㌔の範囲内にある｡

地表の気圧と大気中のトリチウム水含量との間には,正の相関があり,同時期の高気と

では,低気圧圏内のトリチクム含量の約2倍になる｡

3.結 語

大気中のトリチウム含量の研究は,今後さらに,気象との関連および他の人工放射性核奉

との比較などに重点をおき進めていきたい｡
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閏 棄京における2:労恥部軋降下量

気象研究所地球化学研究部

葛 城 幸 雄･杉 村 行

1.緒 言

1958年以来東京において,プルトニウム同位体(239pu,238pu)の降下量の緋

なった｡1973年末までの239puと90sr積算降下量の比はl･6喀である0これに対

年末までの238puと239pu比は3.9喀(放射能比)である｡

238pu/239pu比は1967年から急激に増加し,1970年に31偏に達した0こ:

年春にインド洋上の成層圏でアメリカのSNAP-9A衛星が軌道にのることに失敗し,

に電源として用いられていた238軋が放出されたことによる0

ここでほ東京における核実験および衛星起源のプルトニクム同位体の降下量の測定鮭

球における収支について考察を行った結果について報告する｡

2.調査結果の概要

表1に1973年の239pu,238pu月間降下量および238pu/239pu比(喀でしめ･

間降水量をしめす｡

表2に239pu,238pu年間降下量,238pu/239pu比および年間降水量をしめす0なこ

は,1958年2月以前の核実験による239pu,238pu降下量を計算した結果も同時に

ある｡

表2でみられるように1973年末までの東京における239pu,238pu降下量はそれ･

mci/ぱおよぴ5叫Cj血2である｡前記のように衛星起源の238p｡の降下のために
239p｡比は1967年に16喀で,1970年には31魔の極大値をしめした｡その後

少し,1973年には6.3喀であった｡

表3に239puと90srとの年間降下量比をしめす｡

1968年以降の北半球における放射性物質の多くは中国の核実験から由来すること

告した｡この期問の239pu/90sr比は約1喀であり,この値はアメリカ,ソ連の核実掛

のが大部分をしめた1963年～1966年の値1.6喀より若干低い｡

衛星起源の238puが東京に降下しはじめた1967年以後の239pu,238pu降下量は･

85および12〝Cレ‰2である｡核実験起源の238pu/239pu比(3･9喀)を使用する

Ij衛星起源の238pu降下量を計算することが出来る｡計算の結果衛星起源の238pu降下:

9/▲Ci/佃n2となる0

吾々は東京における90sr降下量(mCi血2)と北半球全90sr降下量(MCi)との｣

であることを報告した｡この値をプルトニクム降下量に適用すると,北半球における
23

238pu降下量はそれぞれ200KCiと9KCiとなる｡238pu降下量(9KCj)のうち

衛星起源である｡これらの値はHardyらが土壌の測定値から求めた値とよく一致した｡



年以降の年間降下量,238pu/239pu比を明らかにしたoそれらの僅からSNAP-9A衛星

の238puの東京における降下量を計算した0また北半球の238pu降下量とその中にしめる衛

源の238pu降下量を明らかにした0

表1東京における239pu,238pu月間降下量･238pu/239pu比および降水量

年 月

239pu 238pu 238pu/239pu

~~~▲~~~~~~~~~■■■■■■■■■■■■■■.

降水量

〝Ci/‰2 〝Ci/代㌔
喀 ¶m

1973年1月 0.04 0.01 21 135

2月 0.09 0.02 25 51

3月-4月 0.20 0.02 8.4 145

5月～8月 1.6 0.02 1.4 442

9月-12月 0.6 0.02 2.6 432

2.6 0.1

u

3.9 1,207



表2 239p｡,238p｡年間降下量(FLCi/ぱ),238p｡/239pu(腐),

および年間降水量(Ⅷ)

238pu/239pu
降 水

1958年2月末まで

1958年3月～12月

1959年

1960年

1961年

1962年

1963年

1964年

1965年

1966年

1967年

1968年

1969年

19仔0年

1971年

1972年

1973年

1,654

1,612

1,175

1,232

1,152

1,656

1,132

1,761

1,796

1,208

1,644

1,471

1,082

1,395

1,781

1,207

1,162

表3 239puと90srとの年間降下量比(喀)

239pu/90sr

1958年末まで

1959年

1960年

1961年

1962年

1963年

1966年

1967年

1968年

1969年

1970年

1971年

4.1喀

2.6

2.0

1.0

0.4

1.2



鱒)日本における137G,鋪sr降下量

気象研究所地球化学研究部

葛 城 幸 雄

昨年度に引続き日本の6地点(札幌,仙台,秋田･大阪･福岡･東京)における90sr降1

ぉよび東京(気象研究所)における137csと90srの降下量と月間降下物およぴ一雨ごとの

89sr/90sr比の測定を行った｡

これらの測定結果から次の事実が明らかになった｡

90sr年間降下量は,1963年から1967年までは約1年で半減しているが,196｢

から1971年の間は殆んど減少がみられ酌も1972年にをって90sr年間降下量は前4

比較して,平均約40釘減少した01973年は前年に比較して平均約60喀さらに減少しプ

しかし1974年は中国の第15回核実験の影響で90sr降下量は前年と比較して約3･5倍少

した(1月-6月までの降下量での比較)0

日本における90sr降下量に対する中国の個々の核実験の影響について推定を行った0まブ

国核実験(第3臥第13回,第14回)に由来する対流圏降下物の滞留時間を求めた0そ身

の結果を報告する｡

2.調査結果の概要

表1に東京(気象研究所)における137cs･90sr月間降下量(期間1973年1月-19

年6月)およぴ89sr/90sr比をしめす0

表2に同期間の東京(東京管区),札幌･仙台,秋田,大阪･福岡における90sr月間降｢

を去‡ニ完京(気象研究所)における137｡s,90sr年間降下量と前記の6地点における90
年間降下量および核実験開始以降の総積算量をしめす0

表4に東京(気象研究所)における一雨ごとの89sr/90sr比の測定結果をしめす0

これらの測定結果から,わが国の90sr積算降下量は146mCi/‰2(秋田)から55mCi

(大阪)の範囲にあることがわかる｡

1968年以降中国の核実験による90sr降下量の全降下量にしめる割合は急激に増加しフ

その苦吟は1968年の約40喀から1973年の98偏に増加している0

表5に東京における90sr降下量と89sr/90sr比から求めた個々の核実験による90srp

量をしめす｡

表5でみられるように1973年の90sr降下量に対する個々の核実験に由来する降下量(

合は,第15回約14喀,第14回23喀,第11回36喀･第10回17喀･その他約11

である｡

中国核実験によって対流圏に放出された放射性物質について,対流圏内の滞留時間を月間t

物および一雨ごとの89sr/90sr比の時間変化から求め亀



の滞留時間は69日,83日であり,小型の原爆実験(第13回)の場合は滞留時間は2

である｡このことは小型の原爆実験では対流圏下部に,大型の原爆実験では対流圏上部い

射怪物質の大部分が放出されたことをしめしている｡

3.結 語

1973年1月から1974年6月までの期間における137csと90srの月間降下量,

年以降の年間降下量および核実験開始以来の総積算量を,気象研究所,札幌,仙台,大殿

の5管区気象台および秋田地方気象台で採水した試料の分析結果をしめした｡

東京(気象研)における月間降下物および一雨ごとの約sr/90sr比から個々の核突傷

する90sr降下量を明らかにした｡

対流圏内の放射性物質の滞留時間を計算した｡その結果,大型の原爆実験では滞留時間

-83日であり,小型の場合は約20日であることがわかった｡

表1東京(気象研究所)における137cs,90sr月間降下量および

89sr/90sr比(単位mCi/‰2)

89sr/90sr

0.7

0.5

0.5

0.3

0.2

5.1

92

21

9.8

8.0

3.1

1.9

6.2

3.7

4.1

2.8



表2 6地点における90sr月間降下量

(単位:椚Ci/K㌔)

東 京

(東京管区)
札 幌 仙 台 秋 田 大 阪 福 岡

1973年1月 0.02 0.002 0.02 二∴0.05
0.01 0.04

2月 0.004 0.05 0.003 0.06 0.02 0.03

3月 0.03 0.03 0.0.22 0.04 0.02 0.03

4月 0.05 0.02 0.03 0.07 0.04 0.04

5月 0.05 0.10 0.02 0.06 0.05 0.04

6月 0.01 0.008 0.01 0.01 0.01 0.007

7月 0.007 0.005 0.004 0.01 0.03 0.03

8月 0.01 0.02 0.006 0.02 0.01 0.01

9月 0.003 0.006 0.01 0.01 0.01 0.01

10月 0.007 0.002 0.006 0.02 0.008 0,02

11月 0.02 0.001 0.007 0.06 0.02 0.02

12月 0.007 0.001 0.004 0.08 0.01 0.04

1974年1月 0.01 0.04 0.02 0.05 0.01 0.01≡

2月 0.04 0.06 0.04 0.25 0.07 0.02

3月 0.07 0.07 0.07 0.13 0.08 0.09

4月 0.11 0.14 0.16 0.24 0.05 0.09

5月 0.08 0.09 0.17 0.14 0.06 0,08

6月 0.22 0.18
円 ‡0･18

0.14 0.15
M

0.07



表3137cs(気象研で採取した試料)および90sr(7地点で採取した試料)

年間降下量および核実験開始以降の総積算量

(単位;椚Ci/払2)

東京(気象研究所)
東京管区

1963年

1964年

1965年

1967年

1968年

1969年

1970年

1971年

1972年

1973年

計

146 !54

表4 一雨ごとの89sr/90sr比

1)第15回(1973年6月27日)核実験以降

降水期間 降水量(m)
89sr/90sr

1973年7月2日02～14時

16～20時

7月29日7:30-16:40

8月1日～2日

8月4日

8月24日-25日

10.2

78

2.4

24

17

12



2)第16回(1974年6月17日)核実験以降

降水期間 降水量(Ⅶ)
89sr/90sr

1974年6月19日 16.7 1.6

6月21日～22日 19.5 5.6

23日･-24日 20.1 2.6

27日【-29日 48.2 1.4

7月 4日- 6日 31.5 1.9

6日･- 8日 47.5 2.9

19日･-20日 61.3 1.9

20日 51.4 1.7

20日･-21日 38.0 1.0

24日 18.8 1.5

表5 個々の核実験に由来する90sr年間降下量

(単位∽Ci/‰2 東京:気象研究所)

1963年以前

核 実 験

中 国

原爆実験

中国水爆実験

1968年

1969

1970

1971

1972

1973

0.5

0.3

0.1

0.03

0.01

0.003

0.003

第15

表6 中国核実験による対流圏降下物の滞留時間

核 実 験 地 点

第 3 回

(1966年5月9日)

第13 回

東 京

東 京



何 故射性物質降下量予想の可能性について

気象研究所地球化学研究部

猿橋 勝子,葛城 幸雄,金沢 照

放射性物質の降下には対流圏降下と成層圏降下の二種あるが,成層圏降下も,降下物

対流圏に入ってくれば,その後は対流圏降下としてあつかうことができる｡成層圏降下

も重要なのは,成層圏における滞留時間および降下率の季節変動である｡滞留時間は高

緯度によってもちがうが,高さによるちがいが支配的である｡滞留時間は,成層圏下層

凌いし1年くらい,40～50‰くらいでは数年以上と考えられる｡降下率の季節変動

は,両半球とも春から初夏にかけて降下率の最大がみられる｡季節による放射性降下物

の最大最小の比は,大気オゾンの季節による変化率よりはるかに大きいことがわかって

層圏降下は,中緯度地帯の圏界面の窓を通しておこなわれるものと考えられている｡こ

の対流圏上層で気圧の谷ができやすく,それが降水を伴うことにより,放射性物質の緯

度集中がおこる｡成層圏の南北間の輸送も重要な問題で,いままでの経験では,一方の

他への成層圏内輸送は1年にレ句程度と考えられる｡

対流圏降下を支配する要因については,従来の研究により次のことがわかってきた｡

l.降水:対流圏降下の95喀以上は降水によるスキャベン汐の結果である｡

2.水平輸送の速さ:対流圏における放射性物質の輸送のはやさについては,地球を

のに2ないし3週間を要し,平均のはやさは20-30〝l/secである｡

3.気圧:高層の気圧のパターンが書要であi),観測点の上空500ミリバールくら

に気圧の谷があると,降水中の比放射能値は増加する｡

4.ジェット流:ジェ7ト流のコアが観測地点の真上か,やや南にある時,降水中の

値は増加する｡3と4の両条件がかねそなわっている時の比放射値の増は約3倍く

る｡

5.大気の鉛直不安定:冬期レペリヤからつめたい風が吹きこんでくると,その途中

の暖流にあたためられ,対流圏の下層が著しく不安定となり放射性物質降下量が増

6.風向:日本海側の季節風(W-NW)にともなう降水は,温暖前線性(S-SW

にくらぺ比放射能が5-8倍も高く,これが東北地方の日本海側の降下量のウイン

ークの原因になっている｡主として,風向のため降下率が支配されている例には,

合がある｡ここでは,降水量は他と大きい差はないのに,降下量が圧倒的に少ない.

地理的を影響でつねに琵琶湖の方向から吹きこむNE風が支配的であることに帰因

また,われわれの研究によれば,東京における放射性物質の降下量′(椚Cj/‰2)と

体の降下量F(MCi)の比をとってみると,′/F=6.3となっている｡成層圏への放射

打込量がわかれは,東京における年々の降下総量は,成層圏における放射性物質の滞留･

ることにより予想することができる｡同様に,上にのぺた気象要因がすべてわかるをら,

ずれの都市についても放射性物質の降下量の予想をすることが可能である｡



㈱ 土壌および米麦中の%鼓lこついて
ゾ√巧〆∂

′ヽ

農林省鼻薬技術研究所

小林 宏信,駒村美佐子,津村 昭

1.繕 嘗

昭和32年以来,農耕地土壌(水田･畑両作土)とそこ忙栽培生産された主要農作物(

実)を対象に核種分析を行い,核種による汚染の実態とその経年変化を調査してきたが,

本年度えられた調査結果の概略を報告する｡

2.調査研究の概要

用 試料の採取と分析測定法

試料の採取地,試料の調整法および核種の分析や測定法をどすぺて従来と同じである.

(勿 調査繚果

調査椿果を農耕地土壌と米麦子実に大別して報告する｡

イ,農耕地土碁

昭和48年度の収穫期に水田･畑ほ場の作土層より採取した土壌の.1M酢酸アン

表1水田土壌中の置換態90sr

(桝Ci/‰2)

試料採取年度 平均値 実測値の範周 例 数

昭和47年 18 5･-50 15

昭和48年 15
H

5･-51 14

表2 畑土壌中の置換態90sr

(れCiパh2)

試料採取年度 平均値 実測値の範周 函 数

昭和47年 21 8一-52 10

昭和48年 25 5･-67 7

ム溶液抽出法による,置換態90

量の分析結果は表1および表==

とおりであって,全国平均とし･

田作土15刑Ci/‰2,畑作土25

‰2の値を示した｡なおこれら(

的推移をみると,図1に示すとこ

あって,水田作土の場合は前年占

しやゝ凍少傾向を示したが,畑二

場合は,前年度咋比しやゝ高いイ

している｡このことは,主とし一

作付転換や中止などに伴い,試1

ほ揚が年度によりまた地域によj

ためと解される｡をお汚染レペ｣



域別に比較すると,水田･畑作土ともに･従来と同様に,日本海側←北日本>太平洋

日本の傾向が維持されていることを認めた｡

ロ,米麦の子実

昭和48年慶産の小麦(玄麦)

および水稲玄米･歩留り90偏に

精白した白米の90sr分析結果は

表3および表4に示すとお力であ

った｡これら子実中の90sr含量

は,全国平均として,

小麦14pCi/晦

玄米3.8pCi/晦

白米0.8pCi/晦

であり,いずれも前年度の値に比

しやゝ減少しているが認められた0

次に各年度別に含量を比較する

と,図2および図3に示したよう

に,最近の汚染レベルは大型核実

験再開前のレベルを下回って推移

していることが認められた｡

表3 小麦(玄麦)中の90sr含量

(pCi/晦)

試料採取年産

昭和47年

昭和48年

平均値 実測値の範囲

9･-31

3･-39

表4 玄米･白米中の90sr含量

(pCi/晦)

昭和 舛 き`!8 ◆¢ 優 4ヰ ヰ` ヰ一 斗

図2 玄麦中がOsr,1釘cs含量の経年推移

なお,これら子実中の90sr含量は･今回もまた従来と同様に,上記の作土土壌

を反映した傾向で維持されていることを示した0

3.結 語

農耕地作土中の核種はt量的に最近横ばい状態で推移し･核実験再開以前(昭和35



p紬∂ヱ 拍 3` 51 如 胡 〃¢ 舶 4一年

函3 玄米･白米中の90sr,1釘cs含量の経年推移



(切 放射能汚染機構の解析研究(その4)

---･水稲による90sr,137cs吸収に及ぼす共存イオンの影琶卜れ--

農林省農業技術研究所

/ト林 宏信,津村 昭人,駒村美

1.緒 言

大気から降下し,土壌に保持蓄積されている90sr,137csは農作物の経根的汚染源と

いる｡前回までは,両核種の土壌･植物系での挙動を比較検討し,90srは137csに比し

ょる保持固定力が弱く,植物に吸収利用され易い可給態として土壌に存在し,雨水と共に

へ溶脱流亡し易い｡水稲による90srの吸収を抑制するには炭酸カルシウムの大量投与が

の吸収抑制対策として加里肥料,堆肥の施用が効果的であること等を報告した｡

今回は,水耕水稲による両核種の吸収に及ぼす各種塩添加の効果を検討した｡

2.調査研究の概要

(1)実験方法

実験Ⅰ90sr吸収に及ぼす共存イオンの影響

水稲農林29号を5月17日播種,6月26日水耕栽培に移し,8月12日,90sr

験に供した｡この間の水耕培養液としてN20ppm(NH4NO3),P20510ppm(KH

K2020ppm(K2SO4･KH2PO4)･Fe2033ppm(EDTA鉄)を用い,5L容

ガラスポットで生育させた｡

90sr吸収抑制処理として,上記水稲を0.5上客褐色ポリビンに2本移し,27時間

の吸収を行わせ,処理後根を水道水で洗い,熱風乾燥し放射能を測定した｡90sr吸収

加共存塩はNa,K,NH4,鴨,Ca,Sr,Baの7種で,これらはみな塩化物として加

添加量をそれぞれの塩につき,0･063,0.125,0･250me/500cc蒸留水の三段

たo90srは1瓶当たり約2/▲Ci加えた0なお吸収時のpHは5･4に調節した0

実験Ⅱ137cs吸収に及ぼす共存イオンの影響

実験Ⅰに準じ,1上客のポリビン(水道水1∠,13Tcs約叫Ci添加)に水稲を植

時間吸収させ,放射能を測定した｡共存イオンとして,K,NH4,Csの5,10,2(

区を設定した｡

(2)実験結果

Ⅰ,90sr吸収に及ばす共存イオンの影響

実験終了時の水稲の乾物重を表1に示した｡共存イオン添加による90sr吸収抑斜

対照区を100として図1に示した｡Ba,Sr,Ca区では,水耕液500cc当たり0･

添加により,著しい90srの吸収抑制を示し,NI14もこれらについで吸収抑制作用を

それ以上の0.125me,0.25me添加区でも0.063me とあまりその作用に差がな

まり,少量の同族イオンの存在で,顕著な90srの吸収抑制効果を示すことを認めた



表1 供試水稲の生育調査(乾物)

グ/Plant

処理名 葉 身 菓 斡 根

対 照 区 0.435 0.293 0.185

NH4Cll襲 0.455 0.280 0.175

〝 2 顎 0.540 0.340 0.225

〝

3宰 0.505 0.310 0.200

NaCl l 0.460 0.300 0.175

〝 2 0.455 0.290 0.160

〝 3 0.510 0.305 0.185

KCl l 0.530 0.335 0.240

〝 2 0.500 0.330 0.215

〝 3 0.535 0.330 0.205

l也C121 0.510 0.290 0.195

〝 2 0.480 0.320 0.170

〝 3 0.510 0.330 0.210

CaC121 0.460 0.285 0.190

〝 2 0.435 0.265 0.165

〝 3 0.515 0.315 0.215

SrC121 0.440 0.260 0.150

〝 2 0.390 0.230 0.140

〝 3 0.525 0.330 0.200

BaC121 0.520 0.305 0.175

〝 2 0.480 0.305 0.165

〝 3 0.555 0.330 0.2UO

(二連の平均)

欒1:0.063 2:0.125 3:0.250m･e

(m･eは聖illiヱquivalentの略である)



部位とも90srの吸

収抑制には同族のSr,

Ca,Ba塩並びに

NH4 塩添加が効果

的であった｡

Ⅱ,1き7cs嘆収に及

ばす共存イオンの影

響

図2,3に示すと

おり,加里は,水稲

による137cs唆収抑

制作用の大きいこと

がわかる｡ⅩはCs

とほほ同じ効果を示

し,このことは,植

物の吸収で,Csと

Eが選択的に行なわ

れがたいことを意味

する｡前回発表した

とおり,13Tcsの吸

収抑制には,加里肥

料,堆肥の多施が最

も実用的,効果的資

材であることが今回

も確認された｡
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(3)要 約

前臥今回の実験続果から,水稲の90sr吸収抑制対策として実用的な資材は炭酸カ′

ム資材ならほとんどどれでもその効果があると考えられる｡

1きTcsの替合札加里鹿料が著しく効果を発し,さらに,堆肥の増施も有効であるこ.

確認した｡



表2 各種塩添加による水稲の90sr吸収抑制

添加塩及び

添加量(m･e)

葉 身 葉 輪 根

CP¶/ち0叩
対照区璧
との比

Cpm/5(叩
対照区とl
の 比 Cpm/50叩

対照区と

の 比

Ba

0.063 1686 0.555 4150 0.248 6329 0.182

0.125 846 0.279 1729 0.103 4215 0.121

0.250 320 0.105 800 0.048 3477 0.100

Sr

0.063 1625 0.535 2871 0.171 6143 0.177

0.125 996 0.328 2169 0.129 4687 0.135

0.250 673 0.222 1392 0.083 3124 0.090

Ca

0.063 1170 0.385 3235 0.193 8625 0.248

0.125 831 0.274 2269 0.135 5665 0.163

0.250 457 0.151 1478 0.088 4121 0.118

Mg

0.063 3698 聖.218 10409 0.621 18813 0.541

0.125 2699 0.889 5574 0.333 13933 0.400

0.250 1798 0.59 2 4259 0.254 9047 0.260

K

0.063 2575 0.848 6801 0.406 18618 0.535

0.125 1951 0.642 8349 0.498 17015 0.489

0.250 1705 0.561 6483 0.387 16846 0.484

Na

0.063 3654 1.203 6332 0.378 33178 0.953

0.125 3053 1.005 13470 0.804 29489 0.847

0.258 4294 1.414 11533 0.688 22688 0.652

NH4

0.063 356 0.117 1741 0.104 9760 0.281

0.125 302 0.099 1750 0.104 6013 0.173

0.250 343
H円
0.113 1817 0.108 5922 0.170

肇対照区を1とした値
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(10)家畜骨中の%致濃度(1974)

農林省家畜衛生試験場北海道支場

○佐伯 隆清,林 光昭,相良登代子

1.緒 言

昭和32年以来家畜骨中の90sr濃度の測定を行なってきているが,これまでの調査結果

その90sr濃度は放射性降下物量を比較的すみやかに反映し,またその汚染度もかなりの地

があることなどが明らかにされ,自然環境の放射能汚染の一指標として,汚染対策面からも

が持たれている｡そこで今年度も前年にひき続いて牛馬骨中の90sr濃度,安定Sr濃度のタ

行をった｡

2.調査研究の概要

(1)材料および方法

家畜骨試料は昭和49年2月から同年7月の間に北海道富川屠場で採取した馬骨8例,

4例,当場試験馬骨2飢同牛骨10例の計24例の大腿骨で,90sr分析は従来通り発

酸を用いる科学技術庁編｢放射性ストロンチクム分析法｣に準じた｡

(勿 分析測定結果

牛骨中の90sr濃度は表1に示した通りで,今年度の平均値は11･06pCi/ダ･Caで】

表1牛骨中の90sr濃度(1974)

採取地 年令･ 種 類

2Y ホルスタイン ?

〝 ?

〝 ?

9Y 〝 ?

2Y ′′ ?

2Y 〝 ?

2Y ′′ ?

2Y 〝 ?

〝 ?

〝 ?

6Y 〝 ?

3Y 黒 毛 和種 8

Sr/1000･Ca

0.333

0.234

0.311

0.277

0.199

0.

0.502

0.211

0.304

0.301

0.258

0.192

90sr･PCi/㌘･Ca

13.6 ±0.18

11.6 ±0.17

14.5 ±0.19

12.0 ±0.17

13.9 ±0.18

15.1 ±0.19

7.6 ±0.14

8.4 ±0.14

10.0 ±0.16

9.9 ±0.16

8.5 ±0.15

3.4 ±0.10



表2 馬骨中の90sr濃度(1974)

採取地 年令･ 種 類･性別 Sr/1000･Ca
90sr･pCi/㌢･Ca

札 幌 3Y. サラブレット ? 0.496 43.1 ±0.32

〝 3Y. 〝 ? 0.535 14.5 ±0.19

富 川 0.5M.軽 種 8 0.366 25.9 ±0.25

〝 3Y. 〝 8 0.526 18.3 ±0.21

〝 19Y.
′ ? 0.627 64.6 ±0.39

〝 1M.ぺルシュロソ ? 0.259 10.6 ±0.16

〝 6Y.サラブレッド ? 0.391 37.4 ±0.30

〝 2Y. 〝 ? 0.397 40.6 ±0.31

〝 11Y. 〝 ? 0.861 12.3 ±0.17

〝 !12Y･ 0.494 14.9 ±0.19

i 平均値土標準偏差 Lo■495±0･1728.21±17.7HH

年の20.6pCi/㌢･Caに比べかなり低値であった0表2には馬骨中の90sr濃度を和

でも28.2pCi/才･Caとやはり前年度の39･2pCi/タ･Caに比して減少がみられた0;

は北海道内の試料についてのみ分析を行なっているため,従来から比較的汚染度の高1

知られている北海道内の牛馬骨中90srの年次変化を図1に示す0

3.結 語

従来から比較的汚染度の高かった北海道における家畜骨中の90sr濃度は,全体の平j

ると牛馬骨ともに次第に減少する傾向がみられた｡牛骨においては平均値11･06pCi/

1960年の値近くまで減少し,最も汚染度の高いもので15･1pCi/グ･Caであった｡

馬骨では2～3才令のもの4例中2例に40pCi/甘･Caを越えるものがあり,また,

あるが0.5ケ月令の馬骨についても25.9pCi/9･Caの汚染がみられたことは,なお酎

90srによる汚染は少なからず持続していることを示すものと考えられた090sr汚染(

減少した現在,19才令の馬骨に64.6pCi/ダ･Caという高い汚染がみられたことは,一

体内に沈着した90srは非常に長い生物学的半減期をとり,容易に減少しないものであ･

改めて示すものであろう｡
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(11)第16回中国核実験によるわが国の牛乳の放射性ヨウ素の賃

農林省畜産試験場 生理部

檀 原 宏,三 橋 俊

農林省北海道農業試験場畜産部

小 松 芳 郎

農林省九州農業試験場 畜産部

相 井 孝 允

1.緒 呂

農林省関係の機関では,90sr,137csなどの長寿命核種による汚染調査のほかに,

ではとくに牛乳に関して短寿命核種……放射性ヨウ素の測定を行なってきた0これは比

した地域での大気圏内核爆発の際,緊急的に汚染を知る目的で測定してきた0

今回は昭和49年6月16日に中国の行なった第16回目の核実験による調査成績を

2.調査の概要

第16回の大気圏内核爆発は,場所は前回(第15回)のときと同様ロブノール地方

その規模は約3メガトンと推定されている｡この時期は,丁度全国的に降雨が続いたと

く,気象関係のデータも,雨水やチリから放射能の検出が報告されている0

牛乳関係では,爆発より1日おいた18日の朝搾った試料から測定を始めた0雨水~

牛乳と131Ⅰの汚染が移行するので,その速度は過去の測定経験より判定し･測定時期

前回の例(第15回)から,牛乳は朝搾りのものを対象とした｡その理由の詳細は別

る｡

表1第16回中国核実験によるわが国の牛乳の放射性ヨウ素の汚染 PCi/

搾乳日 地 域

月 日 時 札 幌 千 葉 態 本

6 18 朝

19 〝

夕

20 朝

21 〝

夕

22 朝

23 〝

24 〝

25 〝

_
131

一
一
一
+

+

+
一
一
一

0.8±3.2

1.3±2.9

0.0±2.7

0.0±2.7

5

3

7

7

2

3

2

2

±

±

±

±

5

0

0

0

2

0

0

0

+

+



測定は,札幌(北農試),熊本(九農試)では陰イオン交換樹脂処理によるr線スぺクト

トリーで131Ⅰを,千葉(畜試)ではとくにAg★Ⅰ単離によるβ線計測で放射性ヨウ素を測定

かくして,6月25日まで8日間測定を続けた｡なお,札幌では19日と21日には夕刻

の牛乳をも測定した｡

得られた成果を表1に示す｡

3.結 語

表1より,第16回の核実験では,牛乳から放射性ヨウ素はほとんど現われないといえる

21日-23日に131Ⅰのピークらしい値も得られたが,正確な値を得るには到らなかった

今年度から,沖縄県(那覇)も測定の組織に加えられたが,まだ充分夜体制がとられてい

今後はその整備を急がねばならぬ｡



(12)土壌中 含Jについて
ノ

国立術生試験所

亀谷 勝昭,戸村加代子,沖久

1.緒 言

環境試料中には226Raおよび210pはどの天然放射性核種の存在が考えられるが,々

托ついては充分な調査が行をわれていない｡そこで,食品中のこれらの核種の存在を匁

基礎資料として,まず日本各地の土壌について分析を行なった｡以下にその椿果を報乍

2.調査研究の概雇

(1)分析土壌試料:各県の農業試圃場で採取した土壌を対象試料とした｡

(勿 分析方法:226Raの分析は,第9回理工学における同位元素発表会で報告したプ

そして210pbの分析吼第1?回理工学における同位元素発表会で報告した方削

った｡

㈲ 分析績果:上記の分析方法により,土壌中の226Raおよぴ210払を分析した線

土壌1ダ当り,226Raは平均で0.85pCiを,そして210pbは平均で1.59pC絹

を知っ払なお210pbが226Ra上り多い理由として吼大気中の222Rnが壌変し

･とをり,雨水とともに地表上に降下し,土壌中把蓄積したものと考えられた｡即七
多い地域の土壌中には210pb含量が多く,土壌中のおよその210pb含量A(乾燥j

りの甚=数)軋次式によって求められることが推測された｡

A=0.6B+0.49

ただし,Bは年雨量を椚の単位で表わした数億である｡

き.結 語

土壌中には226Raよりも,その壌変生成物の210pbが常に多く含まれていること,月

中の210.pb濃度(pci/ア土壌)は,現在日本で知られている土壌中の90sr濃度(pc

も高い値を示しているご誓戸むて′竺脇

1某′｢
＼､､一転妄げl座下qつ

βf土



(13)近畿地方におけるバックグラウンド放射擦の測定

放射線医学総合研究所

阿部 史朗,本郷

須山 一兵,井上

達
意

戸

元

井
藤

,

,

三

和

昭

義

1.緒 呂

自然放射線による外部被はくは避けることができない｡国民全体におよぼすその線量寄-

らかにするため,または原子力平和利用の進展に伴って生ずる問題の解決のための資料と･

とを考慮し,全国的なバックグラウンド放射線の測定を行っている｡前回までに,四国,:

東北,北陸四県,北海道,中国各地方の順に測定して来たが,今回は近畿地方の測定を行､

2.調査研究の概要

(1)測 定 地

人口密度,地質分布,測定密度を考慮したうえでの1測定地(141測定地点)を選｡

測定地点は周囲の開けた広い平担化で,表面に土が露出しているところを選んだ｡

(2)測定器と測定方法

測定器は20の乃〆,3爛れ厚のプラスチック電離箱,振動容量電位計,記録計の組合せ,

1〝〆×1JNaI(Tl)レンチレーク付のサーベイメーク,2〝〆×2〝NaI(Tl)レン≡

レヨソレートメーク(記録計付)である｡本酎定における測定器の誤差は,標準偏差で≡

と,電離箱については±3.5喀,サーベイメークについては±4喀である｡各測定器の]

は,標準線源により各測定地点ごとにチェックした｡今回の測定では再現性の異常は認J

なかった｡測定は地表から約1〝lの高さで行い,降雨時を避けるようにした｡

測定地点内に,通常5点以上の測定をえらび,測定地点内の分布の異常による偏りをi

ようにつとめた｡

線量値ほ,プラスチック電離箱の測定値で定める｡しかし電離箱測定には時間を要し,

点が多くとれをいをどの理由から,直接測定にはサーベイメークをおもに使用した｡同日

により電離箱と他の測定器の測定値間の比較を行い,その関係から測定値はすぺて電離;

に換算した｡

3.結 果

近畿地方全域ならびに各県ごとの線量率平均値を求めた｡表1,表2に結果を示すっ



表1.各測定地の線量率

宇宙線,大地,大気フォールアウトの寄与を含む

測定地

番 号

測 定 地

府,県 市,町,村

測定地

点 数

測定点

の 数

代表線量率(a)

(〝R/br)

測定値の

標準偏差
測定器(

滋 賀

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

京 都

桑 名

四 日 市

鈴 鹿

亀 山

津

上 野

名 張

松 阪

鳥 羽

伊 勢

飯 南 丁

飯高 丁

志摩 丁

南島 丁

大内山Ⅴ

尾 鷲

熊 野

木之本丁

今津 丁

彦 根

近江八幡

志 賀 丁

甲 西 丁

大 津

宮 津

舞 鶴

福知 山

和知 丁

美山 丁

京 都

亀 岡

長 岡
′･･▲･ナ

_1′▲

1

2

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

9

1

1



測定地

番 号

9

0

1

3

4

4

測 定 地

府,県 市.町,村

測定地

点 数

測定点

の 数

代表線量率(a)

(〝Mlr)

測定値の

標準偏差

大 阪

兵 庫

枚 方

高 槻

四 条畷

門 真

摂 津

池 田

豊 中

東大阪

大 阪

八 尾

柏 原

松 原

堺

富 田林

岸和 田

泉佐野

香 住丁

豊 岡

和田山丁

生野 丁

山 崎丁

福崎 丁

西 脇

吉川 丁

宝 塚

尼 崎

西 宮

神 戸

明 石

小 野

加 古 川

姫 路

野

相 生

赤 穂

測定器(b)



測定地

番 号

測 定 地

府,県 市,町,村

測定地

点 数

測定点

の 数

代表線量率(a)

(〝R/br)

測定値の

標準偏差
測定器(

和歌山

兵 庫

吉野 丁

五 条

川 上 Ⅴ

上北山Ⅴ

西吉野Ⅴ

大 塔Ⅴ

本宮 丁

高野口丁

美里 丁

和歌 山

海 南

広川 丁

徹 坊

田 辺

串 本丁

新 宮

波 賀丁

佐用 T

表2 近畿地方における線量率(〝R/hr)

(大地,大気からの放射線,宇宙線寄与を含む)

府,県
人口a)
(千人)

単純平均±標準偏差 測定地点数 測定地数

重 1,543 10.1±1.4 20 17

滋 賀 890 11.9±2.5 8 7

京 都' 2,250 9.4±1.3 18 10

大 阪 7,620 10.5±1.5 35 17

兵 庫 4,668 10.4±1.4 38 21

奈 良 930 9.5±1.8 11 9

和歌山 1,042 10.4±1.3 11 10

近畿地方 18,943 10.3±1.6 141 91

a)1970年国勢調査



(14)模準食中の放射性核種濃度

放射線医学総合研究所

上田.泰司,鈴木 譲,中村 良一

1.緒 言

原子力施設周辺住民の食品群別の放射性核種濃度を求めるために,茨城,福井地方から1

集めて分析した｡

2.試験研究の概要

収集した食品群は,穀類,豆類,いも類,牛乳,卵,肉類,魚貝類,葉菜類,根菜類の

群であり,夫々別個に450℃で灰化し放射化学分析を行なった｡

セシウムー137は燐モリブデン酸アンモニウム法を用いて塩化白金酸セシウムとした(

ストロンチウムー90は発煙硝酸法により炭酸イットワクムとして分離した｡

セシウムー137･ストロンチクムー90共に,低バックグランドタウンクー(トレー･

ポ製)で計測した｡

結果を表に示す｡

表に見られる様に,90sr,137cs共に前年度と同程度であり,植物性の食品の寄与か･

種共大きい｡

茨 城 49年3月

90srpci/巳イ入
Ca五呪咋i/人

90sr/夢･Ca 137cspci/邑く人

穀 類

豆 類

いも類

牛 乳

卵

肉 類

魚貝類

葉菜類

根菜類

K通辞/巨レ入

合 計 12.5



福 井 49年3月

90srpci/M C㌔乳/野人
90sr〝･Ca 137cspci/鋸人 K7花見/巳/人

穀 類

豆 類

いも類

牛 乳

卵

肉 類

魚介類

葉菜類

根菜類

合 計



(15)大気浮遊塵中の放射性核種の調査

放射線医学総合研究所

鎌田 博,湯川 雅枝,渡部 輝J

l.緒 口

大気浮遊塵中のフォールアウトに基づく放射性核種およびそれらの濃度を調査研究するプ

大量集塵装置を用いて放医研構内の地上約1-1.5〝tの外気浮遊塵を捕集し,放射性核種(

測定を昭和40年10月より実施してきたが,本朝では前報にひきつづいて得られた結果7

する｡

2.調査研究の概要

試料採取に使用した大型集塵器の構成,性能,試料の前処理方法については第11回放≠

査研究成果発表会抄録集に記したとおりであi),分析測定法及び解析法は第14回抄録射

たとおりである｡分析測定法結果は表1,表2に示した｡

3.結 語

95Nb/95zr放射能比を用いての核分裂生成物の生成時期及びその影響の大きさの推卦

ては前年度にひきつづき解析法のプログラミングを行なし､,精度を上げるために最小白熱

入した｡今後更にデータ入力の面で手数を省くことを検討する○
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(16)降下性14c濃度調査

放射線医学総合研究所

樫田 義彦,岩倉 哲男,前林 愛〒

1.緒 呂

核爆発に基づく降下性14cの経年的濃度の測定は昭和34年より開始し,その変化の削

在まで継続してきた｡

2.調査研究の概要

(1)試 料

通商産業省アルコール事業部に依頼し,管下各アルコール工場扱いの生甘藷を原料と~

内産,糖蜜･粗潜アルコール等を原料とする外国産アルコール12点を入手した｡またこ

所内で栽培したやまじそ抽,厚生省国立衛星試験所伊豆薬用植物栽培試験場提供のレモニ

ス油も試料とした｡

(勿 実験法

試料調整ならびに測定法は前報と同様,試料を液体レンチレーション計数法のレンチ

溶媒とする方法で,計数装置としては低放射能用液体シ∵ソチレーシ′ヨニンカウンタ,Alok

LSC600LBを使用した｡

b)結 果

測定結果は表の通りである｡

原 料 産 地 製造工場 品 質 C-14濃度

生 甘 藷 茨 城 石岡 特級 19.35 ± 0.16

鹿 児 島 鹿屋 17.82± 0.14

糖 蜜 フィリッ ピン 千葉 含水1級 19.69 ± 0.15

アルゼンチン 千葉 含水1級 19.72± 0.15

インドネレア 肥後大津 含水 20.22 ± 0.16

粗溜アルコール アルゼンチン 磐田 含水特級 18.95 七 0.16

〝 磐田 含水1級 22.18 ± 0.16

〝 石岡 特級

含水

18.85 ± 0.16

′ 鹿屋 18.83 ± 0.16

′ 肥後大津 19.53± 0.15

パル プ廃液 ア メ リ カ 出水 含水1級 14.77 ± 0.14

出水 無水1級
¶

15.62 ± 0.12

(4)結 語

数試料の例外はあるが,ほぼ前年産と同傾向である｡1961～2年に実験されたソう



でに指摘した通り,本邦の甘藷原料のアルコールは外国産糖蜜原料アルコールより14c濃占

低い傾向にあるが,その一因はわが国の化石燃料の消費が多いため,いわゆるdead
carbc

12cによって稀訳されるからであるが,水爆実験の寄与も無視できない0

バルブ廃液のセルローズ類を原料とするアルコールのりc濃度は低いが▼原料樹木の馴

不明であるが,少くも過去百年の14c濃度の平均値と考えられ,核実験以前のmcdern
ca]

13.8dpm/gCより僅かに高い値を示し,国内産も外国産も略一定値である0

最後に近年英,独,韓の各国より発表されたウイスキー･ブド一頃中の14c濃度の測定イ

含めたアルコール中の14c濃度変化を図示し･その年々の消長を明らかにする0
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(17)環境中のトリチウムの測定調査

放射線医学総合研究所

樫 田 義 彦,井 上 義

1.緒 言

42年慶より原子力施設周辺を中心に,環境中のトリチウムの測定調査を継続してきた

回報告以降の採水地点は昭和50年1月15日現在下記の通りである｡

静岡県浜岡地区 48年10月12日

茨城県東海･大洗地区 48年12月11日

49年 7月23日

49年12月16日

福井県美浜･敦賀地区 49年10月11日

島根県鹿島地区 48年12月15日

49年 6月26日

49年10月 9日

49年12月 6日

佐賀県玄海地区

鹿児島県川内地区

49年11月18日

49年11月20日

2.調査研究の概要

2.1 採 水

採水は原則として1)一次冷却水の原水となる河川水,井水をど,2)二次冷却

水の取水および排水,3)飲料水を対象とし,その他参考とをる湖沼水など地形に托

加した｡

2.2 測定法

河川水,湖沼水夜ど表面水は蒸溜後,直接低バックグラウンド液体レンチレーンヨ

装置によって計測し,取水,排水などの沿岸海水は体積比でほほ30分の1に電解讃

同様液体レンチレーシ′ヨ:/計測で処理した｡電解濃縮法は前年報告と全く同一なので

る｡

装置:AlokaI｣Bl,測定容器はテフロン製100孤g,乳化レンチレークのトリチ

数効率は12-15喀,バックグラウンドは4-4.5cpm｡

Aloka600LB,測定容器は低カリガラス製20nC,上記と同一条件で計数効率は

喀,バックグラウンドは3cpn｡

シ∵/チレーク処方:Insta Oel(Packard)またはトリトン･トルエン混合Vソチ

を使用し,試料水の添加率40喀とする｡

測定条件は13℃±1℃,20分×25回=500分｡電算機によりデータを処理

準偏差1♂として扱った｡



トリチクム濃度はpCi/ヱE20 で表示したが,トリチウム比(TR)またはトリチ

単位(TU)には

1TR=3.2pCi/LH20

で換算できる｡

第1表 原子力施設周辺

1.1 東海･大洗地区
48年12月11日

49年 7月23日

採 水 地 点 種 類
トリチクム濃度

A B

潤沼,北松川 沼 水 90±25 196±11

潤沼川,潤沼大橋 川 水 80±26 194±12

那珂川,中河内 川 水 204±30 303±1･8

新川,機関場 川 水 240±27 227±12

新川,宮前橋 川 水 289±24 226±12

久慈川,榊橋 川 水 186±32 250±13

阿漕浦 池 水 2､13±30 223±12

大洗,原研,排水路 排 水 1ゑ皇旦霊鳥
〝 〝 排水口付近 海 水

彗

741+
′/｣皇

64± 4
■▼+▼ヾ.､,..■■t

那珂湊,放医研 海 水 52± 4 42± 4

新川,動燃,第1排水路 排 水 1ィ7′0±13/了 26.7士_｡1轟j

′ 〝 新川今流水 川 水 208±30 204±12

〝 〝 新川河日 海 水 69± 3 91± 3

東海,原研,第1排水路 排 水
､..576±23

477±13

〝 〝 排水口付近 海 水 59± 2 64± 4
一朗ノ瞥■■▼か--Jイt■■′一.

〝 一 策2排水路 排 水 201士21 396±10

〝 〝 第3排水路 排 水 34±19 60± 4

′ 〝 第3排水口 海 水 52士 2

東海,原電,排水口 排 水 31士17 47± 4
■■■■■■-･-､一_.■

海 水 39± 2 46± 4

1.2･浜岡地区(48年10月12日)

採 水 地 点 種 類 トリチクム濃度

新 野 川

水 源

ク
水

ツタ料水原
欽

川 水

川 水

川 水

上 水

96± 22

101± 22

156 ±16

59± 20



1.3 福井地区(48年10月15v16日)

採 水 地 点 種 類 トリチクム濃度

敦賀,動燃,取水口 海 水 62± 3､1
ロ

〝 ∫ 放水口 海 水 42± 3.一'

〝 〝 ATR主建星 湧 水 82±16

〝〝第3渓流水

〝〝排気タクト

トンネル水

小流

小流

128±_16

136±16

撃軌 原電,取水口 海 水 60± 31
〝 〝 放水口 海 水

‡■45±
3.ノ

l､---●--一一-へ--------･-}､叫

〝 〝 高巻川 小 流 115 ±16

〝 〝 猪が他 貯 水 95 ±16

美浜,開電,取水口 海 水
ーー→-一-■ト■ヽ一■■

姐享てナ
′ 〝 放水口 海 水 16!阜__戸主
〝 〝

馬背川 /ト 流
128±16 亨

口

〝 〝 落合川 /ト 流
よ

138±17てづ■
l

1･4島根地区

r…‡‡;≡…名言…呂)
採 水 地 点 種 類

トリチウム濃度
A

ヽ

B

鹿島,中国電,取水口 海 水 21± 3､､

:;…;)〝 一 放水口 海 水 28± 4ノ

〝 〝 輸谷,東貯水槽 貯 水 63 ± 20 155± 5

〝 簡易水道原水 上 水 125 ±10 142± 6

宍道湖,玉造町 湖 水 i21± 2 154± 6

一 秋鹿町 湖 水 134± 2 156± 5

斐伊川 川 水 133±21 206± 6

中海,本庄町 湖 水 59 ± 7 77± 6



1.5 玄海地区(48年7月20日,★24日

メ‥丼31日)

採 水 地 区 種 類 トリチウム濃度

玄海,九電,取水口 海 水 37 ± 5

〝

放水口 海 水 26± 7

〝 施設飲料水 上 水 79 ± 20

′

ダム用水 貯 水 115 ± 22

キ′′
下場溜池 貯 水 121± 25

〝

天神池 貯 水 112± 25

鴬‥滑取水口,A点,上1〝l 海水

//

//

//

〝

//

〝

〝

34 ± 4

〝 下1椚 23± 4

〝 B点,上1椚 33士 6

〝 下1椚 22士 5

美‥算入田浦,A点,上1椚 26 七 8

〝 下1〝l 24± 5

〝

B点,上1〝‡ 29± 2

〝 下1〝‡ 30± 2

〝

C点,上1〝l 〝 34 ± 3

〝 下1〝‡ // 33 ± 1

〝

D点.上1m
〝 35 ± 1

〝 下1m 〝

〝

//

40± 1

〝

E点,上1〝l 33 ± 3

〝 下1m 29± 1

第2表 一般環境
2･1 関西地区(48年9月13日～24日)

採 水 地 点 種 類 トリチウム濃度

京都,宮津港,天橋立

由良川,大川橋

海 水

川 水

44 ± 4

148±18

兵庫,相生湾,瀬戸内海

有馬温泉

海 水

温泉水

52± 4

169 ± 4

和歌山,潮岬

熊ノ川

白浜,黒潮山荘

33± 5

177±18

94 ± 23

奈良,湯泉地温泉 0±13

三重,鳥羽,安楽鳥浜 50 ± 3



2.2 千葉地区(48年8月27日-31日)

採 水 地 点 種 類 トリチクム濃度

千葉,勝浦 海 水 31± 3

＼
､
銚子 海 水

u
34± 4

富浦 海 水 27 ± 2
′

養老川 川 水 47± 22

利根川 川 水 $8±19

夷隅川 川 水 25±16

江戸川,野田穣 川 水 168± 22

3.結 語

1)未稼動施設周辺を含めた一般喪境の観測値を前年産のそれと比較すると,若干の

るが,陸上水はやゝ滅少し,沿岸海水は停滞状態を示す続果となる｡トリチウム濃度

加した例について.その原因として地形,気象,季節應どの諸要因が挙げられるが,

ランスをどの核実験由影響も無視できをいであろう｡

2)稼動施設の放水口よりの排水試料申にトリチウムを検出した例が←二あるが,そ

最高例でもトリチクム要理杢禦蟹江アある｡これ打開逢した解析は前年度
述したので省略する｡

3)本調査の試料採水にあたっては,水戸麻子力事務所,福井原子力連絡調整官事務

の協力をえたので,併せて報告し謝意を表す｡



(18)陸上試料の調査

放射線医学総合研究所

鎌田 博,湯川 雅枝,渡部 輝久

1.緒 呂

環境放射能による人体の被曝線量を推定するための基礎資料として,茨城県および福井県

象地区として,雨･塵,土壌,河川水,河底堆積物等に含まれる放射性核種の分析測定を暗

年より実施してきたが,本朝では引き続き得られた結果について報告する0

2.調査研究の概要

試料採取方法および分析測定法は,前回論文抄録集に記述したとおりである｡

分析測定結果を表1-4に示した｡なお､表1と表3の137cs欄の数値は･前報に掲げた一

再実験によって得られた若干の修正値とを用いて,90srの値と対比できるように掲げたも

ある｡

土壌,河川堆積物については,放射性核種の濃度を粒慶分布との関連において知ることが

た｡特に河底堆積物の137csの分布に関しては,各粒慶毎に測定した137csの値の累積量P･

軽度と比重から計算によって求めた表面積の累積量Sの間に次の一般式,

Pc=i･S?i･jは定数

で表わされる関係を見出した｡

3.結 語

現屯土壌,河底堆積物中の90srの濃度について,粒慶ならびに有機物含量に着目し検

進めている｡今後この種の解析を進め資料を著模し,放射性核種の,大気一土壌一河川にわ

総合的な分布,また経時的変化を把握し,陸上試料における放射性核種の挙動について動態

機作の解明に努力したい｡



表1土壌の放射性核種濃度

試料採取地
粒慶

(憫爪)

重量

(g)

放射性核律濃度(pCi.セ)

137cs 90sr

茨 城

新川上流域

･-0.149
310 0.45

0.149一-0.42 1,610 0.43

0.42 ～ 115.6 0.25

新川上流域

′ローム′

･-0.149
400 0.40

0.149一-0.42 1,360 0.30

0.42 ･- 326 0.14

新川 下流域

･-0.149
570 6.30 0.13

0.149･-0.71 4,550 1.46 0.03

0.71【- 1,750 1.75 0.03

福 井

釜谷元川上流域

･-0.25 730 16.74 0.27

0.25 ～2.0
770 9.00 0.18

2.0 ･- 490 2.11 0.10

釜谷元川下流域

･-0.42 228.8 7.56 0.25

0.42 ･-4.0 1,912.5 4.87 0.20

4.0 【- 379.1 1.25 0.1U

敦賀原子力発電 ･-0.42
459.2 6.84 0.17

所モンクリングボス 0.42 -4.0 1,406.7 1.27 0.07

ト付近 4.u ･- 352.1 1.45 0.07

1972年8月-9月 試料採取



表2 土壌の放射性核種濃度

試 料採取地
粒 慶

(椚爪)

重量

(g)

放射性核種濃度(pCi.セ)

137cs 90sr

茨 城

新川上流域

-0.074 642 2.26 0.52

0.074-0.25 529 1..41 0.32

0.25･-0.71 700 1.19 0.36

0.71･-2.0 809 2.21 0.36

2.0 ･- 407 1.53 0.55

新川下流域

･-0.074 630 1.61 0.29

0.074～0.25 1,285 0.74 0.11

0.25 一-0.71 1,650 0.55 0.08

0.71･-28 905 0.77 0.12

2.0 ･- 215 1.10 0.22

福井

‡

釜谷元川上流域

･-0.074 435 2.24 0.46

0.074-0.25 275 1.69 0.44

0.25 ～0.71
480 1.30 0.47

0.71･-2.0 705 1.38 0.44

2.0 ･- 105 1.20 0.52

釜谷元川下流域

H

-0.074 150 5.62 0.34

0.074･-0.25 485 2.62 0.21

0.25･-0.71 1,545 0.77 0.13

0.71 -2.0 2,370 ND O.09

21)･-
H

2,670 0.22 0.08

1973年1月試料採取

ND:0.01pCj/g以下



表3 河底堆積物の放射性核種濃度

試料 採取地
粒 慶

(憫爪)

放射性核種濃度(pCi.セ)

新 川 上 流

･-0.074

0.074･-0.71

0.71･-

3053

1,443.4

238.6

新 川 下 流

･･･一0.074

0.074･-0.25

0.25 -

321.3

270.0

84.4

釜谷元川上流

福 井

【-0.50

0.50 ･-4.0

4.0 ～

398.5

1,072.9

103.0

釜谷元川下流

･-0.25

0.25 ′-2.0

2.0 ･-

1972年8-9月 試料採取

:試料欠損

ND:0.01pCi/g以下

表4 河底堆積物の放射性核種濃度

試料採取地
粒 慶

(珊れ)

放射性核種濃度(pci/セ)

新 川 上 流

･-0.149

0.149･-0.25

0.25
･-0.71

0.71 -

603.3

820

3,100

434.8

新 川 下 流

･-0.149

0.149･-0.25

0.25 ･-

933.0

706.3

205.4

釜谷元川上流

･-0.71

0.71･-2.0

2.0 ･-

1,090.7

2,303.4

1,310.0

釜谷元川下流

･-0.71

0.71
-2.0

2.0 ･-

450.4

1,573.8

1,588.8



(19)大気中の放射性核種濃度と月間の降下圭

日本原子力研究所

笠井 蔦,人見 清一,梁瀬 芳晃

今井 利夫,前沢 慶治

1.緒 言

原研東海研究所周辺の環境モニタリングとして,環境試料中の放射能濃度の測定をおこな

いる｡その場合に施設から放出される放射性核種を正確に測定するためには,施設に寄因す

射性核種を,天然に存在する放射性核種および核爆発実験によるいわゆるフォールアウト核

明確に区別する必要がある｡

天然の放射性核種はその地域での分布を一度詳細に調査しておけば,時間的に大きな変化

いとみてよい｡しかしフォールアウト核種は時間的変化が激しく,また場所による差もかな

きい｡それゆえモニタリングの測定データを解釈し判断する際にはフォールアクトのデータ

可欠であり,このフォールアウトのレベルと変動は連続して,またかなりの精度でおこなっ

く必要がある｡

ここに,大気中の放射性核種の月平均濃度と放射性降下物の月間降下量を継続して測定し

るので,前回の報告以後の測定結果を報告する｡

2.調査研究の概要

(1)大気中放射性核種濃度

大気中の放射性核種濃度は,原研構外にある放射線観測所で24時間連続集じんしたろ

1カ月間分まとめて灰化したものを,r線スぺクトル分析してもとめた｡核種は95zr-`

103,106Ru-Rh,137csである｡また90srは3カ月分をまとめて放射化学分析によ

量した｡

(カ 月間降下量

放射性核種の降下量は,原研構内にある0.5〝rの水盤を1カ月間放置し月毎の降下物を

スぺクトル分析した｡核種は95zr-95Nb,103･106Ru-Rh,137csである｡

3.結 果

軋定結果は,図1に大気中の放射性核種濃度,図2にフォールアクト核種の月間降下量を

した｡大気中濃度および降下量とも前年と同じ傾向が見られる｡しかし,年間の変動をみる

オールアクトの季節変動である4,5,6月に典型的なピークがあらわれている｡



へm5＼ミbT望×)

髄
塵

∧U

7 冒 ? 柑 III2

1?75

l 2 5 年 F ` 7 β ?IO

lq74



■0

篭ミU享

咄
卜
鍵



(如)饅ケ満潮底土における90sr,1訂仏

英城県公書技術セyメー

岡野 三郎,浜田 等倍,小池 ∃

1,緒 昔

日本第2の湖面穫(219ぱ)を有する霞ケ浦は豊かな水資源にめぐまれ,よ薬工業_

水,内水面漁水,観光等多方面に利用されている｡又,地域社会の発展に伴って急増レ

需要の供給源としても期待されている｡反面,多方面から流入する廃棄物の増大によっ一

葡は進み,養食鯉の廃死等社会的問題が各方面で取り上げられている○

霞ケ浦における放射能調査吼茨城県が年1,2,回潮水.湖底土,魚類について実施1

だけであった｡今回,90sr,137csの湖底土における濃度分布を把轟しI併せて放射

面より汚染物質の蓄積過程佗関するデータを得る目的の調査を実施したのでその結果を弓

します｡

牛酪城県内水面水葱糾

2.調査方法

鉛直分布用試料は昭和48年10月16日に第1図の8(西浦湖心部)において潜水1

∠石油健を湖底面から深さ30仇までの庭土中に押し込み採取した｡さらにl半乾き托つ

ころで鉛直に12等分し分析用とした｡

水平分布分析用庭土は,49年の6,7月に第1図の1-12地点で潜水し表層を採岳

のである｡

試料は水分を含んだまま,科学技術庁編｢放射性ストロyチクム分析法｣,｢セレク･

分析法｣に従って90sr.1"c,(D放射化学分析を行い,医理研製LBC-1型によりβ分析法｣に従って}Vsr,

妄肴訂㌦､~~~~一~一-'◆【【【--~什鵬~~′､
なお,数値は水分量せ測定し乾土当りに換算して表示した｡

3.分析結果

笥l表托90sr,1さ7csの地点別膿まの分析結果を示し,第2図にはそれらを樺ケラ

まとめてみた｡

第2表に軋表層から深さ30騰までにおける層別濃度の分析結果を示した｡

第1表及び第2図を見合わせると.1"csは2.4,5,6,8,9の湖中央部が削､

1,3-10一▲の桜川,恋瀬川,巴川の流入口附近及び7の流出口付近が庇い値を示してい

かる｡

90srについては,大原沖の4が特に高い値を示しているが,137csのょうな傾向は

なお,潮来の北利根川河庭土12では13Tcs,908r共忙低い値を示している○

第2表の深度分布によれば,1"csは表層から1▲0丑の深さまでの層で峨高濃度で特

7.5仇の層が高い値を示している｡10仇以深になると深さと共に減少している｡



4.考 察

4-1 湖底土の堆積速度

湖底土の堆積速度を推定する意味で,90sr,137csの年間降下量を調べてみると,

においては昭和37-40年にかけて高い値を示している｡この傾向は気象研究所が東

測定した結果D,勿･母(第3表)とも一致している｡

第2表と第3表を比較して,90sr,137cs濃度が最も高い5･0～7･5仇層が90sr,

降下量の最も多い昭和37-40年に対応できると仮定すると,各層の深度分布に対応

降下量がきまる｡137csについて両者を上記のように対応させると!第3図のごとくな

この図から降下量と深度分布のバターンが比較的類似している辛がわかる｡つまり,

の層に蓄積している137csは対応する年代に降下してきた可能性が非常に強いといえる･

これらの辛から,前述の仮定はほぼ正しく,湖中央部における庭土の堆積速度は一年

0.6-0.7珊と推定できる｡

4-2 核種の分布状況と蓄積過程

3一分折結果で述べたように,第2図の地点別濃度においても,第2表の層別濃度に

ても,90srと137csの分布状況が著しく異っている0そこでこれらの相違の原因を考

に,まず一般の元素の湖底への蓄積過程を見ると

① 他の沈降物質に付着して蓄積する湯合

② 湖底土の表面に吸着する場合

③水酸化物や硫化物のような沈澱物を形成して蓄積する場合5)

等が主に上げられている｡

次に,一般の沈降物質が河川から湖沼に流入堆積する形式については,湖の河口附近

の流速が急に遅くなる事及び化学的性質が還元性であるため,河口では密度の大きい粒

大きい物質と還元された沈殿物が多量に蓄積する｡次に中央部にいくに従って拉慶の小

表面積の大きい物質が沈降するといわれている㌔)
また,SrとCsの化学的性質の異いであるがSr(OH)2が20℃1009の水に0･8

か溶解し飢､のに対して,C,(OH)に潮解性を示ナ㌘)
cs+1による静電引力が大きいため,七sの土に対する吸着力はSr+2のそれ上り数

大きいご)
以上の尊から,137csの湖底への蓄積形式は主に他前沈降物質に吸着して沈降堆積す

であるため,137csは表面積の大きい物質が沈降する湖中央部招ど及び137csの流入量

かった時の層ほど多く分布しているものと推定できる｡一方,90sf､の蓄積過程につい

今回の調査だけでは推定でき飢､が,湖底土中では水に溶解した状態で各層間を移動す

め,層別分布が一様であるように考えられる｡

5.結 語

過去の核実験により降下してきた放射性物質という特定な物質から霞ケ浦の汚染の状況を

したわけであるが,層別濃慶分布などに対しては適していた｡

さらに全地点(特に河口)の層別濃慶や庭土の粒慶及び現在問題になっている汚染物質と



意を表します｡
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第1表 霞ケ浦湖底土における90sr,137csの地点別濃度

pCiJR9 dry

番 号 地 名
90sr 137cs

1 高 崎 217 128U

3 沖 宿 17 0 1960

4 木 原 532 2340

5 古 疲 289 2370

2 玉 造 202 2660

8 又 沖 172 2600

6 橋 門 183 2540

9 康 行 大 橋 139 2830
n

7 麻 生 302 1230

12 潮 来 78 880

10 安 塚 227 1180

M±♂
M

228±11.9 1990±710





､
■
>

=
コ



第2表 霞ケ浦(西浦)湖底土中の放射性核種分析結果

昭48.10.16採取

庭土の深さ Sr-90

Cs-137

対応年
実 測 値 減衰補正値

0 ･- 2.5C仇 0.17pCi/ダ乾 2.85pCi/管乾 2.95pCレザ乾 昭45～48

2.5･- 5.0 0.20 2.70 3.06 41･-44

5.0- 7.5 0.21 2.96 3.68 37【-40

7.5一-10.0 0.19 2.42 3.31 33-36

10.0･-12.5 0.20 1.91 2.86 29･-32

12.5･-15.0 0.20 1.11 1.83 25･-28

15.0･-17.5 0.18 1.08 1.95 21～24

17.5･-20.0 0.18 0.73

20.0･-22.5 0.18 0.71

22.5･-25.U 0.17 0.51

25.0･-27.5 0.16 0.50

27.5-30.0 0.19
口 tO･82

第3表 東京における137cr,90sr年間降下量

椚Cj/1h2 気象研究所調べ

年
137cs 90sr

年
127cs 90sr

昭和29■年 (2.6) 1.0 昭和39年 16.1 8.6

30 (1.8) 0.7 40 10.6 4.3

31 (9.9) 3.8 41 5.0 1.8

32 (9.1) 3.5 42 2.2 0.8

33 1l.4 5.3 43 2.8 1.3

3.4 23.6 8.1 44 2.2 1.2

35 6.2 2.4 45 2.8 1.4

36 7.3 2.1 46 2.3 1.1

37 21.9 8.1 47 1.2 0.6

円

38 52.3 19.1 48



第3国 Cs-137降下量と湖底土中のC8-137濃度

Cs-137濃度 pCi/g乾土

1.0 2.0 3.0 4･0

cs-137降下量(東京)mCi/Ⅹm2



(21)美浜発t所用辺における放射能綱査

閲西電力(株)

福井原子力事務所 森 雅

美浜発電所 真 居

1.緒 号

福井県若狭地方に建設される原子力発電所の運転に閲し周辺環境の空間放射線量および

料に含まれる放射能レベルの推移を常時確認するための調査は建設に先立って昭和40年

施しているが本朝では前年度に引続き美浜発電所関係分について昭和48年慶の調査結撰

する｡なお高浜t大飯発電所周辺についてもバックケラウyド調査を行をっているが本朝

除く｡

2.調査研究の概要

(1)調査対象

美浜発電所の所在する美浜町および隣接する敦賀市の一部を含む広域にわたる空間線

よび空間横井線量｡発電所周辺の陸水,海水,陸士.海底土,植物,農作物,魚貝藻類

能濃ま(全ぺ一ク放射能)および放射性核種濃度｡

(カ 測定方法

試料の調整,計数測定および計数値の処理は科学技術庁編｢放射能測定法｣に準じて

とともに｢全ベータ放射能測定法(改訂案)放射能測定基準化委員会昭和47年産｣を

て行なう｡測定値は(財)日本分析化学研究所に依頼したものを含む｡使用している計

はいづれもAloka-LBCVリーズのものである｡核種分析にはORTEC Oe(Lj)検

(47cc)および富士通製5〝〆x5〝NaI(Tヱ)検出器を使用する｡空間線量率の測

東芝5015型シンチレーションサーベイメークを使用し空間横算線量の測定は松下電

ルミネッセンス線量計(素子;UD-200S)およぴフィルムバッジ(日本保安用品協

取り委託)を使用する8

(副 詞査綽果

//巨竜

イ,空間積算線量は図-1に示す美浜町および敦賀市の一部(白木)で12地点24

おいて測定を行なっているが,本年度からはTLDによる値のみ報告する｡昭和48

から49年3月までの一年間の積算線量は弁天岬以北伊花崗岩地帯では白木で132r
‥-

-~､■■`､･く･▲･･加･-岬<ぜ-佃･Ⅹ-一明_曲.

血R),丹生.竹波でおおむね100-130鵬R(100-120mR)であり,弁天岬

美浜町のほぼ全域は粘板岩,頁岩,砂岩をどから構成されており,菅浜から郷市に至

(新庄を含む)はおおむね80-100mR(8れ90血R).久久子以西はおおむね60～!

(7∂～80mR)である｡()内は47年鹿の値である｡

ロ,昭和48年慶把おいて各種環境試料把ついて測定して得られた放射能濃度の最低
値を表-1に示すムー,二の値を除き美浜1号炉の騎界前に得られている測定値の範I

入っている○ この範囲を超えるものについて恥入項に述べるようにOe(Li)検出ヨ
ス紘#A鮪の綾里か久131一

郎グー_05M､1`"∩▲盤のつL_ル†{L細心tyr



り906pCi/笠の131Ⅰが検出され中国の核実験の影響を受けたものと考えられる

水口近辺で採取したホンダワラから最高で58co,0.17pCレ?生体;60co,0.

生体が検出されている｡

3.結 語

鱒和48年庭中に美浜発電所から環境に放出された気体廃棄物i拠,呟鮎

であったが,発電所周辺における環境放射能レベルにIまなんら有意な

太かった｡ちなみに気体廃棄物850Cjの放出による被ばく線量が最大になると評

点(発電所より南南東方向2,300〝l)でも年間0.1mr耽l以下である｡
㌦一肌一軒･t････一サーー･岬-√･‥

一疇■-㌣叶碑▲叫一冊■h▼-■･■

環境試料のうち指標生物として採取したホンダワラの一部に発電所に由来すると目さ

化生成物が辞められたが,いずれもきわめて微量であり環境安全上の問題はなかったと

～
＼
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表1美浜発電所周辺の環境試料放射能濃度(昭和48年慶)

採取場所 採 取 年 月
放射能濃度測定

昭和48年鼓

(水) pCi/↓

飲 料 水 丹生漁業セソ■タ
48;5,11

49;2

洪 水 丹 生 2 地 点 48;5,11

O才一1∫

1.才一1β

河 川 水 落合川,馬背川
48;5,11

49;2
1.0-1.6

海 水
丹生湾,放水口

放水口沖

雨 水

48;4,5,6.7,8,9,11,12

49;1,3

01-12

0ユ･-12

構 内
48;4,5,6,7,9,迫,11,12

49;2,3
29-1,367

(土壌) pci/ダ

米 耕 土 丹 生 山 土 48;5,11
37･- 75

(793-69.3)

海 底 土 丹 生 湾
48;5,8,11

49;3

2.才一13.6

(33.ト46.5)

海 底 土 放水口,放水口沖
48;5,8,11

49;3

1.を-8.7

(21.2-52.4)

(植物,農作物,魚貝藻類) 甚i/管

松 (葉) 丹 生 48;5,8,11,3

大 根(根)

〝 (葉) ー0.1
(1.8 )

ほうれん卓
07

(5.1 )

サザエ(肉) 丹 生 湾 48;5,8,11

ア ジ 48;5,11

09- 2A

(2.2一石豆)
0.α- 02

(2.シー2β)

ク コ 48;5,11 -0.1･-
02

(1.2-1A)

カ レ イ 48;5,11
0.α-0.3

(23-2A)

ワ カ メ 丹生湾,放水口
48;5

49;3

02-1.8

3丘-て官)

モ ズ ク 丹 生 湾 48;5

ホyタワラ 放水口,周辺海岸

0.0

(0.7 )

48;4,5,6,7,8,9,10,11,12

49;1,2,3

0.1- 91)

(4.9-17.6)



Ⅰ 環境に関する調査(海洋,廃棄物)



(22)日本近海海水の全β放射能

気象庁海洋気象部

山 本 克 己,木 村

1.緒 看

気象庁海洋気象部および函館,神戸,長崎,舞鶴の各海洋気象台では,海水中の人ユ

質の分布とその変動を調査する目的で1956年より継続して全β放射能の測定を突放

いる｡以下例年のように1973年7月より1974年6月までの結果について報告す

2.調査結果の概要

前年までと同様表面海水5ヱを鉄-バリウム共沈法で処理し,獲夢中の全β放射能を
装置で測定した｡日本周辺海域の測定値を第1図に,1973年およぴ1974年(6

の海域別の平均値を表に示した｡全般的に2pCi/ヱ を越えるような測定値はまれで新

放射性物質による影響は認められ浸い｡海域別の平均値では東支那海が昨年に引続いて

を上回って他の海域より高い傾向を示している｡また混合水域,西赤道海域が1pCj/

他の海域より高い｡径年的には1966年以降横ばい状態で,強いていえは西赤道海域

海,南方定点が比較的高い水準で経過している｡参考のため1956年から1974年

の各海域別および水系別の経年変化を第2-a,b図に示した｡

表 海域別平均値

19 7 3

測定数
平 均 値

pCレ惣(d卿/Z)

19 74

測定数
平 均 値

pCi/℃(dpFrV/

太平洋(東 湖 域) 0.74(1.6)

(親 潮 域) 0.56(1.2)

0.39(0.9)

0.55(1.2)

(混合水域) 0.62(1.4) 0.98(2.2)

(西赤道海域)

東 支 那 海

0.98(2.2)

0.96(2.1)

1.07(2.4)

1.26(2.8)

日 本 海 0.72(1.6)

オ ホ
ー

ツ ク 海 0.3(0.7)

0.39(0.9)

南 方 定 点 1.47(3.2) 0.46(1.0)
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(23)深海底層流測定

気象庁海洋気象部

秋 山 勉,長 坂 昂

1.緒 口

気象庁海洋気象部では放射性固体廃棄物の投棄候補海域における海洋環境調査の一環一

和47年定から3ケ年計画で次の各調査を担当している｡ (1)庭層流測定,(2)周辺海力

海洋観測,(3)深海水･海底土の放射能バックグランド測定 この内底層流測定は,力

体廃棄物の海洋投棄の安全評価の基礎資料として非常に重要な調査と考えられるが,従プ

術上の問題もあってその観測例は極めてまれである｡気象庁では昭和47年慶の流速計(

験及び測流装置の設置回収の実地試験に引き続き,昭和48･49年慶には二つの投棄イ

において庭層流の測定を行った｡

2.調査の内容

昭和48年慶には,260N150QE の候補海域において11月14日から18日ま一

間,又昭和49年慶には3uON147Ⅶの投棄候補海域において10月10日から201

10日間にわたりそれぞれ海底上100別にて測流観測を行った｡両候補海域の海底地〕

･2に示す通りで,その周辺10マイル四方内においては,前者では5800-5950†

では6200-6240〝lの水深である｡

測流装置の係留状況は図3に示す通りであり,測定終了後は超音波切離装置の作動に.

-ン･アンカーを棄て,無負荷状態のロープをたぐりよせて流速計を回収した｡表面用(

しては浮力が大きく破損しにくい係船用フェンダーを使用し,又フランユライト･レーニ

レク秀一に併せてラジオブイを付加し,測流装置の監視を容易にした｡ここで使用した嘉

耐圧フロート･切離装置は昨年の本抄録集に発表したものと全く同様である｡

測定結果は図4･5に示すように25059′N150℃0旬(水深5900椚)におい｢

流速16仇/s最/ト2叩/s以下,流向は160-2600の間である｡観測期間中のペク

値は流速4.9叩/!流向2090であり,12時間強のいわゆる半日周潮のパワーが最も卓]

しかしこの他に一日周潮のパワーも顕著であると同時に観測期間以上の長い周期の周期〔

見られるがその周期･パワーについては観測期間が短かくはっきりし充し､｡

一方29059′N146055′E(水深6240m)における測定結果は最大流速10仇/

流速2彗/s以下,流向は190～300の間であるが,前者では流向は大部分200-2】

問で特に周期的な変動が認められないが後者では流向にもはっきりした周期的変動が見l

が大きな特徴である｡観測期間中のベクトル平均値は流速1.8叫/s流向2710である｡弓

分の最も卓越する変動周期は前者と同じく半日周期であり次に一日周期のものである｡j

と同様に観測期間以上の長周期の変動も見られるがその周期は,はっきりしない｡尚測ノ

ける慣性流の周期は前者では27時間強後者では24時間で,それぞれ一日周潮周期と】

おりここで実施した程度の期間の観測では両者の識別は困難である｡
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(24)茨城県東海村沖海域における流出水の分布

気象研究所地球化学研究部

杉 浦 吉 雄,桜 井 澄

1.緒 言

原子力研究所･核燃料再処理施設･原子力発電所の廃水による,茨城県東海相沖海掛

に関する基礎的知見を得る目的で,この研究を行った｡研究の狙いは,天然および人工(

の影響がどの程度の広がりをもつか,沿岸域のある点で採取した水について,隣接廃水(

どれほどになるかなどの点を明らかにすることであるが,ここでは,東海村沖海域にお(

水の分布について述べる｡

東海村沖海域への流出水をみると,北から南へ,久慈川の水,原子力発電所の冷却水,

研究所の廃水,新川の水がある0その流量は,久慈川と原子力発電所の冷却水が比較的二

新川･原子力研究所の廃水は,この順に小さい0水質からみると,原子力発電所の冷軌

三者は換水,原子力発電所の冷却水は表層下の海水である0

2.調査結果の概要

(1)試料の採取および分析

沿岸域の20測点について,昭和48年11月13日およぴ14日の2日間,分析ノ

採取を行った｡また,15日に海洋に流出する以前の流出水の採取を行った｡沿岸掛

前8暗から12時の間に2隻の調査船で同時に行い,20測点全点をカバーするよう1

採水は,主に表面水のみをプラスチック製のバケツで汲みとった0採取した試水につ1

本原子力研究所内の分析室で,直ちに栄養塩濃度および塩分の測定を行った｡また,I

で別に採取した10OLの試水は,酸性れて東京に持ち帰り,90srぉよぴ137cs(

供した｡栄養塩としては,ケイ酸塩と亜硝酸塩および硝酸塩をそれぞれ常法で分析し二

測定はオート･ラブ社のサリノメークにより行った｡アルカリ慶は卵4･5で煮沸後･

により求め転
90srと137csは気象研究所において,それぞれ,EDTA･発煙硝酪

離後β線計数リソモリブデン酸アンモニウムによるr線計数により計測した0

(勿 測定結果

図1-4に11月13日の測定結果の一部を図示する｡これをみると,久慈川河口ノ

分･アルカリ慶が低く,ケイ酸塩漬慶が高いこと(ここには示さ凌いが,硝酸塩,射

っいても同じ傾向がみられる),原子力発電所の沖合に塩分･アルカリ慶の周辺より二

高く,栄養塩濃度の低い水があること,図中でもっとも南方の岸近くに塩分･アルカ

く,栄養塩濃度が高い水があることがわかる｡最北端の低塩分･低アルカリ慶･高栄二

は,流出水そのものとの比較によって,久慈川の水を受けた街域であることがわかるく

よび範囲は,研究の対象と浸った全領域のほぼ半分を占める｡原子力発電所の冷却水

地先からやや南寄りに傾いて沖合に向って延びている｡最南部に新川の影響を受けた

る低塩分･低アルカリ慶･高栄養塩の水の領域が,久慈川影響域に比べてはるかに小



3.結 語

塩分･アルカリ慶･栄養塩などの分布から久慈川･原子力発電所の排水･新川の沿岸影響

それぞれ追跡できることが明らかとなった｡ここで軋実況の定性的な把握にとどまったが

後,流出水流量と流出水の沿岸影響の広がりの定量的な関連,隣接流出水の寄与率の推測な

試みたい｡





(25)北太平洋西部深海底層直上水のラドンの鉛直分布について

気象研究所地球化学研究部

猿橋 勝子,杉村 行勇,杉浦 吉

原子力平和利用の進展にともをって生ずる放射性廃棄物を如何にしてわれわれの環境か

することができるかが,原子力平和利用の健全な発展の重要な鍵となる｡わが国の場合は

がせまく,また,地質学的にも陸上に放射性廃棄物を永久処分することは不可能と思われ

たがって,海洋処分を慎重に考えかナればならない｡

放射性廃棄物を海洋に安全に処分するためには,海洋の深層における物質の移流･拡散

ての知見をもつことが基本である｡しかし,これらについての知識はきわめて乏しいのが

ある｡

本研究は,北太平洋西部深海底の,放射性固体廃棄物投棄候補海域において,海底直上

けるラドンの鉛直分布を研究し,この海域の底層水の鉛直拡散のはやさを求めようとする

ある｡

ラドン(222Rn半減期3.82日)は,226Raの娘核種で,希ガスの同位体である｡海水

その短寿命のために,親核種の226Raと放射平衡が成立しているはずである0しかし海洋

物境界面では,海底土に多量にふくまれる226Raからの222Rnの放出によって,Rm/Ra

比が1以上になることがわかってきた｡この海底堆積物から放出されるラドンの,海底直

おける鉛直分布から,底層水の鉛直渦動拡散係数を求めることができる｡

試料の分析は,ラドンが短寿命のため,すべて船上で行なわかナればならない｡そこで

の分析のための,ラドン分離濃縮装置および,ラドン測定器を製作し,伊豆,小笠原東方

おいて,海底直上水3点の測定を行をった結果を報告する｡採水点を第1図に示した｡

試料と方法:試料水の採取は,30ヱプラスチック製採水器数個を,海洋観測ワイヤー

して行なった｡採水器と海底との間隔は,ワイヤー先端に装着したピソガ一によって測定

船上に回収した採水器から,あらかじめ減圧した20ヱ試水瓶に,試料水を移し,直ちに

の分離を行夜う｡弟2図に示したラドン分離濃縮装置を用い,海水試料から,ヘリウム気

ドンを追出し,液体窒素トラップに捕捉したのち,水,CO2を除き,ラドンカウンターに

yを封入する｡

ラドンの測定は.ZnSを内面に塗布したラドンカウンターを用い,シンチレーション討

より行なった｡

結 果:結果の一部を第3図に示した｡

300N,143014′E,(6130椚)の地点における海底から上105〝lまでのラドン

をみると,海底直上で,Rn/Ra放射能比は1.12105〝lでは,ほぼ1であった｡一方

量はほぼ一定で,明らかに,海底直上水では,Rnの過剰量が存在している｡

27044′N,144002′E(6.200椚)においては,第3図にみられるように,Rn/

はほぼ1を示し,ここでは両者はほぼ平衡関係かあるいは,Rnが小過剰に存在することフ
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(26)太平洋海水のCさ-137,Sr-90およぴH-3

気象研究所地球化学研究部

猿橋 勝子,金沢 照子,葛城 幸

杉村 行勇,篭原 好次,島田 調

北太平洋海水中のCs-137およぴSr-90 については1954年以来,またH-3

ては1957年以来研究をすゝめ,水平および鉛直方向の分布を明らかにすることがセさ

かし南太平洋についてほ,これらの測定結果がきわめて少なしヽ1968年-72年に舟

われた航海において,大量の海水が得られ,ようやく南太平洋におけるこれらの放射性核

布を知ることができたのでここに報告する｡

Cs-137およびSr-90

a,水平分布

第1図に太平洋の表面海水中のCs-137の分布をしめす｡図から分るように,全備

諾表霊至芸誓等差這漉きご､芸芸
■r~つ■■■~､

~,
■

i

Cs-13

(米オレゴン州沖合)のCs-137濃度が高い｡て粁ほ育そ甘く一ラ聖望宝呈塑圭塵望

モ空欒空色望抜放磯われる∩また北太平洋西部海域の日本に近いところでt
いCs-137濃度が観測されているが,これはその辺りの降水量が他の海域にくらべて

り大きいことによると考えられる｡

b,緯度分布

第2図忙表面海水中のCs-137濃度(1968-73)とSr-90降下量(1967･

の緯慶分布をしめす｡図から分るように,表面海水中のCs-137濃度は,最近ではそ

量に大きく支配されていると考えられる｡

H-3

a,水平分布

海水中H-3の南北両太平洋における分布も,か在りあきらかになった｡1968一

における表面水中のH-3含量の分布を第3図にしめす｡図から分るように,表面水中

チウム含量は北太平洋で2.8-15Tロ,南太平洋では0.4-1.9TUで,北太平洋で

b,緯度分布

第4図に表面海水中のトリチウム含量(1968～72)と1969年のトリチウム

の緯度分布をしめすム両者の間には,よい対応関係があり,前述のCs-137,Sr-!

く同じように,表面水中のトリチウム含量が,その降下量に大きく支配されていると思

c,鉛直分布

第5図に海水中トリチウム含量(上)と密度(下)の鉛直断面図を掲げる｡下図中の

密度飛躍層をしめす｡図からあきらかのように,密度飛躍層の明瞭を海域では,トリチ

等濃度源が水平に走っているが,そうでない海域ではトリチクム等濃度線が鉛直方向に

いることが分る｡これは密度飛躍層の存在が,トリチクムの深層への透過をむつかしく



チウム含量の鉛直分布の一例をしめす｡深さ50m-150椚付近で,トリチウムが急激

少している｡北太平洋海水のトリチウムの鉛直分布から,密度飛躍層付近匿おける鉛直渦

散係数を計算し,0.1～0.4c嵐/secが得られた｡
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(27)海水および海底土の放射能調査

海上保安庁 水路部

塩 崎 愈

1.緒 昌

本調査は,日本近海海水かよび海底土中の放射能を測定し,放射性物質の分布とその変動

査することを目的とし,昭和34年慶以後実施されて来た｡この間原水爆実験によ少放出さ

人工放射性物質の海洋における分布,および滞留時間等を明らかにしてきた｡

2.調査の概要

(1)海 水

黒潮,親潮流域および日本海において年4回表面水を採取し,本庁(東京)に持ち帰え

種分析を行った｡昭和48年の海水試料採取点を図1に示す｡分析核種はこれまでと同様

137cs,144ce,106R｡の4核種である｡分析法は従来通bの方法を用い,化学分離を≠

た後,低バックグラウンドガスフローカウンターを用いてβ線計測を行った｡

海域別年平均値の経年変化を図2に示す｡

これらの結果を見ると,48年の値は90srについては前年産とほぼ同じ値であるが,13`

144ceについてはやや増加の傾向を示している｡

(勿 海低土

試料の採取点を図3に示す0原子力施設の多い常磐,福島沖去ゾび放射性降下物の多いE
海沿岸域で試料採取を行った｡試料は本庁(東京)において乾塵,粉砕したのち,核種分析

行った｡分析核種は海底堆積物に濃縮され易い144ce,106Ru,60coの3核種である｡f:

法は港湾の放射能調査に用いられている方法を用いた｡測定は144ce,106鮎は低バックク

クyドガスフローカウンター60毀旦卵担一三之上巳よニクーを用いて行った｡分析結果を
1に示す｡

これらの結果から見ると,この調査海域では陸上原子力施設の影響はほとんど見られなレ

3.結 語

外洋水については放射性降下物によると思われる放射能は前年とほぼ同程度か,やや増加¢

向を示している｡中国,フランスの核実験が続行されている現在においては,本調査は続行C

要があると思われる｡また陸上原子力施設の密集する地域の周辺海域については,施設から超

される放射性物質の周辺海域におよぼす影響について調査を続行する必要があると思われる｡
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図1昭和48年核種分析用海水試料採取点(数字は月数)
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図2-1 核種別年度別総平均の経年変化





表1 海底土の核種分析測定結果

(単位:pCi/句)

採取地点 採取年月

237±18

230±一21

123±14

226±21

39± 9

110±13

24± 8

575±33

93±12

125士13

235七14

256±21

152±11

54±10

177･t12

78±11

126±14

109±12

78±11

54±10

60± 8

49± 8

42± 8

33七 8

181±12

25± 7

58± 8

178±12

166±13

391±18

184±33

39±33

140±25

164±30

82士24

107±30

55±22

142±28

80±24

75±23

50±14

30±19

48±15

118±53

80±13

65±23

154±31

86±23

99±28

23±18

41士17

42±16

35±16

64±2韮

115±1G

38±11

44士14

104±18

59±14

67±16

4±1

5±1

1±1

5±1

3±1

10±2

6±1

7±1

9±2

9±2

11±2

5士1

5±1

1±1

7±1

4±1

2±1

6±1

8±1

3±1

1±1

5±1

2±1

2士1

6±1

1±1

2±1

12±1

5±1

7±1
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(28) 横須賀.佐世保,ホワイトピーチ港

における放射能調査

海上保安庁 水路部

塩 崎

1.緒 言

本調査は横須賀.佐世保.ホワイトビーチ港の海水おエび海底土の放射能を定期離

その長期的変動を明らかにする目的で行っている｡調査は昭和39年度から横須賀.

について･全β放射能の測定を行って来たが.昭和45年慶からは,よ少調査日的陀

種分析を開始した0また昭和47年慶から沖縄返還に伴いホワイトビーチ港の調査を

之 調査の概要

上記三港におぃて年4固(6月.9月,12月.3月)定期的に定点(横須賀港6

保港7点■ホワイトビーチ港6点)において.海水おエび海底土を採取し,試料を本

に持ち帰えれ核種分析を行った｡分析核種は昨年と同様に.放射性降下物の影響を

に1=ce･原子力軍艦に対する調査として60coの2核種である0化学分析法は昨年

ある｡

…coの分析結果を表1に･l"ceの各港毎の海水■推横物別総平均値の経年変

に示す0これらの結果をみると海水中の銅coについては従来と同様標準偏差の3倍

値は見られなかっ‰海底堆積物の里coについてはある程度バラツキはあるが.従

をがら検出されていた攣惣隻彗撃墜空測恵三叫L13がOc｡ は引きつ

､収成虫聖輿望鳩車季｢て㌣†空9その他の測点では仇01PCi/g以下であゎ･標準偏差
下である0

海水中が=ceについては非常に低く,ほとんどが海底推横物に存在する｡推穣物

は昭和46.47年頃極大を示し.横須賀港で0.7,佐世保で0.6.ホワイトビ_チ

PCi/gであったがその後減少し･ユ旦至旦旦月旦塵劫ネ湛埠如を泰
3.結 寿

…coについてはほとんどの試料について検出されなかった0従来から検出されて

では･引き続き減少の傾向を示していた01=ce･については海水ではほとんど検出

海底推秋物に濃縮されてお少･その経牢変化は外洋水の放射性降下物による…ce.

化と類似している｡

今後の方針としては●従来と同様,帥coの調査に重点を置いて行って行くが.そゴ

核種とのバランスを見るため.化学分離を併用するr線スベクーロメトリーによる釧

したい0



表1海水おエび海底土のCo-60の分析結果 -1

昭和47年慶

横須賀港 第1回 第2回 第3回 第4回

昭和47年6月 昭和47年9月 昭和47年11月 昭和48年3

一0.006土0.008

-0.004士0.006

0.006士0.007

0.000土0.007

α000土0.004

-0.003士0.004

0.004士0.004

0.005土0.004

0.010土仇004

0.013土仇005

0.006土0.006

0.006土0.008

0.006士仇007

-0.003土0.010

-0.003土0.004

仇000土仇004

0.004士0.004

0.007土0.007

0.000土OJ)05

0.01矩0.007

■0.003土0.005

-0.003土0.005

0.003士0.005

03土仇00

0止皇子土地

0.001士仇004

0.005土0.004

0.009土0.005

0.004土0.004

0.01亭土0.005

0.011土0.00

0.005士0.00

0.013土0.00

0.002土0.00

0.004土0.00

0.000土0.00

0.009土0.00

0.005土0.00

0.015土0.00

昭和47年6月 昭和47年9月 昭和〟年12月 昭和48年3

一0.001士0.004

0.000土0.004

-0.001土0.009

0.002土0.009

0.007土0.004

0.005士0.004

-0.002士0.004二

_ --

-一＼
仇022土0.005

仇O10土0.004

0.006士0.004

0.008土0.004

0.006土0.004

-0.005士仇005

一札009土0.01l

一仇001土0.010

0.003土0.004

0.015士0.004

庵壷窪嘩
0.021土0.004

0.010士0.004

0.Oll土0.004

0.005士0.004

-0.001士0.004

0.003士0.009

-0.011土0.009

仇003士仇004

-0.003土0.004

0.018士0.004

0.019土仇005

0.004土仇004

0.016土0.004

-0.007土0.00

-0.002土0.00

-0.005土0.00

一0.002土仇00

0.004土0.00

0.010土0.00

0.003土0.00

0.027士0.00

0.011土0.00

0.01†1土0.00

O.0之名士0.00

昭和4丁年7月 昭和47年9月 昭和▲7年12月 昭和▲8年3

仇005土0.006

0.007土0.008

0.002士0.007

0.006士0.007

0.000士0.003

-0.001土0.004

0.002土0.003

-0.00▲士0.003

-0.002士0.007

-▲0･00さ6士0･00¢

0.002士0.007

-0カlさ土0.OQ8

▼乱002土仇003

0.000土0.004

-0.006土0.003

0.005土0.004

0.002土0.005

0.001土0.005

0.001土0.005

一札002土0.005

乱001土0.006

仇002土0.004

0.002士0.004

0.003士0.005

0.006土0.006

-0.003土0.004

0.013土0.00

0.007土0.00

0.O10士0.00

0.011土0.00

0.005土仇00

ー0.003土0.00

0.002土0.00

0.004土0.00

0.001士0.00



表1.海水および海底土のCo-60の分析結果 一2

昭和48年慶

第1回

昭和48年6月 昭和48年8月 昭和48年11月 昭和49

1

2

3

4

5

6

0.002士0.005

0.008士0.005

-0.001士0.005

-0.002士0.004

-0.002土0.004

-0.002土0.003

0.001士0.004

0.001士0.004

0.009士0.003

0.014士0.004

0.018士0.010

0.018士0.008

-0.009士0.005

0.015土0.006

0.000±0.003

0.004士0.003

0.010土0.003

0.010士0.003

0.008士0.004

0.013土0.004

0.003士0.006

0.004士0.006

0.000士0.005

0.001土0.005

0.004土0.003

0.007土0.003

0.004土0.003

0.005士0.003

0.010士0.004

0.013士0.004

ー0.002士

-0.003士

-0.005土

0.000士

0.003士

0.000士

-0.001士

0.008土

0.000士

0.013士

昭和48年6月 昭和48年9月 昭和48牢12月

2

3

4

7

0

2

3

1

1

1

-0.001士0.005

0.002土0.005

0.025土0.010

0.008土0.008

0.025土0.008

0.001士0.005

0.008土0.005

0.017土0.004

0.003土0.004

0.006土0.004

0.009士0.004

ー0.001土0.003

0.003土0.008

-0.001士0.007

0.003士0.003

0.004士0.004

-0.002土0.004

0.019士0.005

0.012土0.004

0･0ユp士0･003
0.017士0.004

一0.002士0.003

0.000土0.003

0.012土0.013

0.012士0.013

0.003土0.003

0.007土0.003

0.002士0.003

0.019士0.004

0J)11士0.004

0.014土0.004

0.007士0.004

昭和4粥

0.000土

0.004士

-0.009士

0.004士

0.009土

0.008士

-0.003土

0.015士

0.006土

0.010士

0.011土

昭和48年6月 昭和48年9月 昭和4没牢12月 昭和49

海底土

0.009士0.005

0.000士0.け05

0.003士0.005

0.005土0.005

0.005士0.003

0.003士0.003

-0.003±0.004

0.009士0.005

0.008士0.005

0.001+0.005

0.005士0.003

0.002士0.003

0.008士0.005

0.007土0.005

0.011土0.005

0.014士0.010

-0.001士0.003

-0.007土0.003

0.002士

0.007士

0.005士

-0.007士

-0.002士

-0.002土



表1 海水および海底土のCo-60の分析結果-3

昭和49年慶

第1回 第2回

横須賀港 昭和49年6月 昭和49年9月

海水 内港上層

pCi/L 下層

外港上層

下層

1

2

3

■4

5

6

0.002士0.005

0.001土0.005

-0.007士0.008

-0.004士0.004

0.004士0.003

0.004土0.003

0.006士0.003

0.013士0.004

0.001士0.003

0.010土0.004

-0.002土0.005

0.001士0.005

0.009士0.006

0.001士0.005

0.000士0.003

0.002土0.003

0.003土0.004

0.005士0.003

0.006土0.003

0.011士0.004

昭和49年6月 昭和49年9月

-0.001土0.003

0.000士0.003

0.000士0.008

-0.007士0.007

0.006士0.003

0.011土0.004

0.003士0.003

0.021士0.004

0.002土0.003

0.005士0.003

0.012土0.004

0.005土0.004

0.002土0.004

0.003士0.008

0.005士0.008

0.002土0.003

0.005士0.003

0.006士0.003

0･014土0.004

0･003土0.003

0.005土0.003

0.014士0.004

ホワイト ビーチ 昭和49年7月 昭和49年9月

海水 内港上層

下層

外港上層

下層

海底土 1

7

-0.001士0.005

0.001士0.005

0.003土0.006

-0.006士0.005

0.002士0.003

0.001士0.003

0.002土0.005

0.004士0.005

0.001士0.005

0.007士0.006

-0.002士0.003

0.001士0.003
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図1 港湾の海水,海底土のCe-144の総平均の経年変化-1
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図1 港湾の海水,海底土のCe-144の総平均の経年変化-2
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(29) 放射性固体廃棄物の海洋処分に関する

海洋調査(昭和48,49年度)

海上保安庁 水路部

塩 崎

1.緒 言

本調査は■放射性固体廃棄物の投棄候補海域における海洋環境を把握するために.略

年産よわ3年計画で,海上保安庁.気象庁.水産庁の協同調査として行なわれてお少.〕

安庁はその中で海底地形および海水.海底土の放射能バックグラウンド調査を連当して

初年度である昭和47年慶は海洋観測を主体とし.海底地形の予備調査およぴ.A,B

D点の海水の放射能バックグラウンド調査を行った｡昭和48年産はA.B点,49衝

D点の海底地形の精密観測に重点を置いて調査を行った｡

2.調査の概要

2.1 調査方法

海底地形調査海域は各候補地点を中心とする30マイル四方の海域で.東西方向に.

2マイル間隔の測線を15本.南北方向に10マイル間隔の測線3本を設定した｡珊1

則としてNNSSを用い.補助的にロランC(Ⅹ.W)も用いた｡測位位置記録は11

に行った0船速は約10ノットである｡測深はナロービーム塑音響測深機(NS-6･

精密中深海型音響測深磯(NS-16A)を用いた｡NS-66は800mレンジ.】

16Aは1000mレンジで測深記録を描かせた｡海水中の音速に対する補正は,本言

上り得られた各層観削資料によ少算出した｡NBT(NS-66)による測深が荒天の7

可能な場合に･その代償として.エアガン方式の音波探査を実施した｡探査記銀は51

500Hzの周波数帯域で記録され.かつ磁気テーブルに記録された｡採泥には主にニ

ーマッキンタイヤ型採泥器を,また状況に応じて重力式柱状採泥器.チェーン′ミック唱

ッジ.小型円筒型ドレタジ等も使用した｡

海象観測および放射能測定用大量採水は.海底地形観測癌果にもとづき船上で作成て

海底地形素図をもとに一海底地形から見て特徴のある点を各候補海域に3点選び行ズ

た0各層観測,大量採水.放射化学分析の方法等は47年産と同様である｡

2.2 調査結果

今回の調査療果をまとめると次の如くなる｡

海底地形.地質調査

I)A海域

海域の大半を占める水深は5080-6020mである｡これは海丘が多いため1

堆棟物は非常に堅く祭ったrdel町であれこの海域が地形的もしくは地質構造部

異な地点であることを推定させる｡

ii)B海域







iii)C海域

比較的平連な地形が南西部に存在するが.海域のほぼ中央を北西一南東に延びる

状地形が特徴的である｡表面の堆積物は軟かいred clay であるが.多量のマン

ジュールが表層上にのっている｡音波探査によ少この海域の堆積層(玄武岩と思わ

盤よ少上のノ層すべてを含む)厚が判明した｡海域の大半を占める水深は5600-

mである0

ル)D海域

南西に下る傾斜面がこの海域の大半であ少.海域の南西部にNNE-SSWに延

屑屋とそれに伴う谷がある｡音波探査の結果では.本海域全体にかな少厚い堆積物

られる｡特に山頂部付近封よび谷底では堆積物が厚く,平担であるが.その面積は

海域の水深は3300～4300m台に変化している｡｡

放射能′ミックグランド調査

亜.49年慶は.A.B,C.D各点の海底上1000m以内の海水おエび海底土の

の調査を行った｡A.B.C.D海域の海水およぴB.C.D海域の泥について90

137cs.60coの3核種VCついて測定を行った｡海水およぴB.C点の泥からは60

検出されなかった｡底上1000mの海水には9Qsnl"csはほとんど検出されな

D点の泥からは極微量ながら60c｡が検出されたこと,また90sr.131c8の値が側

と比較して,高い等,D点は放射能の面からは特異な点であった0
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図2-A海域海底地形図
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(30)放射性固体廃棄物の海洋処分に伴う

海産生物等に関する調査･昭和48

年度中間報告

東海区水産研究所
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1.緒 看

原子力開発利用長期計画(原子力委員会,昭47,6,1)の方針に沿って,低レペパ

固体廃棄物の海洋処分の見とおしを得るために昭和47年慶から3年計画で処分候補海域(

照)における海産生物と海洋壌境及び漁業･漁場の実態調査を開始した0

昭和47年慶に行った候補海域全般にわたる概括的な予備調査の結果からC及びD点居

城は.動物プランクトンの存在量及び生物群の構成からみて.黒潮と親潮とが混合する当

高い海域であって海洋処分を行うには適当でない海域であるエうに推察された0したが二

度はA.B両点付近の海域に重点をおいて生物分布の実態調査と海洋項境調査とを実施づ

を立てた｡しかし.年産初めに行った生物調査航海の際に調査船の推進電動機の絶療抵あ

ぴ15,000mワイヤー･ウインチの破損事故が発生し.これらの修理には2カ月間のノ

を要したという事情があって海洋環境調査航海は教ゎやめざるを得なかった0

2.調査研究の概要

生物分布の実態調査を付図に示した海故において実施した0

プランクトンについては表層から底層までのマクロプランクトンの分布`の検討に重点をj

採水法にエるミクロ及びナンノブランクトン相の検討も併せ行った｡候補海域の表層垂磋

0←150m)結果からみたマクロブランクトンの平均存在量は330 N以北では19さ

水面から水深150mまでの水柱の単位面穣当少).330 N以南においても9g/ガ｢

本州太平洋岸沿岸域における平均値8g/ガと比べると.この海域の生産性が低いもの｢

ことが推察された｡特に今回の調査ではウミクル類の一種が全測点において相当量出現う

う特異な現象が認められた｡

採水法による検討では,表層から水深5,000mまでの全層にわたって出現したもの吠

-ダとその遺骸及び卵と思われるもの及び珪藻類であった｡コベボーダの生体は主とし｢

300ないし500潤までの層で採集されたが.そのノーブワァス幼生は500m以深｢



3,000mを境にしてそれ以深は極端に少く夜るという傾向が認められた｡この傾向は単

量当少の個体数でみた場合にも多くの場合についていえるようである｡

生物の種類別の分布状況は全層を通じてコペポークが最も多く.湿重量では全存在量C

～59喀.個体数では63～83喀を占めた｡このことは水深3,000〝‡以深においても

であって,まずコベボーダ,次いで矢虫類.十脚類などが主要構成種であった｡

深層においるマクロプラントンの存在量は非常に少をく,例えば4,000m以深では遁

としては全存在量の1喀以下.個体数では1ぱ当た少1個以下に過ぎない｡しかし.より

な生物に浸るとコぺボーダ卵(?)及び乙000～4,000個体/ガの原生動物類を主とした生

存在し.これらの微細な生物及び前述の有機懸濁物などが深層における生物生産に主とし

ることが推察される｡

アイザックス･キッド中層トロール網を用いて調べたA点におけるマイクロネクトンの

分布状況は,表層(0～150m)を除いて魚類の存在比が最も高くて全量の1/2前後

め,エビ類及び膣腸動物などがこれに次いでいた｡

北西部太平洋におけるマグロ.カツオ及びサンマ漁業の実態とその資源生物学的特性に

ては過去10年にわたる資料の整理,解析を済ませたが.放射能汚染にかゝわる評価を行

はこれらの魚種の食性及び生理学的知見も欠かせない｡したがって.ごく最近成功した飼

験によって得られたマグロ類の生長及び食性についての知見を整理した｡

マグロ類のうち.キハダ.メバチ.クロマグロなどのふ化仔魚の体長は約3〝王mであっ

年後には約50仇.5～6年で160珊程度に達するが,これらに比べてビンナガの生長

はかな少劣る0寿命は明らかでないが,体長170珊以上のものが漁獲される例は少凌い

勲に遷するのはキハ〆で2～3年.メバチで3～4年,ビンナがで6年.クロマグロでは

程度と推察される｡その食性は体長7～10mm程度のごく初期から魚食性を示し,稚魚

ら成魚期にいたるまで魚類.イカ類などが主要な食餌であるが,その生活域で摂餌可能な

な無選択的に補食するものと思われる｡日間摂餌量は水温低下及び生長に伴って減少する

がみられるが,体重の数咳から20喀程度の範囲にある｡

3.結 語

この調査は昭和49年慶で終了する予定であるが.表層から深層にわたる生物相につい

ある程度の知見が得られた｡しかし深海底の腐生生物についての情報は採集の困難さに加

ウインチの破損事故があって,これまでのところでは充分とはレ=ハがたいのでこの点の充

はか少たい｡





(31) 原子力発電所排水口付近で蓄暮した

アコヤガイによる Coの蓄積(第2報)

東海区水産研究所

鈴 木 頴 介

1.緒 呂

前年度に引き続き昭和48年産も福井県水産試験場の協力を得て.福井県敦賀半島浦底湾

でアコヤガイの暮春を行い･60coの放射化学分析を行ってその蓄積の状態を検討したのて

の結果を報告する｡

2.調査研究の概要

昭和46■ 47年産と同様に福井県小浜で養殖された3年生及び4年生アコヤガイを綱か

に入れ･海上に設置したイカダから水面下1.5～2.Omに垂下して書巻.適時約40個(重

約2毎程度)ずつ採り上げて60coを分析した0イカダは図1に示したように浦底湾内の水

前(放水口から約0･5ゑ帯)及び敦賀湾手ノ浦付近(放水口から約4如)の2か所に設置した

試料は48年5月および9月の2回にわたって入手したので.5月設置の分は9月及び11

に採取･9月設置の分は49年2月及び5月に採取して分析した｡なか今回は年令別の比密

行わず仁分析は内質部と穀部とに分別して行った｡

分析法は前年産と同様であって450℃で約24時間灰化して得られた灰分試料約2～1

グの希硝酸浸出液からトリーn-オクチルアミンのキシレン溶液による抽出,蔭イオン交換

月旨による分離及びチオシアン酸コバルトのMIBKにエる抽出を行ってコバルトを分離精製

たのち鋼板に電着してt2バイガスフロー.ローバックカウンター(医理研LBC-451∃

によるべ岬クー歳計渕を行い.採取時の試料中がOcoの濃度を求めた｡

分析結果は表1忙示した0今回は計測値が1∂(ぴ:標準偏差)以上の場合はすべて数値､

示し･計測値が1∂以下のものは-で表示した0浦底湾ではほとんどの試料に60coが検出

れたが･手ノ浦では46年産に書巻した弁天岩よ力もはるかに浦底湾口に近いにもかかわら一

本分析法の範囲では全く検出されなかった｡浦底湾での蓄積の水準は46.47年慶とオーニ

ーとしては変ゎがない048年5月の試料はイカダに垂下する前のバ,クグラウンド試料と｢

る予定であったが,たまたま排水口付近から引いた海水に1日間浸してしまったので60c｡(

蓄積が認められた080coの水準は肉質部において9月にピークがみられ.11月にはやや8

少した0殻では5月には検出されなかったが-9月に60coの水準が上がれ11月にはさ∈

に幾分の増加を示した048年における原電の放出量のデータを参照すると48年5月と6f

の放出量は他の月よカ1オーダー高いので,アコヤガイの蓄横のピークは主としてこの5.6ノ

の放出にエるものと思われる0殻への蓄積は試料の取扱い方にエっては付着物特に海底｣

が付着するおそれがあるので･採取後の処理には注意を払っているが,ヤは少46.47.年産J

同程き菱に検出されている∩ 48年9月に語1菅lノ舟諾割け49左E2月レr函膚部打席■､ち安産ネミコ



湾の60coのレベルは10t二POl/軸の水準にあり.これは46年;47年と変りはな

ぉ49年5月には本調査で最高の値を示した｡手ノ浦からは60coは検出されず,浦底

ははるかに低い水準忙あることを示した｡穀では灰分量が高いため内省部より生重量あ

はやや高い値となったが.46.47年と比軟して目立った変化は認められをかった∩

数値としては肉質部と同様に49年5月にこれまでの最高値を示した∩

表1書手アコヤガイがOco農産

採取場所 採取年月日

浦 底 湾

48.5.30

48.9.26

48.11.15

灰分,生体当た幻惑 pCi/9･灰IqCi/k9

0.66士0.07

1.08土0.08

0.59士0.07

手 ノ 浦

肉質部

48.9.26

48.11.15

イカダ設置前

浦 底 湾

48.9.26

49.2.26

49.5.13

49.2,26

49.5.13

48.5.30

48.9.26

48.11.15

ー■■■

57士0.07 13.4土

37±0.17 97.5士

■■■■■■

07士0.03 60.3士

10士0.03 84.8士

48.9.26i 86.7

48.11.15

手 ノ 浦

イカダ設置前 48.9.26

浦 底 湾

49.2.26

49.5.13 0.23土0.03

手 ノ 浦

49.2.26

49.5.13





(32) 海産生物の全ベータ放射能

東海区水産研究所
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1.緒 呂

昭和48年慶に本州.太平洋側で行なわれた海産生物の全ベータ放射能の資料おユ

でに得られた資料に基づいて.その結果の概要を報告する｡採壕方法および分析方浸

と同じである0

2.調査結果の概要

(1)東京湾,相模敢.房総沖を中心とした本邦太平洋側海域の生物群別にみて全ベー

値は.例年同様プランクトンに高い値(86pCi/ダ灰)がみられたが.この僅

少しており,他の生物群との差は極めて少なくなっている∩ プランクトン.デトラ

の捕食者であるナマコ類(53pCi/9灰).斧足類(43pCi/9灰).海

pCi/ク灰)にヤゝ高叫直がみられた｡この他の生物群はネットン.ベントスと

殆んどがバックグランドに近い値を示した∩

(2j プランクトンの海域別全ベータ放射能の平均値は常磐･鹿島灘;100pCi/

総沖;79pCi/9灰一相模灘;86pCi/g灰.東京湾;32pCi/9師

;98pCi/9灰.薩南;92pCi/9灰,をそれぞれ示し.東京湾にやゝ倦

られるが,各海域間の差はないといえよう∩ プランクトンの各水系別の全ベータ超

京湾;11-52pCi/9灰,沿岸水域;76-93pCi/9灰.黒潮海域;

137p Ci/9灰.黒潮反流域;39-172pCi/9灰を示し.47年より

少頗向がみられ,昭和37.38年項の値に比べると20分の1ほどに減少してい

このようにプラントクソの全ベータ放射能値は経年的にみて減少傾向が著しく従来

内てのみみられた30～以下の低い値が.47年頃よ少外洋域でもみられはじめ.

は相模灘.房総沖.鹿島難の沖合域でもみられ.3∂以下の出現率は11喀に及ん

(3)ネクトンの全ベー∵タ放射能は全体に低く,バックグランドに近い値を示した｡従

クトンの全ベータ放身舶巨値の海域別.深度別の値はそれぞれ差がみられないnlO

深で採集された深海魚についての測定値は次のとお少である〔トウジンモヨウヒゲ

海深15007乃);8.5士4.5pCi/ク灰.ヒゴソコダヲ(房総沖.海深126

9.4土5.2pCi/ダ灰,イバラヒゲ筋肉(房総沖.海深2080m);14.7士

/タ灰.イラコアナゴ筋肉(房総沖.海深3240m);14.0土5.2pCi/ダ

らの値は浅海域におけるネクトンとほゞ同様の低い値である｡

(4j ベントスの全ベータ放射能はナマコ類を除き.極めて低水準であ少.海域別にそ

ると.東京湾;171)Ci/g灰,相1蔓亜;15T)Ci/g灰.房総沖;29nC



あるの忙対し.5000J乃以深は84pCi/タ灰という最も高い値を示した0これは長引

沖における5160mから採集した｡エポッナマコ,ヒヲメナマコの値によるものである(

このエうに5000mの海底からのナマコ類が表層におけるブランクトンとほゞ同じ水準l

あることは注目される｡カンテソナマコについては相模灘中央域の海深1,370mで採集

たもの忙ついて測定されたが.箭肉;231.5士11.8pCi/タ灰.消化管内容物;O

pci/グ灰を示し.消化管内容物に全く全ベータ放射能がみられなかった0このことはう

来全くみられなかった現象であ少.プランクトンの放射能値の滅少傾向と関連があると考

られるo

a 特定海域海産生物放射能調査

昭和48年6月一昭和49年2月までに行った横須賀港およびその周辺海域の全ベータ放j

能の測定結果について報告するぐ

(1)横須賀港周辺で採集し.全ベータ放射能の測定が行なわれたのはプランクトン(主に植竿

カレイ類(マコガレイ.イシガレイ),ハゼ類.コチ類.アイナメ.ヒトデ.ムヲサキガー

丁カガイ.タイヲガイ.トワガイ.ウチムヲサキ.ワカメ.アマノワなどである｡これら《

三7㌘慧嘉禁警霊‡プ霊諾警孟三悪…芝去ご誌;;:;告∋
が魚類や斧足類よ少も低い値(15pCi/タ灰)であゎ.外洋域と異なる点は従来の結:

と同様である｡

プヲyクトン放射能の水平分布については,横須賀港区の区間ての特徴はみられず.全!
■■■､ト､一･→ -･-....r.･･･.__.‥_1t, ､ _

に低永準で.試料数の約42感は3∂以下の値であった0

(2)48年慶は横須賀港慣11回に及ぷ原潜の入港があ少.12月3日を最後に入港は全く一

られなかった｡48年6月には中国が.48年7～8月にはフランスが南太平洋で5回にコ

たる大気圏内の核実験を行なった｡

才ふr㌻椴洞野｢㌻iデ∴ムヲず
ニ=こニ∵~~二働脚嘲坤好紺恥昭ヤー榊､】-掛ヰが‥与J●j さ私･ダJ

従来工少横須賀周辺で測定が行をわれているブランニ

イガイ･カジメにつりてその鱒牢卑化をケたが(図2轡
空虹一吋か脚↓′′r､モーヂー
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(33) 沿岸海域試料の解析調査

放射線医学総合研究所

上 田 寿 司.長 屋

鈴 木 譲.中 村

中 村 良
一

〔緒 言1

前年度に引続き福井県敦賀湾(特に浦底湾)及び茨城県東海沖につき放射性核種のニ

ベ海洋放射能汚染の実態把握と汚染機構の解明に資することを目的とした｡

〔調査研究の概要〕

(1)敦賀湾

生物試料【てついては昭和48年8月及び昭和49年3月の年2回10地点から海i

採集し.13アc｡及び60coの放射化学分析を行なった｡試料採集地点を第1図に.

ヲについてはTablelに,それ以外の海産生物についてはTable 2にその癖果･

137csは放出口からの距離とホンダワヲの濃度に相関々係が見られ.60c｡は浦ノ

は高低が著しく,浦底.色ケ浜.手の浦など浦底湾外では距離との相関が見られたc

C
o量は.生のホンダワラ1吻当り約22〟タから81/Jダの範囲でありホンダワ

射能(60copciノ吻Co)では250～2200の範囲であった｡

海水及び海底堆積物についても48年8月及び49年3月に試料を採集して137c

60co放射化学分析を実施L.た｡8月に採集した海底堆積物の分析癌果を第3表にう

60coは放出口からの距錐の増加にともなって濃度が減少する傾向が見られるが.]

は距離との相関々係は見られをい｡浦底湾とその附近では60coと137c8のレベル(′

に比べて大差ないが立石附近では増加の傾向が認められた｡

(2)東海沖

昭和48年7月及び12月の2回.日立沖から大洗までの沿岸から魚類.軟体類.

12試料を採集し,13アcs を分析定量した｡137cs レベルは特に目立つものは云

ず前年産とほゞ同値であった｡また海水は6試料.海底堆積物16試料を採集し.-

1"cs.及び144ceの放射化学分析を実施した｡療果を第4,5表に示す｡前年割

放射性核種レベルの変動は認められない｡
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表1ホンダワヲがOco及び137c8舷

(pCi/毎 生)

採集地点

1973年8月 1974年3月

…co 13▼c8 …co l汀c8

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

鼻息8

ロ

■■

-

13.5

-■

38.3

36.4

17.9

6.7

7.2

■■

■■■

■●

5.7

■

4.8

3.2

4.8

2.0

エ獅

29.6

●

29.8

61.4
ナ■-■■~

■

8.3

9.6

●

●

●

l

16.1

18.0

13.9

17.1

11.0

10.2

14.3

11.2

8.4

6.1

●:検出限界以下

-:試料なし



表2 海産生物の…co及びl"cs濃度

(pCi/毎 生)

採集地点 試 料

1973年8月 1974年3月

机co 1"cs 餌co 137cs

5.

6.

7.

8.

9.

10.

ク コ(全) ☆
-■ ー■

アジ (全) 24.4
■■l■l■ ■■■■■l● -

丁オサ 8.3
- ☆

モズク 5.6
■■■■一

■■■■-

ウミトラノオ
■■■■■l ■■■■- ☆ 7.6

ムヲサキクニ(全) ☆

ウミトラノオ
■● ☆ 11.6

ク コ(全) 4.3 ☆ 6.0

ムヲサキクニ(全)
..･一!.●

■一l■■

イトマキヒトデ(全) ★
■■■■■

ムヲサキウニ(全) ☆
■1-

サキフトミル 10.2
■■■■■■● ■■■l■■■■

モズク ☆
ー

ク コ(全) ☆

ウミトラノオ
叩

■-

円 凹

j6･8!6･3_f

★:検出限界以下

-:試料なし



第3表 海底堆横物中の放射性核種濃度(pCi/吻一dry)

点地歌採 SC
'′
31

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

ウ】

2

0

5

1土

土

0

7

9

7

7

4

5

q)

(U

O

8

3

2

2

1

1

士

土

士

士

土

土

土

士

士

士

3

6

1

5

亡U

2
A
一
9
3
.
4

0

5

00

7

0

4

4

7

1

1

3

4

4

4

4

1

1

2

3

1

3

4

4

.d-

2

1

3

3

3

1

士

士

±

土

士

士

士

士

土

士

士

士

士

9

5

5

6

4

2

8

0

5

4

2

3

1

1

3

4

5

1

1

8

9

1

4

2

2

1

1

1

1

2

2

1

1

1

1

輯
-:試料なし

第4表 海産生物中の13アc8(東海)

採集年月

48. 7

48.12

試 料
137cs

pci/k9生

アラメ

ジュズモ

ツノマタ

スズキ(筋肉)

アワビ(筋肉)

ポウシ′ユウポヲ(筋肉)

アラメ

ツノマタ

スズキ (筋肉)

ヒラメ (筋肉)

q
〉
一
4

5

7

6

3

A
-
2

6

1

5

7

8

0

4

6
.
8

0

7
.
6
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(34) 外洋の解析調査

放射線医学総合研究所

長屋 裕.中 村

〔緒 言1

前年度に引続き.日本近海外洋における放射性降下物の挙動を知るために.表面か

での海水中の放射性核種の分析を実施した｡

〔調査研究の概要〕

東京大学海洋研究所の｢淡育丸｣で.駿河湾の1地点(水深a600m)の表面か

m深までの8層から100gづつの海水を採取し.90srと1"c8 の放射化学分析

った0

〔結 果1

海水の分析結果を第1表に示す｡

第1表 海水の分析結果

水 深

(m)
竺:旦し_‥‥__1_______lチアq旦_______‥

(pCi/g)

0

10 0

3 00

50 0

1,000

1,500

2,000

2,500

0.157土0.012

0.095士0.009

0.067士0.008

0.020土0.004

0.005土0.003

0.006土0.003

0.006土0.003

0.016士0.0 04

0.131士0.014

0.0 74土0.006

0.053士0.005

0.010土0.003

0.013士0.004

0.005士0.002

0.010土0.004

(注)
-:試料なし



(35)横須賀,佐世保および沖縄ホワイト

ピーチ港の放射能調査

理化学研究所

浜 田 連 二.岡 野 真 治

1.緒 口

科学技術庁放射能委託調査にもとづき.標記各港における昭和48年第4四半期定期調

取試料のガンマ線スペクトル分析を行った0

2.調査の概要

(1)測定試料は海水.海底土および海産生物.また目標核種は13アc8.60co.65znぉ.

144ceである｡海底土は乾燥したものをそのまゝ,また海産生物は灰イヒしたものを.そ

れ100およぴ50mβプラスチック容器に入れ,ガンマ線を測定した｡試料量は10な

130タである｡海水は10gから.ワンモリブデン酸アンモニウムを用いてセシウム

ついで硫化物法によってコバルト.亜鉛およぴセワウムを沈殿させ.折紙上の沈殿を上

ブラスチック容器に入れて軋定した｡

(,2)ガンマ線測定に用いた測定器は23c cG e(Li)(1台)およぴ50c cG e(

(2台)を検出体としたガン†線スベクトロメークである｡検出器の計数効率.およ

的核種のエネルギー領域のバックグラウンド1ま,それぞれ第1図および第1表に示した

回の測定に際して検出限界としては第1表に示す値を用い.測定結果は上記の検出棋界

であっても計数値ばその標準偏差の2倍をこえるものについてはカツコ付で分析値を記

た0

表1(a) 表示核種のエネルギー領域.バックグラウンド

ルギ一領域
(K eV)

1332.5士3

1115.4土3

661.6士2.5

133.5土2

バックグラウンド(Countか/1000Sec)(

理研 23CC

0.08士0.02

0.09士0.02

0.12土0.03

0.07士0.04

ⅤIP-3 d~ ⅤⅠ

0.04士0.04

0.00土0.05

-0.03土0.05

0.05土0.12

500000Se

P-37

0.004士0.03

0.00土0.03

-0.02土0.04

0.1 土 0.1



表1(b)表示核種の検出限界

試料の種類

表示核種

海 水

(pci/g)

海底土

(pci/吻乾)

海産

(pCi/

60cb

85zn

137c8

0.1

0.2

0.1

0.5

H

50

90

70

1

2

1

4
1=ce

H
P

l

200l
■

表2 測定結果(海水はpCi/e,海底土はpCi/kg乾

海産生物はpCi/毎生で示す)

横須賀港
採戦試科名および

採故地点

山

雷 60c｡
n
i

l65zn

L二e 13アcs

一十

海水1上層

l

ND ND ND 0.24土0.06

下層 ND ND ND ND

〝2
上層 ND ND ND ND

下層 ND ND ND 0.14土0.05

〝3
上層 ND ND ND 0.15士0.04

下層 ND ND ND 0.17土0.05

′4
上層 ND ND ND 0.14士0.05

下層 ND ND ND 0.18士0.06

上層
′5

ND ND ND ND

下層 ND ND ND m

〝6
上層 ND ND ND 0.11土0.05

下層 ND ND ND 0.20士0.06



海産生物 1

ブランクトン全体

′ 2

プランクトン全体

〝 3

プランクトン全体
′ 4

ムラサキガイ

〝 5

ムラサキガイ

〝
6

ムラサキガイ

〝 7

ムヲサキガイ

〝 8

ムヲサキガイ

〝 9

ヒトデ全身
〝 10

ヒトデ全身
〝 11

ヒトデ全身
〝 12

カレイ全身
〝
13

カイレ全身
′ 14

トリガイ肉
〝 15

ノ リ

〝 16

タイラガイ肉
〝 17

ワ カ メ



佐世保港

採取試科名おエ

び採取地点

3

▲4

〃

〃

0

3

1

1

〃

′

朋
禰
崩
闇
崩
闇
崩
頂
崩
闇
崩
頂
崩
頂

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

M

N

D

D

D

D

D

D

D

N

N

N

N

N

N

N

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

ND

ND

ND

ND

ND

ND

ND

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

210士70

(120士30)

ND

ND

ND

230士50

(150士50)

1"c8

0.16土0.04

0.19土0.04

0.18士0.02

0.22土0.02

0.16士0.04

0.24土0.04

0.16±0.06

0.17土0.05

0.24土0.06

0.15土0.05

0.24士0.06

0.26士0.05

0.18土0.05

0.17土0.05

660士40

220士30

ND

230士40

120士30

220士40

150土60

海産生物1

アカトラエビ

〝
2

シリアケイカ

〝 3

メ バ ル

′ 4

ア サ ワ

′ 5

ND

ND

ND

ND

ND

ND

ND

(7.7士え1)

ND

(1.4士0.54)

(5.3士1.1)

(2.1士068)



海産生物 7

アオサ■ アオノリ

′ 8

ムラサキガイ

〝
11

ア サ リ

′ 12

ムラサキガイ

′ 13

ムラサキガイ

(31土11)

(5.6士24)

(11土24)

(15士2.1)

(16士3)

10土4

ND

(2.4士0.8)

NT)

ND

ホワイトビーチ

採取試料おょび

採取地点

65zn

7

q)

′

〃

O

1

1

1

〃

′

層
層
層

層

層

層
層

下
上
下
上
下
上
下

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

D

D

D

D

D

D

N

N

N

N

N

N

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

ND

ND

ND

ND

ND

ND

1=ce 137cs

ND

ND

ND

ND

ND

N
D
N
D
Ⅶ
N
D

ND

NDND

ND

(80士30)

ND

ND

(130土50)

200士40

0.16土0.05

0.27土0.05

0.20土0.06

0.25士0.04

0.20士0.05

0.25士0.05

0.19士0.06

0.22土0.05

0.15士0.05

0.24士0.05

0.12士0.05

0.22土0.05

D

D

D

D

D

D

N

N

N

N

N

N
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(36)海水中の 60c｡.65zn,90sr,137c8,144ce

の核種分析

理化学研究所

野 崎 正.谷 野 孝
一

1.緒 言

旧分析化研の解体に伴い,その業務の一部であった海水中の放射性核種の分離定量を守

各地の衛生研究所よ9送られた海水(7試料.各40e)中の60co,137c8.1"ce.を

し,65znと90srの分離をした｡また.137c8.と65znの従来の分離測定法の検討1

た0

2.調査研究の概要

(1)方 法

分離法は.科学技術庁編集の放射性核種分析法に.アメワカⅡASLのマニ1アルJ

析化研等で行われていた手法を加味して組立てた0す夜わち,各核種の担体(10-`

srだけは19)とA13+(100m9)を加え,60co.65zn.川ceはAe(Of

と共沈させ.塩酸系の陰イオン交換にエって分離し.さらに精製してから放射能測定チ

いた01さアc

■

/ノーノー~

げ人

.リンモリブデン酸丁ンモンに捕集し.C82
p tC18の沈殿とし･

イオン交換等を適用しながら,各段階における放射化学純度の変化を調べ

能測定には.ALOE

l"csと65znの純度検

フロー型低バックグラウンドβ線測定装置を用いた

にはGe(Li)検出器も使用した｡90srは炭酸

て沈殿させ.硝酸法事によって分離精製した0

(2)海水中の核種濃度

検出定量された各核種濃度の最高値は,60co o.02士0.01pCi/β一137cs o･2

0.02 pCi/e.1=ce■"pr o.11土0.01pCi/gであゎ,濃度の異状値は認め(

かった0

(3)13アc8 の分離精製段階における純度

まず.13アc8 を含ませたリンモリブデン酸アンモンを水酸化ナトリウム溶解し,ニ

ソニ丁を蒸発除去し･F毎和えて生じた沈殿を和してから･C82PtC18殿させた｡この段階のC82PtCl.5試料分を合わせてGe(Li)で測定したJ

検出されるだけのカリウムが存在していた0

′仁空,PtCl6は水から再結晶が可能で･また･K2
PtCl8やRb2PtC

溶解度はC82PtC18よ少大をので.上の段階の各試料を2回再結晶(各約10(

水から)したところ.比放射能は少しずつ滅少した｡5試料を同時に測定してもカリ!

ぅ†憲;乞霊よ器芸雲芸蒜芸芸芸芸三靂慧…ご志望㍊志



精製した｡そこから再び沈殿させたC82 P tC16を4試料分まとめてGe(Li

器に上り137cs のr線を測定したところ.β線測定の結果の和と,計数誤差(士7

範囲内で一致した0

海水が試料のときは.用いるリンモリブデン酸アンモンの量が多いので.これを感

そのまゝ樹脂に通じるには,巨大な量の樹月旨を必要として実用性がない0また.リン

デン酸アンモンを溶解し,溶液を酸性にしてから.少量のリンモワブデン酸アンモン

加えて.それでセシウムを捕集しようと試みた0 しかし,溶液を酸性にするとき一 力

量のモリブデン 化合物の沈殿が生じ,その後の操作が複雑にをってしまった｡

(4j 65znの測定

65znは.その崩壊の性質(EC.98.3喀;β+.0.327MeVl.7喀;rl.

MeV49喀)からみて,β河j定は不利と考えて.波高分析器を用いるr線測定の寅

雄を行った｡測定形はオキツネートの沈殿とした｡この試料に対する上記のβ線軋完

数効率を図示する｡この測定器でオキシネート試料を測定したところ,計数率は最侶

CPh.最高32士5CPhとなった｡もしこれが完全に純粋な65znであったとし

すると.65zn濃度は最低0.5土0.4PCi/e,最高3土0.7PCi/eとなる｡

の試料を.合計125gの海水に相当する部分だけまとめてGe(Li)で測定し禿

65znは検出限界(1PCi)以下であった｡したがって.上記の放射能は不純物(

放射性核種と思われる)のものと判断される｡亜鉛をウラン等から完全に分離するこ

難性と.図にあるような65znに対する計数効率から考えて.65znのβ線測定によ一

法は,一般にはフォールアウトの分析には不適当と判断される｡65znの定量を行う

低バ,クグラウンド高計数効率のr練乳定器が必要と■なる｡

3.結 語

(1)試料海水中に異状放射能は認められなかった｡

(2)海水中の137csの完全分離には.常にイオン交換が必要と考えられる｡レ一ったん(

PtCl6の沈殿を作b.それをEDTAとNaOHを含む少量の水溶液VC溶解し･

イオン交換法で精製してから.再びCB2 P tCI｡の沈殿とする方法が好都合と周

(イオン交換の操作は.EASLの1948年版のマニュアルが適している｡)

(4j 65znの定量は.分離後にβ線判定する方法では極めて困難である｡
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試料量(mgzn)

65znの計数効率

ガスフロー2打β線測定器

試料:ZnOxinate,18n才直径円板状



(き7) 茨城県沿岸における;毎産生物への

放射性核種の蓄積について(第2報)

茨城県公害技術センター

森 田 茂 樹.平 井 保

1.緒 昌

核燃料再処理工場廃液の沿岸海洋放出に対する事前調査の一環として東海村.那珂湊

洗町にわたる沿岸海域における海産生物の放射能汚染の現況.海水から海産生物への放

種の移行蓄穣等について継続的に調査を行っているが.本報は昭和48年慶調査を中ノL

した結果である0

2.調査方法

東海村.大洗町沿岸を中心に周辺海域で漁獲された魚貝藻類を久慈町,磯崎.大洗各

協力で水掲げの際に採取したものを試料とした｡魚等の試料は採取後直ちに筋肉.内蔵

部位に分け.海藻は砂等を落す程度の永洗を行ない.それぞれ炭化した後電気炉を用い

-550℃で灰化を行った｡

灰化物は放射化学分析により核種の分舵を行ない.低バックグランド計測装置を用い

測定によ少各核種の定量を行った｡

セシウムは酸性番液から固体ワンモリブデン酸アンモニウム法によカ分離したのち.

クス 40樹月旨によぉビジウヰ
古二【ニー▼=:ニニ_二∴こ∴h__■_∴二二i占石弓岩こ,_【-,j占芦宗亡F∃ 崇濾盟蓋.ヒ戯盤上して炉紙に周着し放射能測定書

た｡

ストロンチウムの分離は科学技術庁の分析法によった∩

セワウムはストロンチウム分析の際の発煙硝酸法の硝酸炉液の中和.又は同操作に先

水酸化イットリウムへの共沈によって分離捕集し,塩酸溶液とし10喀TBP-トルエ

によりスキ▼ベンジ後MIBKによ少セリウムを抽出後連抽出後シュウ酸塩として精製

して酸化物に変え炉紙に固着し収率を求め放射能測定試料とした｡

ルテニウムは灰化物に担俸を加えエタノールで湿らせてから赤外ランプで乾燥後塩酸

し水酸化ナトリウムでPHlO に調整し次亜塩素酸ナトリウムで酸化後.エタノール.

水素ナトワウムで遺元し.遠心分離した沈殿を酸に溶解し蒸留フラスコに移し酸化剤を

熱蒸留した｡四酸化ルテニウムはエタノールを加え氷冷した水酸化ナトリウム液に捕集

酸水素ナナワウムを加え加熱し沈澱を熟成し遠心分離後塩酸に溶解しヱ､芝鼠と之鼻紛末

還元し鞄し折紙に固着し収率を求め放射能測定式科とした0
各核種とも放射能の測定には2汀･ガスフロー低バックグランド計測器(BGO.6-

CPm)を用いた｡ルテニウムー106.セリウムー144の測定には50呼/c戎のA

板を用い.娘核種のβ線を測定した｡



調査した海域の放射能水準は全国平均と較べ幾分低い方に属している0これはフォー

ク一陣下量,海洋環境等地理的条件にエるものと考えられる0原子力施設からの影響は

されてしへない0

(2)放射性核種の濃縮(表1.2参照)

ストロンチウムの魚への取込みはえら等を通して直接吸収される割合が多いとされて

が.これ迄の調査でも食物連鎖の影響と考えられるような結果は認められていをい0薄

対してはやゝ高い蓄積率を示している｡これは海藻がストロンチウム等胴乱噂匪酎
もつアルギン酸を含んでいるためと考えられる0

セシウムの魚筋肉への濃縮について前報で栄養段階が高次になるに従って濃縮係数カ

をる傾向があることから.食物連鎖による濃縮であると指摘した｡しかし調査した海域

の食性等に関する研究報告によれば.同一魚種でも季節とか発育段階によ少食性はかま

勤し.例えばイシガレイとマコガレイのように近以種であるにも拘らず全く臭った食埜

す場合もあ少ます 単純な良房連鎖をなしている訳ではないことが示されている0まカ

魚種でもC8-137濃縮率にかな少の隔がみられること等を考慮すると食物連鎖の貴

けと考えるのは無理で.他にも濃縮率を左右する要因があると推定される0

これ迄の調査で伸一魚種でも魚体の大きいもの程Cs-137濃縮率が高いという佃

みられることから.魚体重とC s-137濃度の相関を求めてみると次の指数函数式1

れるエうな関係が認められた｡(図1)

Q∈KWO.45(Q:C8～137濃度,W:魚体重,K:比例定数)

この関係は50タ以上の魚に適応でき.見類.甲殻類にもほゞ当てはめることができ

魚体重の大きなもの程濃縮率の高い理由としては一つには既に指摘したように食物ヨ

エる濃縮が考えられる｡他方同一魚種でも重量による差が認められることは発育段帽昭

食性の速いにもよるだろうが,前式が魚体重一酸素消費量を表わす関係式と相似であ雇

考え合せると魚体重による代謝関係の差も影響していると考えられる0

魚体における放射性核種の代謝についての指数関数モデル

票+永いげ･Q項1-e~ん)/スス
0.6 93

Tr･Tb

Trlld

について環境水の濃度.飼料の核種濃度に依存する摂取率Pが一定であると仮定する

能濃度Qは専ら減少定数Aにのみ依存し,C8-137のように長半滅期核種で.充

に達しているという条件ではQ∝Tbとな少,従ってTb辱KWチの関係が成立し.

エ少魚体重によわ生物学的半滅期が左右され.それにエ少凍縮率も臭ってくると考え

また魚筋肉についてC8-137濃度上少求めた濃縮係教と安定C8元素濃度よ少

濃縮係数とを比戟すると前報で一部報告したよう忙後者の方が低い値を示しているo

Rロー106の海産生物への蓄積佗ついては前報で指摘したように海藻への濃縮が
ノしム几‖旬h-′r･･つ.-一･メ払虚肌化吐uチノ庄.1ん,′ナヽ｣+′ケヽ′アヽ｢ヒJ言胡■鹿波J一畳′ 虐卜也h澹金当J/r ナ 乙過劇毒J｣一言琴おヽ



行った水槽実験の報告では濃縮係数が5前後とかをわ低い値をだしてい為が,今回

から求めた魚筋肉への獲縮係数は10-50でやゝ高い値を示した0現在海洋孝境

Ce-144濃度は低く･Ru-106の4/1-10/1の値である0しかし-】

する濃縮係数は220-280とかな少高い値であゎ■またシラスではRuの場合

やゝ高い潰縮係数140を示した｡

4.結 …昏

調査対象とした鹿島滞沿岸の海産生物の放射能水準は全般に低く検出された放射能

の影響によるものである0原甲準璽悪霊髪.筆法亀戯慶｡
沿岸で一般に採取されている海産生物のうち放射性核種の蓄積率の苦るしいのは㈲

穫慣わた少高い濃縮係数を示し･続いては再処理工場廃液監視上のクリティカル･か

されているシラスが幾分高い満席率を示した｡



表1

豆adionuclide conce鵬rationin marine organisms collected from the coastal

OfIbarakirprefectu.re,during1975to1974.

パarine organlSmS concentration(
Cs-157 Rlト106 Ce-144

Nov.1975

Feb.1974

May1975

Jun.1975

Jul.1975

Ct.1975

Jun.1975

0ct.1975

Jan.1974

May1975
tt

Oct.1973

May1975

Jun.1975

Crustacea

0.64士0.10

1.02士0.12

0.91士0.15

0.60士0.11

0.62士0.11

1.05士0.12

0.25士0.11

0.52士0.11

0.18士0.06

0.55士0.11

0.25士0.07

0.27士0.12

0.76士0.10

0.64士0.10

0.77土0.18

M三r.19?4

0ct.1975
II

May1975

〇.55士〇.1こ

0.27士0.08

0.99士0.51

6.21士0.65

5.8之士0.29

12.7士0.8

15.4士0.8

8.6士0.8

11.2士0.8

9.7土0.5

12.0士0.8

12.5士0.8

18.5士1.0

11.4士0.8

12.5士0.8

26.2土1.2

10.8士0.7

9.0±0.7

5.5士0.6

7.8士0.5

59.8土2.2

40.7士2.5

70.1土4.2

20.ノ1士1.2

18.9士1.2

9.3士1.0

11.5士0.9

15.5士0.9

22.9士1.4

17.8±1.2

10.5士1.1

11.6士1.0

16.8士1.1

8.4土1.0

7.5土1.0

5.5士0.5

4.9士0.5

4.2士0.5

75.9士5.9

55.4士5.5

48.1土5.1

1.4士0.4

1.1士0.5

2.8士0.4

1.6士0.4

1.8士0.4

1.7±0.4

0.6士0.5

2.9土0.4

5.5士0.5

0.8士0.5

2.2士0.5

2.2士0.4

10.7士1.0

11.4士1.0

6.4士0.7

2.7士0.6

5.7tl.1

6.5士1.1

乙1.9主1.5

6.7士0.5

8.9土0.9

8.8士0.9

11.5tO.8

之9.之士1.9

12.5士0.9

42.2士5.4

29.5上2.2

25.5土1.4

5.kO.7

5.5士0.4

6.1士1.0

9.5士1.6

0.9士0.5

0.55士0.10

0.77士0.15

0.64士0.16

5.6士0.5

8.8士0.5

4.0土0.4

4.4土0.7

19.5士1.1

59.6士之.4

50.6士1.7

24.8士1.6

2.0士0.4

5.5士0.8

12.7士1.5

6.OtO.6

Phaeopb】巾a

May1975

Jan.1974

May1975

Nov.1975

5.59士0.25

5.48士0.26

2.72士0.25

2.之8士0.22

10.8士0.8

11.5土P.8
8.6士0.7

10.】土0.8

55.9士2.0

50.2士1.5

95.8士2.6

65.5土1.6

21.7士1.5

16.4tl.2

19.4土1.5

11.4±1.4

Cblorop吋eeae

Hay1975

Ⅳ0V.1975

2.10士0.20

2.00■0.21

7.0士0.6

7.5土0.7

121.9七1.7

72.4士1.6

16.4士1.2

15.2土0.8



表2

Concen七ration factors calculated from radionuclide accumla七ionin the co

Sea area OfIbarakiTprefecture,during1975to1974.

Marine organlsms Number of

Sample

Concentratlon factor

Cs-157 Ru-106 Ce-144

Hlrame

Soi

工nada

Sirasu

Akaebi

Hiratじme-

gani

Awabi

Arame

Hijlkl

Anaaosa …Whole
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Ⅲ 人に関する調査,分析法の研究



(38)乳歯中の90sr濃度について

国立予防衛生研究所

永井 充, 石井俊

1.緒 言

乳歯に蓄積された90srについて長期間にわた少調べることは.人体に対する環境充

影響を知るうえで貴重な基礎資料を提供するものである0かかる意味で本研究は多数(

歯を収集し.地域別.歯種別,出生年別おエび保育栄蕃別に90sr濃度を比厳検討すZ

ある0

2.調査の研究概要

昭和48年慶は関東地方3,453本,東海地方4,362本.北陸地方1,941本お.

他644本で計10,400本の乳歯が収集された｡現在までに収集された乳歯総数は:

本である｡また.本年度は88検体につき,安定ストロンチウム(原子吸光法)と90王

煙硝酸法)の分析･測定をおこなった｡

関東地方.東海地方は1966年と1967年の成穣を.また北陸地方については二

年と1966年の成横を追加することができた｡

図1は東海地方の乳切歯中の90sr濃度を経年的にブロァトしたものである｡図に≠

ように1964年をピークとして以後は次第に減少傾向を示しはじめた｡関東地方.4

の結果もほぼ同様な傾向が認められた0図2は三地区の比較を示したものであるが.4

は他の二地区に比べ.特に母乳栄養が若干高い値を示した｡表1(関東地方.東海地〕

2(北陸地方)に示すエうに乳切歯(ineisor)は母乳.人工.混合栄養とも191

最高がO sr蓄積量が観察された｡乳犬歯(cu8Pid)は表1にみられるエうVC

着では関東地方.東海地方とも1963年に最高濃度が認められた｡また,人工栄蕃J

拳では1963年にかな少高い90sr濃度がみられた｡これらの値は乳切歯の196`

-ク以上のものである｡

3.結 語

乳切歯と乳犬歯のピークの違いは胎生期と出生後における乳歯の発育量の相違が大そ

の一つであろうと考えられる｡さらにこれらについて試料を追加し,他の歯種と共に偏

討するつも少である0
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TABLEl.CoMPARISON OF STRONTIUM-90CoNTENTIN

HuMANI)ECIDUOUSINCISORS AND CuspIDS

BREAST FED

KANTOI)ISTRICT ToKAII)ISTRICT

(pcり

lNCISORS CuspIDS INCISORS CuspIDS

1965 5.05±0.q6(5)5.52±0.18(2)

19糾 q.57±0.到(5)5.10±0.06(1)

2.90±0.58(7)5.01±0.1q

5.65±0.叫5(8)2.80±0.11

BoTTLE FED

KANTOI)ISTRICT ToKAII)ISTRICT

INCISORS CuspIDS INCISORS CuspIDS

1965 6.56±1.26(5)11.50±0.65(2)

196q 9.96±0.25(5)

6.8q±0.78(5)10.q2士0.15

9.96±0.80(5)

MIXED FED

KANTOI)ISTRICT ToKAIDISTRICT

INCISORS CuspIDS INCISORS CuspIDS

1965 6.20±0-81(6)8.70±0.98(2)

196q 8.5q±0.8q(5)

q.89±0.95(句)8.79±0.10

7.15±0.q9(5)

Number of Samples analyzedin Parenth

l■血LE2.STRONTIUM-90CoNTENTIN HuMAN DECIDUOUSINCISORS

OF BREAST,MIXED AND BoTTLE FED CHILDREN BORN

IN HoKURIKU DISTRICT

(pCi/gCa)

BREAST FED MIXED FED BoTTLE FED

1965 5.58±0.25(5) 5.55±0.27(5) 5.85±0.09(5)

196q q.76±0.18(5) 6.57±0.85(2)10.78±0.16(2)

Number of Samples analyzedin Paretheses.



(39)人骨中の90srについて

放射線医学総合研究所

田 中 義一郎.河 村 巨

野 村 悦 子

1.緒 言

日本における人骨中のMsrの測定は-昭和37年以来継続して行っており.その年

年令間の差異をどに加えて一部安定Sr濃度についても報告してきたが,今回は昭和4

結果について報告する｡

2.調査研究の概要

試料は昭和47年12月から48年12月の期間に死亡した人の骨で,一部は北海羞

残少は主として東京地区におけて収集した0胎児およぴ0～82才までの81検体につ

したがっでOsrの分析測定を行在った｡

3.結 果

分析療果を表1および表2に示す0図1には年令群別人骨中の…sr濃度の年次変イt

これらの図表からわかるように･昭和48年慶における人骨中がOsr濃度の水準は前

れと比厳して頗′著な変化を見せていない0

昭和37年から48年に至る12年間の測定値に基いて一日本人における標準的骨董

し･次式によって90sr(およびその娘核種で平衡状態にある90Y)に由来する骨の年l

量を下記の式を用いて計算し･積算吸収線量を求めた09-11才および21～26才`

収線量の極大値が見られた0このほか･積算骨髄線量および積算骨内膜線量の推定も行

これらの結果は･核実験に由来する放射性降下物の人体への影響を評価するうえに患

るものと考える｡

D=18･43･針E･a
ここで

D;吸収線量率(mrad)

Q;90sr骨負荷量(pci)

M;各年令における標準骨重量(g)

E;90srぉよび90Yの放射するベータ粒子の平均エネルギー(MeV)

a;各年令における90srぉよび90Yのベータ粒子の骨における自己吸収率
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表2 年合評別人骨中の90sr濃度

死亡年 年令群(オ)

PCi90s r/gca

平均値士標準偏差

測定数

最小値～最大値

1972

胎児

0･-4

5一-19

20以上

30

13

38

45

0.53～0.93

1.05･-3.07

0.69～2.31

0.68･-3.43

0.75土0.11

2.11士0.65

1.40士0.38

1.46士0.70

0.67士0.15

2.08±1.82

1.13

0.90士0.21

1973

円

胎児

0･-4

5-19

20以上

19

7

2

11

‡

0.40･-1.05

0.93･-6.48

0.95【-1.28

0.63～1.39

(註)1972年死亡例については,第15回発表会抄蘇集所載の数値にその後の

分析値が追加されている｡
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(40) 環境放射線解析に関する基礎研究

浜 田 達 二.岡 野 真 治

出 雲 光 一.熊
谷 秀 和

西 田 雅 美

1.緒 己

原子力平和利用に伴う環境放射線の調査は,その目的から,線量評価と環境放射線の原因

関する情報把握とに分類されるが.最近の厳しい要求を満足させるため忙は.自然放射線の

桁ないし2桁低いレベルにおける原因別の線量評価を行うことが必要である｡幸い最近にお

る放射慮測定器の研究により,これらの要求にこれえるにたる性能の測定器の開発が進めら

すでに多くの研究者によってこの間題の解決の通がひらかれようとしている｡

理化学研究所においては,すでに宇宙線を含めた自然放射線ならびにフォールアウトにエ

放射腰の寄与の評価法の研究が行われておれ今年度においてはGe(Li)半導体検出器

よる壌境放射感スベクトロメトリの方法が具体化された｡

一般に環境放射線測定に際して.線量評価は電離箱卜虞境放射線の特性の把握にはスペク

ロメーク(従来は主としてNaI(Tg)検出体)が標準的な測定器とされてきた｡当研究

において本年度より着手された研究の内容は.主として,Ge(Li)および従来からのN

(Tゼ)検出体を用いたスベクトロメークによる環境放射線情報の解析に関する基礎データ

得ること.ならびにこれら基礎データに基づいて環境放射線の原因の確認,原因別の線量計

を行う有効な方法の用発である｡

これらのスペクトロメータは検出体と波高分析器とからをっている｡すでに得られた研究

果によ少,野外測定に際しては,検出体からの出力信号をコード化して市版のテープレコ一

に収録する方法が完成しておク.本年度においては主として野外使用のGe(Li)検出体

叔扱いならびにデータ解析に主眼がおかれた｡

2.調査研究の概要

(1)検出体の選択

頭境放射線測定に際し,その主要を成分として最も重要なr線に着目して考えた場合に-

その情報の選択性の良さから単色r線の測定が情報解析上最も有利である｡このためr線

エネルギー分解能の優れたGe(Li)半導体検出体が現在最も有効な検出体と言える｡1

方,線量評価の目的では.環境に存在する放射性物質からの直接r線(単色)以外に散乱

による線量寄興があ少.散乱線は連続スペクトルであるため.Ge(Li)検出体を用い

上少.球塾のNaI(Tg)シソチレークを用いて得られた環境r線スペクトルから算出

る方が高い精度をもつ｡また.環境放射線の時間変化に関する情報を得るためには高感度

NaI(Tg)シ∵/チレークが適当である｡

野外で使用するGe(Li)半導体検出体は次の仕様のものであることが望ましい｡(け



用することゝなった0検出体はその保守上常時冷却の必要があるが.輸送ならびに

して液体窒素の自動補給しうる型(血iek仇fed t脚)で.20gの容器を組み

野外測定以外のときの保守を容易にした｡野外使用時の総重量は10毎以下とし.

ンで容易に移動測定が行える｡測定結果は前年度紹介した方法によ少テープレコー

され実験室において同時翫たは喜･吉の時間でスペクトルが再現できる｡
線量評価のためのスペクトルは3〝¢NaI(Tゼ)検出体を用い,Ge(Li

測定を行うことができる｡これらのスペクトルの解析は現在は研究所内の大型計算

っているが.次年度以後は現場で小型計算機である程度データ処理が可能夜ように

である0

(2)解析に関する基礎研究

環境放射線解析に関する基礎研究は,顔境放射線に関する情報解析と線量評価に

かれるが,このような観点から海外特に米国(USAEC)においては1970年

HASLの研究グループによって研究開発がすゝめられている｡口SAEC忙おけ

射線に関する情報解析と線量評価は図2の測定系によって行われているが.本研究

げている測定系は同じ目的でさらに高い精度の内容を得ることを目標としている｡

在計画されている測定系を示した｡この測定系は検出部についてほほ完成している

タ処理に関しては現場で情報が得られる方法を研究開発中である｡

3.療 語

墳境放射線解析に関する本基礎研究は.Ge(Li)半導体スペクトロメータによ

射線ならびに顔境に存在する放射性核種の情報把握.および球塾NaI(Tゼ)シソ

ヨンスペクトロメークによる線量評価- さらに両者を組み合わせた環境放射線情報のこ

の内容としている｡

本年度にお小ては検出体に関する特性試験が行われ.r線スペクレレについて測定】

時再現できる段階となった｡得られたスペクトルの解析とくに現場データ処理につい

の課題として進行中である｡



表1 野外使用Ge(Li)検出体の仕様性能

項 目 仕 様 性 能

寸 法

直径44.5孤孤¢(0･D)10･5餌孤¢(P一丁占壷･白､)
長さ 38訊孤

体積 約55ce

エネルギー

(ⅩeV)

分 解 能

13 3 2

ノ分軌顔J

∫ズ

癖年智者容易､

今ゼ(Lノノ
稗史隼
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(41) r原子力魔設周辺の放射線測定の

基準化に関する対策研究｣

(財)原子力安全研究協く

1.緒 岩

原子力施設周辺の環境放射線モニタリングは.現在.我国にお小て設置者の立場･〕

団体の立場.国の立場から誠実忙実施されていると見ることが出来る0しかし･これ(

原子炉規制法に基づいて行われているものであ少,ICRPの線量現慶(500dシ
基準とした異常放出時の検出監視を目的としたものである0

ICRPは.こうした線量限度,許容濃度と言う数値的勧告をするとともに･放線

効果との比例性を仮定し｢asl卿a8praetieめ1e｣と言う表現の精神的勧告を併せ■

いる｡このため,我国原子力委員会.壕境安全専門部会･環境放射能分科会において

の勧告の精神に基づき.軽水型原子力発電所の線量目標値として･発電所周辺のクワ

.グル_プについて代表的個人の全身被曝線量目標値として全身被曝線量を年間5m

ヨウ素による甲状線被曝の線量目標値として甲状線被曝線量を年間15mremとす

提案が出されている｡全身被曝線量の年間5mremと言う低い値は･当然バック●

ドの変動の中に入ってしまうので.現状にお小ては放出口演直の測定から計算によっ

価する以外に方法はない∩

希ガスによる環境放射線への寄与を,年間5mremに基づいて正確に測定するた

0.1〟R/brの検出が凄求される厳しいものである0このため･放射能珊定調査者

原子力施設周辺の放射線測定の基準化に関する対策研究｣として.原子力施設周辺の

線を的確に測定するために■調査研究を開始した0当乳平行的には新測定器の開発

稟であるが.この調査研究は新郷定器の開発を目的としたものではなく.既存の墳境

ニクワソグ装置を対象として.その特性を明らかにし,それらの使用条件ならびに放

算定方法を明確にし.放射線測定の基準化.ガイド･マニュアルの作成■を目的とし

年産よ少昭和50年産までの三カ年の計画で.それを行うこと忙した0

まず.そめためには.次の事象が明確化されなければならない○

(1)自然放射線および施設に起因する環境放射線の変軌ならびにその種類･エネル

特･鮎

(2)各種測定機器によって得られる結果と環境放射線の特性との関係い

(3)現用の測定方法ならびに各種の測定器の性能上の限軋使用条件∩

さらに.上記(1)～(3)に基づいて.実際の測定に有用なガイド･マニュアルを･主な器

作成する必要がある｡

また.壌境放射線を測定するためには.各測定機器に統一的な保証のあることが要

性能の向上･碓持とともにトレーサビリティの確保が条件となる｡そのためには･前提



2)日本原子力発電㈱敦賀原子力発電所構内

3)日本原子力研究所･東海研究所構内

b 設 備

1)科学技術庁方式シンチレーション･モニタ〔1〝 ¢×1〝NaI(Tg)〕

2)理研方式シ∵/チレーション･モニタ〔1〝¢×1〝NaI(Tゼ)･エネルギ補償塑.1.

5〝 ¢×1.5〝 NaI(Tゼ)･エネルギ補償塑〕

3)原研方式シンチレーション･モニタ〔2〝¢×2〝NaI(Tゼ)･エネルギ補償型.3

¢×3〝 NaI(Tg)･エネルギ補償型〕

4)3〝 ¢球型シンチレーション･モニタおよびスベクトロ･メーク.3〝 ¢×3〝 NaI

(Tg)･シ∵/チレーション･スベクトロメーク

5)Ge(Li)スベクトロメーク

6)電錐箱モニタ(ネスコ.20ゼ,一気圧空気),標準電離箱および高電圧電離箱モニ

(25気圧.8ゼ.アルゴンガス).′電離箱モニタ(15ゼ.-■気圧空気)

7)シンチレーション･サーベイ･メーク

8)気象観測装置(風向風速計,温度計.湿度計)

9)標準線源(試作.60co.13アcs.241Am)

c 方 法

各施設構内における測定地点は.稼動中の施設から風下にあたるように選定し.放射性与

の変動に対する各測定器の追従性を見られるように設置した｡また,各測定器とも機器よ

等距離の位置に標準線源を置き,各測定器の値付けを行った後に測定を行った｡さらに,j

境放射線レベルの変動観測には.気象因子の同時測定が必要不可能なことであるので.各i

定場所における気象データの記録もあわせて行った0

日本原子力研究所.東海研究所構内には.種々の型の原子炉があり.環境に関する有用

知識が得られると考えられた｡本測定調査では.当該地区の原子炉周辺での項境放射線の≡

動状況に関するデータの取得と,各モニターの腐動時における脊性の把握を期待した0

測定期間は,昭和48年12月12日～12月14日の二日間で.測定地点は適当な広

の平担な広場が得られること.稼動中の施設から達すぎないこと.広場が稼動中の施設のノ

下に位置すること.電源が比較的得やすいこと.を考慮してJRR3東側の空地を選定し;

日本原子力発電㈱敦賀原子力発電所構内では.東海地区とは炉型が遠い.容量が大きく

発電用であることに着目した｡この測定調査では.壕境放射線の変動状況に関するデータ(

採取とともに,各モニターの長期間稼動時の諸特性を調べた｡また.試作した標準線源に

少各モニターの共同校正も行った｡

測定期間は.昭和49年3月4日～3月19日の16日間で.測定地点は守衛所隣接の｣

庫わきを選定した｡この地点は,排気煙突から南東に位置してお少.この地区のこの季節¢

北西の風が卓越しているため丁度煙突の風下忙あたる0また煙突からの距離も遠くなく,1

源も容易に得られ.芝生の平地であった｡

-≠r息汀｣一′当r百三乙Jl〒;亡ゴ才一絵茄1丑r夫1一′与
==:lJlよナ+■■ ▲.J /ニー■■■~~



3.結 語

本年度の研究にエり,既存の環境放射線の連続モニタリ/グ装置の特性を明らかにL

らの使用条件ならびに放射線量の算定方法を明確にして.放射線測定の基準化.ガイト

ユアルの作成.をしてゆくための基礎資料の一部を得た｡それらから判断すると,現月

のモニタ(15g以上の電離箱.1〝¢×1〝以上のNaI(Tg)シソチレーショユ

タ〔原研.理研.科技庁方式〕)を用い.本研究の過程で測定された程度の放射線変垂

差に関しては.現在使われている方法で可能であると考えられる｡これらの装置は.彰

応のレベル変動(1〟R/hr程度)を見るのには有効であるが,より細かいレベル譲

るためには.さらに詳細な検討が必要である｡また.それを進めることによって.基当

べき測定機器および測定法について.具体的指針を得ることが期待される0これによっ

在各所の原子力施設で行われている環境モニタワンク方法が規格化されるので,得らタ

メの比較がより簡便とな少,そのためより一層正確夜評価が期待出きるのであろう∩

昭和49年慶は.京都大学原子炉実鹸所.理化学研究所.東京電力㈱福島原子力発雇

カ所において,本年度と同様の測定調査を行い,基礎資料の一層の充実を図少詳細な角

を実施する予定である0
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(42)環境賦料中の放射性C■.Co測定

東北電力株式会社

寺田英租 永沢俊幸, 小林邦英.

1.清 音

原子力発電所運転脛伴う敷地周辺の放射能レベルの変動を調査する必要があ阜○そのため忙一

運転開始前の環境試札士観れ植軌農作物,海産生物をどの測定が′くツクダランドを知
意味で不可欠である｡そのためK複雑を化学分析が採用されている○しかしサンプルの採取か

測定結果を得るまで忙多大を労力と時間を要するので多量の試料を処理測定する方法としては:

をらずしも適当ではをい｡そこで運転開始前の調査の一環として環境試料の迅速分析を目的と

てGe(もi)半導体検出器を用いた放射性0$.Ceの測定を行をったので以下にその結果を執

する｡をお本調査研究は東北大,金属材科研究所,放射線金属化学部の指導を得た○

之 調査研究の概要

(1)調査対象

女川原子力発電所建設予定地周辺の海水,陸水 海底土,松兎 ムラサキイガイ,ワカメ

の08.Oeを対象とした｡

(2)測定方法

い)試料の前処理

海水は試料100∠にOeOsキャリアを加えOeはPH8～8.5で水酸化物として分朝

Osはフェロシ7ン化ニッケル共沈法によって分離したものを測定用試料とした○

陸水は試料60∠を蒸発乾周し,それを測定用試料とした○

陸士は試料1晦を(1+1)塩酸で浸出後蒸発乾喝し,それを測定用試料とした○

海底土は試料500ダを(1+1)塩酸で浸出後溶液中のCeはPH8～8･5で水酸化

として分離し0$は固形ワンモリブデン酸7ンモンニクム捕集法にエって分離したものを

定用試料とした｡

植物,海産生物は生試料3～5晦を乾煉･炭化後約500℃で灰化した○その灰分の適

(松葉5.1ダ,ワカメ20タ,ムクサキイガイ36タ)を測定用試料とした○

伺 測 定 器

米国オ外庁㌧クス社製同.軸塾Ge(もi)半導体検出器(有効体棟約6000･…001･3･

MeV r線忙対ナる分解能(FⅦM)1.97E占Ⅴ)を使用した｡r線スペクトルの測定解析
は東芝製USO-1.MOdel-10 40960H波高分析器を使用した0をお検出器のし十

いはフォ･丁ル7クトをど忙エって汚染されていをい鉄を用いその厚さは約10月闇である｡

H- 前処理に対する検討

Oe(Li)半導体検附帯用試料として環境試料を処理する場合をるべく化学操作を少を



るl㍍osの分離効率をもとめた｡その結果l"ce.100喀,▲31os97痴の分離効率

このことから水酸化物およぴフェロシ7ン化ニ,ケルによる捕集には原理的を問凰

考えられる｡しかし実際には1nO上の水を処理する必要があゎ技術的を面で検計

がある｡

海底士忙ついては上記前処理方法で約50ダの試料に対しRI(l"ce,l"csの〕

約10~2〟Ci)を加え水酸化物による1揖oeの分離効率および固形リンモリブデンj

ンニクム捕集法佗よる▲"csの分離効率を求めた｡その結果l▲▲ce
99痴,l"os

分離効率を得た｡これは海底土中に存在するCe,Osのうち(1+1)塩酸浸出に

け出す成分に関してこの分離法は原理的な問題がをいことを意味する○しかしすべ

が(1+1)塩酸で浸出するかどうかについてはさら忙検討を要する○又海水の場

多量の試料を処理する技術的を面での検討も必要である0

(3)測定結果

上記のエうに処理した測定試料に関しで"9-Lユ旦裏bV,l"cs661ⅩeVかr線¢嶺.′､
J

■恥●--一i-ニ･■▼言i岩▼■■†==ニニ=叩

注目し,それぞれの標準溶液から調整した標準試料との相対値から比戟することにエ

ぞれの試料中の絶対強度を求めた｡なお測定に要した時間は50,000～200･OtO･

った0

表1環境試料中の放射性Ce.Cs 測定結果

採取地点

海 水

陸 水

陸 士

海 底 士

ムラサキイガイ

ワ カ メ

松 葉

女川湾

女 川町

女川町

女川湾

女川湾

女川湾

牡鹿町

採取年月日 1"Ce

49.3.5

49.3.4

49.3.4

49.3.5

49.3.4

49.3.5

49.3.5

0.12±0.03

LTD

140±42

112±73

LTD

LTD

lOl士9.0

13Tcs

0.30±0.02

0.03±0.02

15±4.4

17±1.4

LTD

7.4±1.1

24±3.1

P{=/ヱ

POi/Z兢優
POi殉乾士

PCj殉乾士

雪偲ナ認:哲
pci働Ⅶ):検

1"Ce

pci殉生



3.結 語

(1)海水海底士,陸士については浸払共沈そどの化学操作が必要であるがその操作は〕

限にすることが好せしい0収率測定法においてはキャリア忙対する防害元素を考慮した]

を行なう必要がある0をお上記以外の試料については濃縮卿ヒをどの操作にとどめ直掛

試料とすることが好ましいが濃縮灰化の過程での効率などについて滝確認しておく必要が;

(2)今回の実験でGe(もi)半導体検出器で充分測定可能であることがわかった0しかしJ

多量の試料を測定するためには測定時間の短縮一測定精度の向上のためアンチコンプト

ペクトロメークをどを利用してバックグランドの減少対策およぴよカ効率的を前処理温

の検討が必要である0

(3)魚見類の試料の測定結果が不充分であったが,しかし魚月類は環境試料としても重要

のであれその試料採取法,採取ヒンド,採取項目そど今後充分検討してぃく必要があ



Ⅳ 都道府県の放射能調査



43 北海道における放射能融査

北海道衛生研究所

安藤芳明, 奥井登代, 福田

1.緒 言

昭弁口48毎度科学技術庁委託による北海道忙よる放射能調査結果の概要を述べる｡

2.調査の概要

(1)調査対象

全β放射能は雨水,上水､海水,海底士,土壌,牧草,各種食品類㌢こついて,▲31

ついてそれぞれ測定した｡また空間線量については,サーベイメーターによる方法ニ

タリングポストによる連続測定を行った｡

(2)測定方法

測定試料の調整および放射能測定方法は,科学技術庁編｢放射能測定法｣(19･

忙よった｡131Ⅰ測定方法は,同庁編｢放射性ヨウ素分析法｣(1967年版)に.

(3)調査結果

イ 雨水の放射能

札幌市における雨水(定時採水)中の全β放射能測定結果を表1に示す｡

表1 雨水中の全β放射能の月別変化

降 下 量

(憫爪)

最 高 値

(p(｢i/Z)

最 低 値

(t-pcj/笠)

平 均 値

(p〔)i/ヱ)

8

5

3

3

3

2

1

2

4

1

0

9

1

1

1

1

1

1

1

16

32

22

15

-

28

-

55

25

-

168

19

46

13

-

20



本年度期間中,中国は第15回目の核実験を行った(昭和48宜6月27日)0そ¢

は7月3日以鋒の降雨水に現われ,7月7日の雨水中に840pCi/上の畢常値がみ｣

ロ 各種試料中の放射能

上水,士じ上う,海水,海底士,牧草,各種食品類の全β放射能測定結果を一括t

2に示す｡6月に行われた中国核実験の影響は,主に牧草および牛乳についてみられプ

すをわち,7月に採取した牧草(札幌市)は全β放射能a45pCi/グ生を示し,まフ

に同じ場所で採取した牛乳から131Ⅰ24.7pCj/ヱ生が検出された(詳細佗ついては

報第24集に掲載)｡しかしをがら,他の食品類については異常は認められなかった0

表2 各種試料中の全β放射能

試 科 名 採取場所 単 位 最 高 値 最 低 値

上 水

土 壌
(0～5澗)

(M(bめ

海 底 土

牧 草

牛 乳

ほうれん草

大 根

精 米

シ ジ ミ

フ ナ

サ ケ

ホ ッ ケ

札幌市

稚内市

札幌市
旭川市

同 上

甲 上

札幌市
旭川市

同 上

石狩町
当別町

同 上

札幌市
旭川市

網走湖

札幌市
茨戸湖

池田町

十勝川

札幌市
店 頭



ハ札芸讐雲けるシンチレ_ションサ_ベイメ_州エる測定結果は,最高紬
(5月),最低値4.2〝R/b(12月),平均値5･0〝軋/bであった0モニタリンク㌧

よる測定結果は表3に示すとお虻である｡

表3 モニタリンクポストによる空間線量

最 高 値 CPS 最 低 値 OP S 平 均 値 OPS

13.3

12.9

11.3

12.6

15.7

14.3

21.5

15.9

14.3

13.8

10.0

12.0

9.8

10.5

10.T

ll.4

11.8

11.3

11.9

11.9

9.9

8.9

8.7

8.4

3.結 語

本年度調査試料の放射能は,6月に実施された第15回中国核実験の影響によれ 7

した牧草おエび牛乳中に若干の異常値がみられたほか 全般的に前年度の調査結果とあ

みられをかった｡



(44)青森県における放射能調査

青森公害調査事務所

西沢隆雄, 工藤憲治

1.緒 言

1973年4月から1974年3月までの科学技術庁委託による放射能調査の概要を報告

2.調査の概要

(1)実施場所

県内7個所よカ採取し,当事務所で測定した｡

(2)測定装置

GM計数装置 ALOKA TDC-1型

シンチレーションサーベイメーター AI.OEA TCS-121C型

波高分析器 日立RAH-403塑

モニタリングポスト 富士通 PS-532型

(3)測定試料

雨水,上水,力んど,大楓 米,牛乳,カレイ,イカ,ホタテ,海底士,海水,空間靂

土壌,

(4)測定方法

試料の前処理および測定法は,科学技術庁編｢放射能測定法｣(1963),同庁編｢

牲ヨウ素分析法｣(1967)把よった｡

(5)成 果

イ 雨 水

表1に示すように,平常の値であった｡

ロ

上水,食品類,海底土および海水測定結果を表2に示した｡いずれも同レベルであ

ハ 空間線量

測定結果は,5.0～6.2〟R/brの範囲内で,特に異常値は認められをかった0

ニ
モニタリングポスト

平均値で,8～11(〕PS であった｡

ホ 牛乳中の▲31Ⅰ

再検討中である｡

3.結 語

各種試料を測定した結果,異常は認められなかった0



表1 雨水全β放射能の月別経過

年 月 測定数
最 高 値

pCi/ヱ

最 低 値

p(コi/ヱ

平 均 値

pCi/ヱ

37.0

120.4

151.4

124.8

82.2

110.2

225.9

157.5

117.6

.4
03

4･3t
25･7

6･9妄
64･6

表2 上水,食品現 海底士,および海水の全β放射能

試 科 名 測定数 最 高 値 最 低 値 平 均

上 水

力 ん ど

大 根

米

牛 乳

カ レ イ

イ カ

ヽ
｣■■

3.24pCj/ヱ

0.36p｢〕i/生ザ

0.30pCト/塾プ

0.30pOト/生ず

0.61p〔=/彗げ

1.58pCi/生グ

1.15p(二二i//蟹グ

1.08pCi/ヱ

0.21p(コi/生グ

0.24pOj/聖ダ

0.24pOi/生グ

0.20q(=/彗げ

0.62pCi/聖ダ

0.71pOi/生グ

2.24pCi/

0.28pCiパ

0.27pCi/?

0.26pCi/

0.43pCj/乍

0.98pCiパ

0.94pCjパ



(45)秋田県における放射能調査

秋田県衛生科学研究所

北林敏取 勝又貞一, 石塚英馬

1.緒 言

昭和48年慶(48年4月～49年3月)に実施した放射能調査の結果の概要を報告する｡

2.調査研究の概要

(1)調査対象

雨水上水,海水,土壌,各種食品,空間線量

(2)測定方法

試料の前処理及び測定は,科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣によった0

(3)測定装置

イ OM計数装置 : 日本無線TDC-101

ロ 使用GM管 :日本無線GM-2503A

ハ モニタリングポスト
: 富士通P S-532

シンチレーションサーベイメーター :日本無線TCS-121C

(4)調査結果

定時採取による雨水の測定結果を表1,各種食品については表2,空間線量を図1並び¢

3に示す｡

3.結 語

7月8日採叔の雨水から,第15回中国核実験の影響とみられる1250pCi/上の高い〕

能が観測された外は,全般的に前年同様低レベルであった0

表1雨水全β放射能の月別経過(秋田市)

降 下 量

憫爪

最 高 値

pCi/ヱ

最 低 値

p(コi/ヱ

平 均 値

p()i/且

5

3

2

1

5

6

41

45.0

67.0

24.5

4.5

4.0

101.0

90.5

137.0
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図1.モニタリングポストによる空間線量(秋田市)



(46)山形県における放射能調査

山形県衛生研究所

堀岡正和, 早坂清美,

1.緒 言

山形県における昭和48年度の科学技術庁委託による放射能調査の概要を報告する｡

2.調査研究の概要

(1)測定装置

GM計数装置 Aloka TT)C-1021塑

(2)調査対象

調査試料の総数は117試料であゎ,その内訳は下記のとおカである｡

雨水･ち如7,雨水･降下じん8,上水4,河川水4,土壌4,海水2,米2,

野菜2,海水魚1,海藻1｡

(3)測定方法

試料の採取,処理および測定方法は,科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣

(4)調査結果

各試料の調査測定結果は,表1,2,3のとおカである｡

3.結 語

本県(ておいては最初の調査であった｡調査期間中特筆すべき異常値は認められをかっ

表1 雨水･ちカ中の全β放射能

輯 測定値は6時間更正値



表2 雨水･降下じん中の全β放射能(大型水盤による)

採 取 期 間 降 下 量(mci/働㌔)

48. 8. 1～ 8.31

9. 1一- 9.30

10. 1～10.31

11. 1～11.30

12. 1～12.31

49. 1. 1～ 1.31

2. 1～ 2.28

3. 1～ 3.31

表3 各麺試料中の全β放射能

試 科 名 採取地点 単 位
放 射 能

最 高 値 最 低 値

海 水 酒田市 pCi/ヱ

上 水
原 水 山形市

蛇口水 山 形市

中 山町

河 川 水
山形市

西蔵王
野 藻 (大 根)

上 ノ 山

牛 乳 山形市

(精 米)
山形市㈹

山形市㈲
0～ 5珊 山形市

土 壌
5～2 0の乃 山 形市

0～ 5cm 山形市

5～20の乃 山形市

海 藻 (わかめ) 酒 田市

海水魚 (さ け) 酒 田 市
〝



(47)宮城県における放射能調査

宮城県衛生研究所

郡山 刀, 船木 宏, 石川沼

庄司晃子,

1.緒 言

昭和48年慶の科学技術庁委託による放射能調査の概要を報告する｡

2.調査の概要

(1)調査対象

調査対象は,前年度とほぼ同じで,雨水ちわ90件,上水4件,土壌2件,海水4

士4件,精米4件,牛乳21件,野菜4件,魚介藻類8件,空間線量率12件,牛乳

素-131の測定18件,総計171件である｡核種分析用送付試料は42件である

ニタリングポストによる空間線量の連続測定を行った｡

(2)測定装置

イ GM計数装置 神戸工業SA-230 神戸工業S｡

ロ シンチレーションサ ベイメーター 日本無線TCS-12tlC
ハ

モニタリングポスト 富士通PS-532

ニ 波高分析装置 日立RAH-403

(3)測定方法

科学技術庁｢放射能測定法(1963年版)｣又は科学技術庁の指示に準拠した｡

(4)調査結果

イ 雨 水

雨水の全β測定値を表1に示した｡6月下旬に中国の核実験があれ 6月の降

5.1mCi血2 を示した｡他は例年に比べて差異はをかった｡

ロ 各種食品

各種食品の全β放射能は,例年とほぼ同じレベルであった｡p〔=/蓮沼の最高

度と比べると,はうれん草0.9(前年度1.10)牛乳0.5(0.35)精米0.06

かき0.3(0.4)わかめ9.0(4.4)をどであった｡

ハ

シンチレーションサーベイメーターによる空間線量率

衛研構内で毎月実施した結果は5.2～5.8〝R/b(前年度4.9～6.6)で特に

認められをかった｡

ニ 空間線量

モニタリングポストによる測定結果は,日平均値についてみると8.0～11.9

特に異常ピークは認められをかった｡

ホ 機器分析
lヨ 〕口Il{



3.結 語

48年慶の調査は,6月下旬に中国の核実験が実施され,その影響は庫雨と生乳中の

131にあらわれた0しかし他の調査項目忙ついては例年の調査と殆でど同程蜜であっ

表1 雨水全β放射能



(48)福島県における放射能調査

福島県衛生公害研究所

岩永将揮, 河津賢澄,

1.緒 口

福島県忙おける昭和48年慶に実施された科学技術庁委託にもとずく調査及びこれを

独事業を併せた各種試料中の放射能測定結果をまとめて報告する0

2.調査の概要

(1)調査対象

放射能測定試料は,全β測定が陸水6地点57件,各種食品11地点44件,土壌

侃 海水海底士4地点34吼浮遊塵1地点12件及び定時採取による雨水試料85

238件であゎ,核種分析は原乳中の▲31Ⅰ測定が3地点16件である0その他空間

地点84件とモニタリングポストによる連続測定である｡

(2)測定装置

イ GM計数装置

口 使用GM管

ハ
シンチレーションサーベイメーター

ニ
モニタリングポスト

ホ 波高分析装置

神戸工業SA250

富士電機GM132A 理研B2N

神戸工業BM200C

富士電機P S-532

東 芝ⅥD S-34802

(3)測定方法

科学技術庁｢放射能測定法｣(1963年版)又は科学技術庁の指示に準拠した○

(4)測定結果

イ 雨 水

定時採取による雨水の全β測定値を表1に示し,昭和46年慶から48年壕j

降下量の推移を図1に示した｡昭和48年6月に行なわれた第15回中国核実験

7月2日をど-クにあらわれ高い値を示したがこれも短期間で低レベルに定常化

口 各種食品,その他

各種食軋 及びその他の全β測定結果を表2に示した｡7月忙福島市で採取し

ん革にやや高い値を示したが,これは採取時期と核実験の影響とが重をったため

れる｡魚類については,いずれも検出限界以下であったため除外した0

ハ 機器分析

福島市,大熊町の原乳中の131Ⅰを測定した｡核実験時に影響が頗著忙あらわわ

3),その他の月においてはいずれも検出限界以下であった0

ニ 空間線量率

モニタリングポスト及びシンチレーションサーベイメーターによる結果も例年



かった｡

表1 雨水の全β放射能値

月 別
測 定

回 数

最 高 値

pCi/老

最 低 値

p(〕i/七

平 均 値

pCj/ヱ

降 下 量

mci血2

48. 4

5

6

7

8

9

10

11

12

4 9. 1

2

5

7

13

3

7

11

6

7

3

5

7

3; 11

(測定値は6時間更正値)

lO tllユ11 3 ヰ F 丘 ↑ 訂?/OJJ/j/ ヱ j 午 ∫ ふ 7 g 7/∂//′ヱ/-2
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表3 原乳中の131Ⅰ

採 取 月 日
採取場所 =1Ⅰ(pCi/ヱ)

49. 7. 2 福島市若宮 1.9

7. 3 〝 14.6

7. 4 〝 2 5.6

7. 5 〝 15 4.4

7. 5 双葉郡大熊町 148.9

7. 6 福島市若宮 18 7.3

7. 7 〝 14 4.3

7. 8 〝 114.9

i
7･9

u

〝

n

92.8
!

■■-....■_■J

-○工



(49) 茨城県における放射能測定調査について

茨城県公害技術センター

高 橋 明 子

茨城県の太平洋岸に沿った東海村から大洗町にかけては数ケ所の原子力施設が隣り合1

このような特殊事情から茨城県公害技術センターではこれら原子力施設が環境に及ぼす雇

それに近々東海村に完成予定である核燃料再処理工場や原子力第2発電所の稼動以前の司

把握､更に科学技術庁からの委託業務として中国その他の国で行なわれた核爆発実験の男

をすでに20年近くも継続している｡これらの調査は初めは単に放射能強度を数値的に呑

とのみにとどまっていたが､だんだんと調査技術もすゝみ､学問的にも究明されて来るJ

放射能値と人間の生理的な面との関係を追求する放射線医学や放射線の平和利用と云うこ

目が向けられるようになって来た｡

こゝでは撞く身近恵一般環境の物質や原子力施設の排水等について､48年慶に調査t

をもとに最近の放射能値の変動を検討してみた｡

1.試料採取､処理法等

種々の調査､殊に放射能調査においてはすぐに結論が出せるものではなく､少なくとヰ

年間は調査を継続し､変動や傾向を見て判断し貴けれは浸らない｡表1は過去5ケ年間折

行をった実績である｡この表で見たところでは合計調査回数は年毎に増加しているが､華

は必ずしも増えているとは云えない｡これは毎年テーマを変えて特殊調査を行なっていヱ

もあり､又年によって核実験の有観 回数あるいは爆発規模の大小等からも種目別の回要

ってくる｡

表1 過去5年間の種別別調査回数

種別
年度

44 45 46 47 48

全放射能測定 453 425 505 628 603

放射化学分析 120 149 339 312 383

機 器 分 析 186 193 246

空間線量測定 318 372 296 315 357

計 891 946 1,326 1,448
H

1,589
l

一-▲

更に近年は放射性核種の化学的な分析法も充実してきたし､測定器等も年々開発され

方向が以前の全放射能測定中心から核種分析中心へと変って釆たことも大き夜原因であ

図1には48年慶の採取試料名と採取地点を示した｡この調査では原子力施設およぴ
`■■■■■■■■■■~上こ ヽ一

ゝ仁､云㍗監=空





の一部106Ru､144ce等においては｢海洋放出調査特別委員会化学分科会｣の編集によ

方法も参考にした｡

2.調査結果

48年慶の測定値のうち空間線量は図2､全放射能は表2､核種分析については表3､

まとめてある｡

(i)空間線量測定

一般人が日常生活においてどれ位の量の放射線を受けているかを知っておくために東

大洗町の周辺27地点で毎月1回､これと比較するために他の13地点で6ケ月に1回

線の測定を行夜った｡

r線は放射性物質の原子核から発する電磁波であるから､環境に存在する放射能の量

す夜わち測定点の地質や地形､あるいはその周辺の状況に左右される｡r波高分析器の;

果では､沖積層の土壌はローム層よりもトリウムやウラン､40E等の自然放射能を多く

いることがわかっている｡

図2は地点毎の年間平均値を地理的に表示したものであるが､確かに久慈川､那珂川

沖積層は高く､ローム層である鉾田町や旭村周辺は低い値を示した｡

(ii)雨水塵填

核実験の影響を追跡するために､雨水は降雨毎 浮遊塵は平常時は週1回､核実験直一

日採取調査した｡

第15回中国核実験が6月27日に行夜われて､7月初めに雨水の全放射能が急増し

その後1ケ月近くの間降雨がなかったので変動を見ることが出来なかった｡浮遊塵は毎

測定したが特に高い値も出夜いので､約1ケ月後平常時の調査体制に戻った｡

(iiわ陸 水

原子力施設から環境に出る排水は連続測定が望ましい航 諸事情により月1回､排水】

っては2回採水した｡月毎の平均で時々高い値が見られるが､これは2､3の施設で凰

い濃度の排水を流したためで､分析によりその核種内容も判明し､数値的にも許容濃度｣

あった｡

排水以外の陸水は大体3ケ月毎に採水調査した｡井戸水や河川水で少し高い月もあっ:

地下水や河直の状態によるものと考えられる｡

㈹ 農畜産物

牛乳の全放射能測定,90sr､137cs分析は3ケ月毎､131Ⅰ分析は平常時は月1臥

験直後は毎日行なって核実験によって発生した降下塵の変動を調査した｡結果は全放射≠

90sr､137csともに年間を通して大体一定で例年並みのレベルであったが､7月上砂

旬にかけてぁぃ1Ⅰでは中国核実験の影響と見られる高い値を示したが､7月下旬には軒

戻った｡

牧草は牛乳との関係もあって7月上旬に刈取ったものについては特に核種分析も行な･

同じ農産物のほうれん卓と比べ僅かに牧草が高かった｡それはほんれん卓は一度水洗の寺

むrf址l.･rしへえ九ゝ仁､⊥田ナ｢ナ1乙





い砂が押し寄せられている那珂湊沖等の海底土は90sr､137csともに一年を通して

示した｡

一方魚貝藻類では体長が小さくて骨や内臓をも含めて試料としたシラス､体長が大

部だけのヒラメ､ソイ等､殻を除いたアワビ､ノ､マグリ等､それに海藻と分類し.ク

の他として区別した0更に参考までに淡水魚の測定結果も添えた｡90srはCa含量¢

類が高く､137csは筋肉凰すをわち魚の可食部が高くをる傾向にある｡

3.むすび

測定値をもとに48年慶の調査結果を検討してみたが､核実験直後に採取した幾つか

除いては全て例年通りの放射能強度であった｡この程慶のものは一般環境に存在する自

性物質とみなされ､日常生活では避けられ凌い極く僅かの放射線である｡



表2 全放射能測定結果 上段:放射能強度
下段:試料教

種 類

定時採取雨水

単 位

浮 遊 摩 pCi〟

庭 土

田 土

湖 河 庭 土

上 水 原 水 pCi/ヱ

蛇 口 水

井 戸 水

河 川 水

排 水

湖 沼~ 水

牛 乳

牧 草

ほ う れ ん 卓

精 米

海 水 pCi/ヱ

海 底 土

し ら す

ひ払考ハ等

(可食部)



上段:放射能強度

下段:試料数

表3 核種分析結果(Ⅰ)

単 位核 種種 類

月Y

l

月

4

1

5

1

1

4

5

6

5

0･1

03

1

6

6

9

6

(U

4

0

5

2

6

8

71



表4 核種分析結果 (Ⅱ)

上段:放射能強度

下段:試料数

():47年慶の結果

種 類 単 位

し ら す
0.72(0.47)

3( 2)

4.9(6.7)

3( 1)

7A(5.7)

3( 2)

9.5(4.0)

3r l)

ひらめ､そい等

(可 食 部)

貝 類

( 〝 )

0.52(0.52)

12(18)

1.04(1.13)

5( 7)

14.9(18.9)

11( 6)

28.6(51.4)

4( 2)

13.0(15.5)

12(18)

5.1(5.1)

5( 7)

1.7( 0.81

9( 6)

6.6(6.0)

4( 2)

藻 類
2.7(3.2)

6( 7)

72.6(92.3)

6( 3)

9.3(9.8)

6( 7)

16.4rll.9)

6r 31

淡 水 魚

(可 食 部)

6.00(7.57)

2( 4)

ー( -)

-( -)

57.2(55.3)

2( 4)

-r -1

-( -1

1.15(0.49)

4( 4)

21.6(27.6)

4( 2)

10.9(5.5)

4( 4)

3.1( 2.71

4( 2)



(50) 埼玉県における放射能調査

埼玉県衛生研究所

藤本 義典 丹野 幹楓 中沢 雪

1.緒 言

埼玉県における昭和48年度甚実施した放射能調査の概要を報告する｡

2.調査研究の概要

(1)昭和48年慶における放射能業務の採取地息 回数などは表1のとお少である｡

物 故射能測定方法等ば前報と同じ方法で実施した｡

(カ 全β測定では次の検体を除くいずれの検体も調査期間中に異常値が認められなか一

省略ナる｡昭和48年7月2､3日の定時雨水の測定値は5.60(12.4憫)､1･1

刑Ci/‰戸である｡
(4)90srぉよぴ137cさ分析結果の主をものは次のとぉ少である｡

ィ､大宮市(衛研構内)で昭和48年庭中に採取した雨水塵中の90srは0.29〝‡C

137csは0.42〝lCi/ぱである｡

ロ､穀類の分析結果は麦の90srは4-12pCi/晦､137csは7-12pCi/晦でl

の90srは1-2pCi殉､137csは3-8pCj/晦である｡

へ原乳の90srはそ･5-3･7pCi〟､2･7-3･6S･Uで､13惣こ畏霊.血
3.1-6.9C.Uである｡

ニ､狭山茶の90srは166-169pCiJ%35-40S･UTCt137csは123-

pCレ払 7.6-7.9C.Uである｡

3.結 語

放射性降下物による放射能水準は前年とほとんど同じである｡

すをわち､雨水亀穀覿原乳狭山茶をどの90srをらぴに13Tcsについて軋掛

は認められなかった｡



表1 昭和48年慶放射能調査業務

種 類 採取地 採 取 回 数 調 査 内 容

定時雨水

定量雨水

雨 水 塵

大宮市

大宮市

大宮市

降雨毎

降雨毎､続日は除く

期間内 16回

全β測定

〝､90sr､137cs

滅衰測定を行なう

県単4回

河
川
水
･
M
事
業
所
排
水

野上町

鴻巣市

川□市

本庄市

行田市

幸手市

伊奈町

大宮市

大宮市

戸田市

期間内 2回

〝

期間内 4回

〝 2回

期間内 6回

〝 2回

〝

井 水

大宮市

江南村

期間内 2回

〝

上 水

土 壌

浮 遊 塵

空間線量

茶 葉

浦和市

大宮市

大宮市

大宮市

期間内 4回

期間内 1回

必要に応じて(5回1

期間内 12回

全β測私9●sr､137cs

全β測定､

全β測定､

線量測定､ 〝

送付2試料

減衰測定を行なう

入間市

所沢市

全β測定､90sr､137cs 県単1回

本庄市‖→麦･水稲

川島町

穀 類
全β測定､90sr､137cs 核分は県単

〝

原 乳

日 常 食

梨(長十郎)

江南村

大宮市

羽生市

期間内 1,0回

期間内 2回

期間内 1回

全β測定､鞠r､1きもs､131Ⅰ
90sr､137cs

〝

全β､核分4回､131Ⅰ



(51) 東京都における放射能調査

東京都立衛生研究所

中 村 弘､西 垣

1.緒 口

東京都における昭和48年慶(昭和48年4月～昭和49年3月)の科学技術庁委託に

射能調査結果の概要を報告する｡

2.調査の概要

(1)調査試料および測定回数

試 料 名 採 取 場 所 採取回数 試料数

雨 水

上水(原 水)

〝(浄 水)

下水(放流水)

〝 〝

河 川 水

土壌(0-5cれ)

〝(5-20cれ)

河 庭 土

牛 乳

日常食(都市成人)

〝 (農村成人)

都立衛生研究所屋上

東京都水道局金町浄水場(江戸川水系〕

東京都下水道局三河島処理場

〝 芝浦処理場

多摩川(多摩水道橋下)

東京都葛飾区金町､草地

江戸川(江戸川区北小岩)

伊豆大島

八丈島

東京都日野市多摩平

〝

西多摩郡羽村町羽

()内は核種分析用試料として前処理後､日本分析化学研究祝 日本原子力研究所あ

日本分析センターに送付したもの｡

(功 利定方法 試料の処理および全β放射能の測定は科学技術庁編｢放射能測定法｣(1

年)によった｡

計数装置は陸水､土壌については理研計器製RSC-3NI型､牛乳については科研製

ケーラMode1100AS-A4を､計数管は前者についてはAlokaOM2503A､後者に

はAlokaOMI｣B-2504を使用した｡



伽 測定結果

イ､雨 水

年 月
測定 降水量 最高値 最底値 平均値 ≡=弓=モ･誉..喜
回数 (珊慣) (甚i/Z) (pCi/Z) (pCi/ム

昭和48年 4月 9 124 90 0 49 7.68

5月 8 96 52 5 29 3.15

6月 14 163 1,232 0 115 26.65

7月 3 25 8148 84 3,348 96.61

8月 3 38 32 0 18 0.84

9月 9 154 24 0 8.3 1.33

10月 6 188 57 17 31 7.30

11月 3 27 80 0 27 0.19

12月 0 0 0.00

昭和49年1月 1 11 66 0.73

2月 6 76 62 20 33 1.88

3月 9 119 206 0 77 3.79

計 71
H

1,021
H

150.19

一一中国における第15回核実験(昭和48年6月27日､1-2メガトン級空中水爆

於ロプノール)のため､次の2回の降水中に､その影響がみられた｡

採水期間 降水量 苧6篤晶品苧降下量

①ヱ号昌2呂宝㌶冨:33
…m l･232pCレ1 2･2･2椚Ci/ぱ

②ヱタ昌冒｡:11･4〝
8,148

〝 92･9 〝

試 料 名 測定回数 最 高 値 最 低 値 平 均 値

上水(原 水)

〝(浄 水)

河 川 水

下水(三河島)

〝 (芝 浦)

土壌(0-5珊)

〝(Mαれ)

牛乳(伊豆大島)

〝(八丈島)

4

4

4

2

2

1

1

4

4

3.98 pCi/ヱ

3.45 〝

3.69 〝

17.8 〝

12.8 〝

0.王61pCi/㌢生

0.11 ′

0.95pCi/£

0.34 〝

1.45 〝

3.85 〝

5.65 〝

0.05pCi/㌢生

0.01 ′

2.32 pCi/ヱ

1.34 〝

2.51 ′

10.8 〝

9.23 〝

48.8
椚Ci/ぱ:

31.8 〝

0.091pCi/才生

0.064 〝

3.結 語



(52タ神奈川県における放射能調査

-19 7 3年慶一

神奈川県衛生研究所

高城裕之, 田村少つ子, 小山雫

石井襲二,

1.緒 言

科学技術庁委託,県放射能測定事業,環境濃度に関する研究(県)および今年度よ射菜

食品中の放射能濃度調査をおこをったのでその結果を報告する｡せた,今年度は6月末l′

核実験をおこをい,神奈川県にも主忙降水中に影響がみられ,最高66mCi血2 を記名

2.調査研究の概要

(1)試 料

イ 試料名,採取地息 試料数を表1,2,3,4,5および図1忙しめした｡なj

数は430であった｡

口 試料の処理方法

全β放射能の測定は,｢放射能測定法｣-1963(科学技術庁編)を用い,]

射性セシウム,ストロンチウムは,アルカリー酸抽出をおこをったのち,またルう

についてはアルカリ溶融をおこをったのち,それぞれ所定の処理を行い測定用試拳

灰化を必凛とした試料は,電気炉にて450℃-12時間を基準として灰化した｡

(2)測 定 器

イ 全β放射能の測定には,Alo写a製JDC-151型GM自動測定装置を,空

車の測定には,Alo七a 製TCS-121型シンチレーションサーベイメークを

た｡

ロ

放射性ストロンチタム,セシウムおよびルテニウムの測定に吼Aloka 製1日

型2汀ローバックガスフローカウンタを使用し,た｡

ハ

ガンマ線スペクトルメトリには,ニュークリア･ダイオード社製Ge(Li)検出

びニュークワ了･データ社製ND2400 型波高分析器を使J別ノた｡

3.結 果

表1,2,3,5,図2に今年度の測定結果をしめした｡をお中国第15回核実験に傑

査結果は,第15回の本発表会で発表したとお虻である｡

(1)雨 水 ㈲

中国第15回核実験の影響が,7月3日 66mCi血2 をピークに8月初旬まて

にみられた他は,図3にしめしたように,前年度にくらべ変化は認められをい｡

(2)陸 水 榊

表1,2にしめしたとおカであれ 採取時期による変動は認められるが,年間をと



(4)魚貝革類(MO)

表1,2,3,5にしめしたとおれほとんどの試料が不検出(ND)もしくは測定

以下(LTD)であった｡｢また表5には,l"csぉよび108Ruの測定結果をしめした○

(5)海水(MW)･海底堆積物(MS)

表1のとお少である｡前年度と比較して変化はをい0

(6)空間線量率(AS)

表1および図3のとおカであゎ,前年産と比較して変化はみられをい｡

(7)浮遊じん(Z)

表2のとおカであゎ,前年度と比較し変化はみられをい○

(8)土 壌(S)

表1,2,4にしめしたとおカであゎ,全β放射能については変化はみられをい0せ

年度よb,137csぉよび90sr忙ついての分析を開始したのでその結果を表4にしめし

また,137csについては,化学分析とガンマ線スベクトロメトリとの比較を試みたが,

マ線スべクトロメトリの方が高い値をしめす傾向がみられ,改良の余地がある｡

4.結 語

第15回の中国核実験は,雨水中に第5回の実験以来の影響をしめしたが･他試料への最

北海道産の脱脂粉乳にそれらしきものがみられた他は,認められなかった0全般的にみて

年産と比較し変化は認められなかった0



表11973年度の採取試料と測定結果

試 料 名 採 取 地 点
採取を委

託された
測 定

雨水ち り 09･-〔形じ 衛研構内 0～餌mCi/

1カ月分
雨水チリ

陸 水

9-410pCi

蛇 口 水 小田原市蓮正寺 ND～3.9pCi

下 水

農畜産物

横浜市中部下水処理場 1.5･-9.5

原 乳 横浜市神奈川区 ND-40pCi

横浜市旭区

大 根

牧 草 海老名市

横浜市旭区

ホーレン草

ND～1,300

小田原市

ワ カ メ

魚貝芋類

横須賀市小田和湾

コ イ 相模原市上溝

イ カ 三浦市三崎町

ア ジ 小田原市国府津

横浜港旧5号ブイ

〝 旧10号ブイ

ND-1.1pCi

ND･-1.0

小田和湾 ND～1.4

横浜港旧5号ブイ 1.2～1.8pCj

〝 旧10号ブイ 1.0･-2.0

小田和湾 1.0･･一2.5

横浜市街研構内 3.9･-4.71l

横須賀市武山

0･-5cれ 横浜市保土ガ谷公園 115mCi/k



表2 1973年度の採取試料と測定結果

試 料 名 採 取 地 点 測 定

雨水ち り
降りはじめ
100机g

衛研構内

蛇 口 水 箱根町双子茶屋

17-11,0(氾p

ND･-2.0

道志川･横浜水道青山取入口

河 川 水

陸 水

ND･-0.2

干才川(湯河原町) ND･-3.1

早 川(西湘バイパス下) ND･-5.2

酒匂川(飯泉橋) ND･-2.3

相模川(相模大橋) 4 1 4 ND･-3.0

境 川(境橋) ND･-6.1

芦の湖(元箱根)

湖 水

4 1 4 ND･-5.5

相模湖(ボート場) ND･-2.5

地 下 水 秦野水道取入口 ND･-6.6

天 水

(濾過)〝

双子山山頂 ND･-11

ND･-3.3

0.7-1.7pCi

海 草 類 小田和湾湾内

魚貝芋類

ND･-1.4

魚 貝 類

小田和湾湾内

0･-5cれ 県内各地

土 壌

13･-160mCi

5･-20cm ND-210

0.1-2.5〆:i



表3 食品中の放射能濃度

No 試 科 名 試料数 全β測定値

0

MO

ジャガイモ 34 I｣TD～500pCi/晦生

タ マ ネ ギ 7 I｣TD～200

ニ ン ジ ン 5 I｣TD～700

ハ ク サ イ 3 I｣TD～100

ホーレンソウ 2 100～200

キ
ャ
ベ ツ 2 I｣TD～ 30

キ
ュ ーリ 1 300

コ マ ツ ナ 1 I｣TD

サツマイモ 2 LTD～100

生 乳 2 5 LTD～260

脱脂粉乳 8 I｣TD～4400

魚介類
】
H

8 LTD～500
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(53)新潟県における放射能調査

新潟県公害研究所

篠川 至, 菅井隆一,石橋幸三,

殿内重政, 鈴木 斉, 井口捨三

1.緒 言

昭和48年慶における科学技術庁委託の放射能調査結果の概要について報告する｡

2.調査研究の概要

(1)調査対象

前年度に引き続き雨水,浮遊じん,陸水,海水,海底士,農畜海産物,空間線量(サ

イメーター,モニタリングポスト),さら把今年度から雨水チリの全ベータ測定を行を

(2)測定方法

試料の前処理および測定は科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣に準じて行を

全ベーター放射能の測定は日本無線医理学研究所製のPI)0-801ロ塑およぴLBC-22

測定装置を使用した｡｢また,空間線量率の測定は日本無線医理学研究所製TCS-121(〕

チレーションサーベイメーターとMSR-R･63-51型シンチレーション式モニタリング

を使用した｡

(3)調査結果

各調査項目の測定成績は表1に示した｡

イ 雨 水

雨水は降雨毎に9時に採取し,以後120時間に10回測定して放射能を算出し

走成線および桂月変化を表1および図1に示した｡

表1のように年間降下量は36.92mCi血2 で,前先度の57.10mCi/払2 に比

の傾向がみられた｡また,経月変化は第15回中国核実験の影響が現われた7月に

を示したほれ10月から1月にかけて降雨量の増加忙よカヤゝ高い値がみられた

ロ 浮遊じん

浮遊じんは毎週一定時期に被験空気約1.000〝タを採取し,採取後120時間に

測定して放射能を求めた｡平均放射能強度は0.119pCi〟で前年度の0.189pCi

に比べてやゝ低値を示し,せた経月変化は雨水と同様7月に最高値を示した0

ハ 雨水チリ

雨水チリは毎月の初旬に採取し,その一定量(200舶)を分取し全ベーター削

科とした｡測定成績は表1,図1に示したように6月分(48.7.4採取)が6:

mci粛 と最高値を示し核実験の影響がみられた｡

ニ 空間線量

サーベイメーレ一による空間線量率は平均6.0庫R/brで前年度(6.2/`R/hr

ケんダ†計程暦であ(た∩ せた.モニタリングポスト音訓定借は蓑2に元したエうに月



川水については月による変動はみられるが全般に前年度とはとんど同程度であった0

へ 海水,海底士

海水,海底士の放射能は前年産に比較して全般にやゝ低い値であった(表1)0･

ト 農畜海産物

農畜海産物は前年度忙比較して全般にやゝ低い値であった(表1)0

3.結 語

昭和48年慶は,6月27日に中国の核実験が行なわれ,･その影響が7月中に雨水,浮義

をどにあらわれたがその他の月は前年産と同程度かやゝ低い値を示していた○

㌔
ぷ
＼
C
E
塊
堰
磐
毒
虫

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

昭48 昭49

図1.定時採取雨水および雨水チリの月別放射能降下量

-{ゝ--一
定時採取雨水







表2 モニタリングポスト測定値

日平均最大値(CPS) 日平均最小値(CPS) 月平均借 (CPS

20.8

17.5

31.0

18.0

18.9

19.8

19.0

24.0

2 8.8

21.3

17.1

13.0

13.1

13.0

13.8

13.1

13.0

13.1

13.0

11.3

11.4

12.0

14.3

14.1

14.3

15.2

14.6

14.5

14.5

15.1

14.9

14.2

13.6

年平均値(CPS) : 14.5

注:昭和49年2月22日(16:00)から3月31日までは新庁舎への移転お

転後の作業のため測定中止｡



(54)新潟県における第16回申国枝実験

による放射能調査

新潟県公害研究所

篠川 至, 菅井隆｢ 石橋幸≡

殿内重政, 鈴木 斉, 井口捨三

1.緒 言

昭和49年6月17日に中国はウイグル自治区ロブノールで約1メガトン級の大気圏核

行をったので翌18日から放射性降下物調査を実施した｡

2.調査の概要

(1)調査方法

調査対象は雨,浮遊じん,空間線量,ジャイアントパーティクルとし,試料採取およj

は新潟市内の当研究所で実施した｡雨は6月21日を除いて定時採水法によカ採取し,

量はモニタリングポストによわ連続監視を行夜レ㍉ 浮遊紛じんは電気集塵器およびハイ

ムエアサンプラー(8〝 ×10〝硝子績維折紙装着)で集塵した｡雨および浮遊じんは

ク放射能測定を行ない｡一部の試料についてはガンマー線スペクトロメトリーを行なっ

た,ジャイアントパーティクルの検索にはGMサーベイメーターを使用した｡

(2)調査成績および考察

イ 雨 水

6月21日の11時30分頃から降雨があゎ13時5分まで忙123耽βを採取,ニ

クー放射能を測定した結果平常値の100倍以上の値が得られた｡これをNaI(T.

出器によカガンマー線スペクトロメトリーを行をったところ2きONp,90Mo-■9∽T

われるピークが検出された(図1)｡また,これをGe(Li)検出器で測定したとこ

Np,90Mo-♪○椚Tcそれに2"ロのピークが認められた｡をお,全ベータ放射能の

更正値は5.9pCi尤であった｡また,里22日の9暗までの雨を定時採水し測定

ころ0.2pCi尤で降下量は2.9m()i/戊㌔ であった｡この雨のガンマー線スペク

トリーを行った結果,前日と同様230Np,09Mo-90椚Tcと思われるピークが認め

が他のピークは検出されなかった｡さらに,24日の雨(1,100仇β)の全ベータ･

能は0.05p(〕i/′訟で核実験以前の平常値とほぼ同程度とをったが,ガンマースベ

メトリーの結果239Npと思われるピークがわずかに認められた｡しかし これ以後(

らは2さ9Npは検出されをかった｡つぎに,フォールアクトの形態を知るために,6.

日に採取した雨水の一部を折紙(東洋他2),メンブランフィルター(ザートリュ

0〟),ミリポアフィルター(0.45〟)の贋序で炉別し,夫々の炉紙についてガニ

線スペクトロメトリーを行った｡その結果折紙(仙2)とメンブランフィルターに

クは検出されず,ミリポアフィルターにわずかに認められたが大部分は炉液中よ射



半の折線部分を差し引いた前半の部分を片対数にプロ,卜し半減期を求めると3.

をカ,他の試料についても同様を方法で半減期を求めると約3日とをった｡これ

および00Moの半減期よカヤや長いが,23Tuが検出されたことから3つの核種

掛け上の半減期が約3日とをったものと思われる｡

ロ 空間線量

降雨時にやや高い値を示したが,その他は平常値と同程度であった●

ハ 浮遊じん

3.結

6月18日から測定したが核実験の影響は認められをかった｡

ジャイ7ンツパーティクル

6月18日から23日まで当研究所屋上でGMサーベイメーターを用い検索し

できをかった｡

語

今回の中国核実験の影響は雨水中にのみ現われたが約3日間で平常値に戻った｡ぜた

射能の大部分が炉液中から検出され,その核種は誘導放射能である230Np,237uおよ

生成物の09Mo-9=聖cのみであった｡さらに第15回の核実験では影響が2週間後再ひ

が今回は認められをかった｡

最後に本調査にあた少御指導をいただいた新潟大学の′J､山,外林両教授をらび忙無機

学教室の方々に感謝いたします｡
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図2.雨水の減衰曲線

爆発日:昭和49年6月17日15時とする



(55)石川県における放射能調査

石川県衛生公害研究所

倉知 照, 板倉 淳

L 緒 言

石川県では,昭和37年以来,科学技術庁委託の放射能調査と,昭和43年以来の県独巨

画による原子力発電所建設予定地周辺の放射能調査を実施している｡今回は,昭和48年腐

和48年4月1日から49年3月31日せで)に行った調査の概要について報告する｡

2.調査研究の概要

(1)試 料

委託分 雨水ちれ15-3件,浮遊塵1吼上水4件,海水4吼魚海藻類8吼年

0件(内6件は機器分析用),土壌2件,海底士4件,空間線量12侃 計198件(

タリングポストによる周年連続測定は含まをい)

県独自分 海水6件,魚海藻類24件,牛乳8侃土壌12件,海底士6吼米麦4

野菜8件,牧草3件,河川水12件,空間線量30件,計113件｡

核種分析用送付試料 雨水ちカ12吼 上水4件,海水4侃 海底士4吼 魚海藻類

牛乳4件,土壌2件,日常食6件,計44件｡

(2)測定方法

試料の前処理おエび測定方法は,科学技術庁編｢放射能測定法(1967年)｣によ

(3)測定機器

GMカウンター : 富士通製SA-250型

シンチレーション･サーベイメーター :富士通製SM-200塑

波高分析器(400cll)

原子吸光･炎光光度計

モニタリングポスト

(4)調査結果

東京芝浦製特塾

ジャーレルアツシュ製AA-IE型

Alo k
a製

イ 雨水中の放射能

表1に示したように,調査期間中の降水量は.約2,100仰で年間の放射能降下量

約520mCi血2であった｡6月27日に第15回中国核実験がおこをわれ,その

表2のように雨水中にその影響が認められ,当衛研で測定された値のうち第15回申

実験(S48.12.28)につぐ高い値であった｡

せた,図1に核実験後に採取した雨水,浮遊塵の核種分析したものを示したが._こ

ンマ線スペクトルに99Mo･J9nTG230Np,132Te,123Ⅰ,237tL140Ba-140La,130

95zr-♪5Nbと思われる多くの核分裂生成物のピークを認めた｡23･9Np,237uが認め

たことから3F爆弾の可能性も考えられる｡月間降下量は,やはカ核実験の影響があ

7月が,364.1m〔=/亀㌔/月と一番多かったが,暫定指標の第一段階の2.5Ci/



表3に示した○いずれも,バ,クグラウンドレベルと大差そいものと思われる

また,牛乳中のヨウ素131量は,最高値が3.8pCi/ヱであった｡

ハ

空間線量

金沢市における測定値は,7･6～1.0.2〟R/hであれ年間の平均は8.6〟

た0原子力発電所建設予定地周辺の測定値は7.2～9.9〟ル旬.であ少その平均

〟R/41であった｡

また,当衛公研屋上に設置したモニタリングポストによる空間線量の連続卸

24日から始めたものであるが,3月31日までの1時間値札11.5～23.

範囲であった｡

3.結 語

昭和48年庭中には中国核実験(第15回)がおこをわれ,その影響が雨水,浮嵐

に認められた｡しかしその他の調査した各種試料の測定値には核実験の影響があった

い0また原子力発電所建設予定地富来,志賀町周辺の放射能調査の結果もバックグラ

ルと大差をいものと思われた｡



表1 雨水の全β放射能

年 月 測定回数

最 高 値

(6時間更正値)

pOi/ヱ

降 水 量

m爪

降 下 量

(6時間更正値)

m(コiノ戊㌔

8

9

8

6

5

▲▲

0

3

9

9

5

5

1

1

1

1

1

1

1

1

41

134.0

112.5

165.5

27.0

84.5

164.0

209.5

308.5

339.5

214.0

172.5

177.0

2,108.5

表2 核実験後の雨水の全β放射能

放射能強度pci/ヱ 降 水 量 m 降下量 mCi粛

6.30～7. 1

7. 1～7. 2

7. 2～7. 3

7.19～7.20

8,274

26,677

15,797

7,503

37.2

226.8

94.8

3.8
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(56)福井県における放射能調査

福井県衛生研究所

北川貞治. 早川博信｣ 吉岡満天

松浦広幸. 五十嵐修｢ 山本政儲

1.緒 呂

昭和48年慶忙福井県衛生研究所が行なった調査研究は,科学技術庁委託の｢環境放射

と県単事業の｢原子力発電所周辺の環境放射能調査｣である｡ここ忙.これらの概要を報

2.調査結果の概要

(1)試 料

福井市周辺:雨水,浮遊塵.陸水t 野菜.牛乳 士風 空間線量

原子力発電所周辺:陸水.野菜,牛乳.土壌.海水.海底土,海産生物 空間線量

(2)測定法

全ベータ放射能:｢科学技術庁編,放射能測定法(1963)｣

核種分析:海産生物.海底土の測定VCは,Ge(Li)検出器-4000Ch P.瓦A)一

131Ⅰ測定には,NaI(℃乙)検出器-400chIIH∴ん

空間線量:熱ルミネッセンス線量計(TLD),シンチレーションサーベイメーク,モ

ンクポ.スト

(3)測定結果

(3)-1 全ベータ放射能

第1表に福井市周辺の測定結果を.第2夷 第3表に原子力発電所周辺の測定結果を二

既に第15回本発表会に報告のとおれ 6月27日の第15回中国核実験の影響をうけ･

月1日22･00～7月2日9:00忙降った雨水中VC.8･6p'Ci/h･e,185mCi血ン1E

射能が検出された｡

その他の全ベータ放射能については.最近の数年間のレベルと大きな変化は見られなか■

(3)-2 空間線量

モニタリンクポスト(福井市)の連続測患 シンチレーションサーベイ忙よる線量率竜

は,第15回中国核実験直後にヤや高い値がみられたほかは特別な変化はなかった｡.

熱ルミネッセンス線量計(TLD)による原子力発電所周辺の空間横算線量の結果を第

示す｡これらの値は前年度と同じレベルで変化は認められなかった｡

(3ト3 牛乳の131Ⅰ

原電敦賀発電所から最も近い牧場の牛乳を5月～10月まで毎月1日測定した｡核実j

響として7月5日に採取した試料から.42pCi/上の131Ⅰが検出されたが,その他の.

料については検出限界以下であった｡

(3ト4 核種分析

稼動中の敦賀,美浜発電所及び49年塵塚動予定の高浜発電所周辺の海底土,海産生と



ラ忙131Ⅰ等の短半減期核種が認められたが｣特忙7月の美浜発電所周辺のホンダワラか

水の影響を受けて30PCi/雅ダの皿Ⅰが検出された｡しかし,それらの核種のレベルは,

物理的半減期によって減衰し,9月忙は短半減期核種はほとんど認められ浸く浸っている

7月忙採取した陸上植物のヒメムカショモギからも.数多くの短半減期核種が検出され

れ その結果を第6表に示す｡ヒメムカショモギから検出された核種は敦凰 美挽 高浜

とも同レベルであれ 9月以降忙は核実験の影響は認められなくなってぃる0

原子力発電所の放射性廃棄物VCよる核種として,従来どおb60co,58cot54Mn,59Fe

鶉.貝類に認められたが｣その量は前年と同様で変化はみられず極めて微量であった0

3.結 語

今年度は,第15回中国核実験の影響が7月1日以降忙短期間認められたほかは,年間を

て最近の数年間のレベルと大き夜変化はみられなかった｡又,原子力発電所周辺の環境放射

査から.環境保全上問題とすべきような汚染はなかったと考えられる0
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第3表 原子力発電所周辺の全ベータ放射能(その2〉

種 類

魚 類

月 類(肉)

〝(内臓)

〝(除殻)

藻 類

備 考

アジ,クコ,ハマチ

サザエ

サザエ

ムラサキイガイ

モズク,ワカメ,ホン

魚 類

月 類(肉)

〝(内臓)

藻 類

魚 類

月類(除殻)

藻 類

アジ,カレイ,キス

サザエ

ワカメ,ホンダワラ

アジ,サバ,メジナ

サザエ

ホンダワラ

5
′}20

c肌

0 ～ 5 C帆

5 ～20
c吼

くク レン葺

こ 根
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57 福井県における第16回中国核実験の

影響について

福井県衛生研究所

北川貞治,早川博信,吉日

松浦広幸,五十嵐修一,山コ

1.緒 百

中国は1974 年6月17日15時(日本時間)にロブノル地区の大気圏におぃて第16匝

実験を行夜った○これにともない放射能調査を実施した結乳今回の核実験忙よると考えらか

わずかの影響が認められた｡

2.調査概要

(1)調査方法

調査対象は,福井市(当衛研)で雨水,浮遊塵を採取し全ベータ測定を行なぃ,当衛研仁

上に設置してあるモニタリングポストよカ空間線量の連続測定を行夜った｡また,敦賀市¢

乳よわ131Ⅰの測乱敦賀市,美浜吼高浜町の3地区よ少野草(ヒメムカショモギ),海漂

ンタワラ),水盤法による降下物(6月分)をそれぞれ採取し核種分析を行なった｡

(2)調査結果

雨丸浮遊塵の全ベータ放射能測定やモニタリングポストおよび牛乳の核種分析の結果か

は核実験の影響は認められをかった｡

第1表忙,7月3日～4日忙敦乳美浜および高浜地区で採取したヒメムカショモギ,間

物,ホンダワラの核種分析の結果を示す｡

敦賀地区ではヒメムカショモギVC210PCi胸生,降下物VCO.29mCi//亀戸,ホンダワラ

180Ⅳi/相生の131Ⅰが検出され,美浜および高浜のホンダワラからも99～170PCi/悔

の㍑1Ⅰが検出されたが･同時に陸上試料であるヒメムカショモギ,降下物のほとんどの試料

ら140Baが検出されておb,その放射能比はHunter-Ballowの核分裂後16日の値で

るところの,131Ⅰ:140払=1:2とほぼ同程度である｡

敦賀,美浜および高浜地区では現在多数の原子力発電所が稼動しておれ これらの施設か

の影響があるとも考えられたが,しかし敦賀地区忙例をとれば,この期間に発電所から放出

れた131Ⅰ忙よる影響を計算によわ評価しても,検出された量の数多以下と推定された｡

J従って･今回の検出された131Ⅰ,140Baは原子力発電所からの寄与とは考えられず,核実
の影響によるものと考えられる｡

3.結 語

第16回の中国核実験の影響は従来の緊急対策暫定基準から考えると,極めて低レベルであ

た0本県では,現在軽水冷却型原子力発電所を対象とナる調査を実施してぃるが,最近では極

て低レベルの131Ⅰを目標に調査を行う必要も生じてきてぃる｡

従って,核実験の影響調査では,原子力発電所の寄与のない地点での調査を行なうとともに





58 静岡県における放射能調査

静岡県衛生研究所

植松甲之介,服部 智,息 明雄

房家正博,石渡達也

1.緒 口

静岡県では,昭和36年度よわ科学技術庁委託放射能調査を,又,昭和47年慶よわ鞘

浜岡原子力発電所運転開始にそ夜え操業前放射能調査を実施している｡今回は,昭和48｣

おけるこれらの概要忙ついてのべる｡

2.調 査

測定対象物としては,雨水,浮遊塵.陸水 農畜産物t海産生物,土壌,海底士などとl

水については降雨毎に･他のものについて軋年1～6回測定した0全ノ簸射能軌定は,司

術庁発行山放射能測定法II忙準拠して行ない,測定はGMカウンターを使用した｡90sr レ

ては,化学分析処理後,低バックグランド型ガスフローカウンターでβ線測定を行ない定j
3.調査結果

陸水,海丸土壌･海底土,農畜産軌海産生物についての全β放射能測定結果の巾を毒
ら表4までにしめした｡

これらのうち陸水は,上水,井水,河川水共忙ほぼ同一レベルにあゎ,又上水忙ついてケ

調査および委託調査共に同様なレベルにある｡海水,海底土は,原発調査および委託調査て

なレベル忙あゎ,特異的夜高h値はみられていなぃ｡農畜産物の放射能レベルでは,茶葉弓

とほほ同程度のレベルであるが,茶葉については,その測定対象が荒茶であゎ,又,実際F

に供されるのは茶水であれその全β放射能移行率は60～70多といわれている｡海剋
つぃても,その放射能レベルは,農畜産物とほほ同程度であゎ以上のべた全般忙わたって司

に高い異常夜値はみられていない｡化学分析による90激 の測定結果は,表5に示されてし

これも全β放射能軌定結果と同様な傾向にある｡
4.結 語

以上のとう少,これらの調査結果は昨年と同様,減少又は横ばい状態を示し,特異左傾拝

られ浸かった｡



表1 陸水,海水

単位:PCi/ヱ

項 目
原発周辺調査 委託調査

試料数 測定値の巾 試料数 測定値の巾

上 水 12 LTD～ 8.3 4 LTD､′追.3

井 水 12 LTD【､J12.5

河 川 水 6 LTD～9.3

海 水 32 LTD 8 LTD～1.2

表2 土壌,海底土

単位:PCi万乾

項 目
原発周辺調査 委託調査

試料数 測定値の巾 試料数 測定値の巾

土 壌

海 底 土

3

32

0～20dⅦ

0.7～2.0

LTDヘゼ.4

3

3

8

0.5c閻

LTD～1.5

5へ20のⅥ

LTD～0.2

0.4～4.2



表3 農畜産物

単位:PCi/g生

原発周辺調査 委 託 詞
項 目

試料数 測定値の巾 試料数

か ん し ょ

米

自

キ

大

み

原

茶

ほ う れ ん 草

3

2

1

2

2

1

3

2

4

4

0.1～0.2

LTD

LTD

LTD～0.4

LTD～0.7

LTD

LTD～0.2

0.1

LTD～0.2

4.0～4.7

4

6

4

3

4

LTD･

LTD

L

2.5～

0.5～

TX一
茶葉は荒茶を対象としているので単位はPCi/g荒茶



表4 海産生物

単位:PCi/g生

原発周辺調査 委 託 調 査

項 目

試料数 測定値の巾

ム ラ サ キ イ ガ イ

イ セ エ ビ

ホ ン ダ ワ ラ

ブ ラ ン ク ト ン

ア ワ ビ

サ ザ エ

ハ マ ダ リ

ジ メ

マ コー

サ ゴ

ラ メ

2

1

2

1

1

1

2

2

2

1

1

2

2

1

1

1

LTD～0.4

0.8

LTD

LTD

LTD

l.6

LTD

LTD

LTD

LTD

LTD

LTDへ0.3

LTD

LTD

O.3

LTD

試料数 測定値の



表5 農畜産物

海産生物中の90sr

項 目 試料数 測定値の巾

キ ャ
ベ ツ

根

1

3

2

4

3

2

2

1

2

0.0031

0.0078～0.015

0.0041～0.0045

0.0011～0.0024

0.24 ～0.32

LTD

LTD

LTD

LTD

PCi/g

〝

〝

PCi/g

PCi/g

〝

〝

〝



59 愛知県における放射能調査

愛知県衛生研究所

井上裕正, 浜村憲克, 茶谷邦男

加賀美忠明, 森田登喜子

昭和49年1月から昭和49年12月までの科学技術庁による委託および愛知県独自でお～

った放射能調査の概要を報告する｡

1.調 査 対 象

雨水(定時採取),降下じん,上水,河川水,下水,下水沈でん物,海水,海底土,二

野菜,牛乳,牧草,魚月類,海藻,空間線量等262件である｡

2.測 定 方 法

試料の前処理および測定は科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣にしたがって守

った｡

3.測 定 結 果

試料の各種別についての本調査期間中にえられた測定値は表のごとくであゎ,その結≠

全般的に前期と同様であった｡





60 京都府における放射能調査

京都府公害研究所

迫田吉之助,小西 勉

江阪 忍,山川 和彦

1.緒 呂

昭和48年慶に科学技術庁の委託を受けて行った京都府の放射能調査結果忙ついて報告

2.調査の概要

(1)調査対象

調査の対象ははほ前年どおわである｡

測定試料数は,項目別忙みると下記のとお守で総数124件であった｡せた,別に核

用試料として雨水,ちカ(月間採取),上水.土壌,日常食,原乳,海水.海底土,製

いて39件をそれぞれ前処理後(財)日本分析化学研究所,日本原子力研究所に送付し

調 査 項 目

雨水,ちカ(降雨どと)

〝 〝 ( 月間)

河 川 水

上 水

海 水

牛 乳

茶

魚

土 壌

海 底 士

空中線量

試 料 数

73

12

4

4

4

4

3

2

2

4

12

計 124

(2)測定方法

イ.試料の前処理と方法

｢放射能測定方法｣(1963年科学技術庁編｣の方法に従って行った｡

ロ.計測装置

雨水ちちわ,河川水,上水,土壌.海水,

海底土の測定

計数装置

GM計数管

.口兼吉/r､ミRll己=

島津製作所製EC-14型

島津製作所製B-14型

(マイカ窓の厚さ,3.Omgカ誹)



空間線量の測定

計教生置 ∵

アロカ製 TCB-121製

r線用シンチレーション.サーベイメーター

(3)調査結果

雨水中の放射能の月別推移を表1に,また,陸水,農畜産物等の放射能測定値を表2にラ

イ.雨水,ち少

雨水.ち少の放射性降下物については6月30日,7月2日の降雨からそれぞれ 2

Ⅱ£i/血2,64.67Il疋i/E㌔と高h放射能を検出したが,これは第15回中国核実月
月27日)の影響忙よるものと考えられる｡

ロ.食品類.土壌

牛乳,茶,フナについては,過去5年間の結果と比べてやや減少若しくは横ばいであ｢

土壌,海底土忙つぃても食品と同じ傾向であった｡

ハ.海水,陸水

海水.河川水については過去5年間の結果忙くらべて低いレベルであるが,上水につL

やや高い｡

ニ.空間線量

前年度と同じレベルであった｡

(4)結 語

本年度の調査結果では,雨水.ち少については,中国の核実験によカーー時的に高h放射竃

出したが,その後平常値に復しておわ,雨水,ちカ以外の各試料の測定値には異常がみらオ

むしろやや滅少の傾向がみられた｡
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61 大阪府における放射能調査

大阪府立公衆衛生研究所

沖 岩四郎, 田村幸子, 杉浦 渉

1.緒 言

大阪府における,昭和48年9月から昭和49年12月せでの放射能調査の概要を報告

この調査期間中,昭和49年6月17日に中国が第16回目の核実験を行をい,またフラ

南大平洋で核実験を行をった｡しかし,中国核実験時にわずかの影響を検出したにすぎを

2.測定方法

測定方法は科学技術庁｢放射能測定法｣に準拠した｡グロス･ベータ放射能に関する測

雨水･ちb,雨水,浮遊塵についてはAloka TDC)-2に自動試料交換装置を接続し,A

GM-LB-2501を検出器として測定を行った｡上記以外の試料については,ニューク

シカゴ製低放射能測定装置(ガスフロー･タイプ)を用いて測定を行った｡空間線量率の

Aloka ND-R12-195 型(モニタリングポスト)およぴAloka T(コS-121型(サー

ークー)を用いて行をった｡

3.調査研究の概要

(1)雨水･ちカ

地上約20例の屋上に設置した受面積1000c戎のステンレス製円筒型水盤に原則とし

日間雨水･ちカを捕集し,その古畳を濃縮乾喝し測定試料とした｡測定値は1日あた
均し,m(〕iぺ才3･dayの単位で表わした0
図1にその結果を示す｡春にやや高いことと,中国核実験時に高いことが認められる｡

(2)雨 水

直径30(Ⅶのデポジットゲージに雨水を受け,毎日定時に採取し,100仇β以上の雨

いて,1q O血Zを濃縮乾喝し測定試料とした｡それらの72時間値を図2に示す｡中国

の影響はほとんど認められなかった｡

(3)浮 遊 塵

地上約15例の高さで,Aloka EC-5型平行横型電気集塵器を用い,720?ガの空

引して浮遊塵を捕集し,極板を水で洗い,その吉を濃縮乾喝して測定試料とした｡囲3
時間値を示す｡中国核実験の影響が認められる｡

(4)その他の試料

表1に,その他の試料について最高低 最低値,平均値を示す｡特に高い値は検出さ

った｡

(5)空間線量率

ぃ)モニタリング･ポスト

地上約24別のポール上にNaI(1×1インチ¢)の検出器を設置し,空間線]
二由血生雪コ怨l 妻コ金主血工 L_∧､L l吐R月烏′アヽ凋II仁≡=籍プL萱羞ム L み

ノ章芹⊂l′rヽコ乙也ノr古ワL
日后山r･



術庁方式｣忙よった｡その結果を表3に示す｡例年通わ,枚方市の方が熊取町よわ

値を示し,異常は認められをかった｡

4.結 語

中国核実験の影響がわずかに認められた以外には,異常を放射能は検出されそかった｡

表1 陸水,海水,原乳,土壌等の測定値

試 料 単 位 最 高 値 最 低 値 平 均

上水源水(淀川)

蛇 口 水

河 川 水(大和川)

下水(津守･中浜東)

海 水(大阪港)

海 底 士(大阪港)

河 底 土(中 央)

(左 岸)

土 壌(0～5珊)

(5～20珊)

源 乳

1

0

3

●

●

●

6

1

1

3.1士0.7

3.2±0.8

6.8±2.0

7.9±1.6

1.3±0.2

2.2士0.4

0.7±0.3

2.6±0.2
･X

え0

1.0★

0.07±0.

キ 2例

表2 モニタリング･ポスト測定結果

最 高 値 最 低 値 平 均

14.2

13.7

13.5

13.5

13.6

14.8

13.3

15.2

13.5

13.6

14.2

12.6

12.5

12.6

1a6

12.6

12.4

12.5

12.5

12.3

12.5

12.5

13.1士0.4

13.0士0.3

13.0±0.2

13.0士0.3

12.8士0.3

13.0士0.5

12.9士0.2

13.0±0.5

12.7±0.2

12.9±0.2

13.0±0.5



表3 サーベーメータ忙よる空間線量率測定結果
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62 兵庫県における放射能調査

兵庫県衛牛研究所

大 路 正 雄

1.緒 言

昭和48年9月よ力昭和49年8月ぜでの期間に実施した放射能調査の概要を報告する

2.調査研究の概要

2.1.雨水,雨水ち少,上水,河川水,海水,海底士,牛乳,牧草,だいこん,米,日

空間線量等157件｡

2.2.測定方法

試料の前処理および測定は科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣に準拠し

った｡

2.3.調査結果

本調査期間における雨水中の放射能の月別推移を表1に,また陸水,農畜産物等

能測定値を表2に示した｡

本調査期間中中国が第16回(昭和49年6月17日)の核実験を行をったが,

の降雨中の放射能測定値は平常値で,高い放射能は測定しをかった｡又24時間設

塑水ばん中の降下じんも平常値であった｡その他陸水,海水,農畜産物等の測定値

常は見られをかった｡

表1.雨水中の放射能の月別推移

月 別 測定回数
平 均 値

PCiパ戒

最 高 値

PC仁パ舶

最 低 値

POiパ混

雨水によ

月間降下

mci//′鮎

48年 9月

10月

11月

12月

49年 1月

2月

3月

4月

月

月

月

5

6

7

l

l

1

7

2

1

1

7

9

8

7

8

5

0.039

0.038

0.0 5 2

0.0 56

0.061

0.0 6 2

0.102

0.07 0

0.0 88

0.0 77

0.062

0.0 6 2

0.0 4 7

0.0 5 2

0.05 6

0.061

0.084

0.158

0.138

0.15 8

0.159

0.104

0.012

0.015

0.0 5 2

0.0 5 6

0.0 61

0.0 43

0.044

0.0 37

0.041

0,040

0.010
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63 和歌山県における放射能調査

和歌山県衛生研究所

吉野 実, 森 喜博

1.緒 言

和歌山県における昭和48年度(昭和48年4月1日よカ昭和49年3月31日まで

技術庁委託による放射能調査結果について報告する｡

2.調査の概要

(1)調査対象は表-1に示した｡昭和48年乾の調査件数は144件であった○

表-1 昭和48毎度放射能調査項目

種 類 採取場所 採取回数 調査対象

雨水(定時採水) 和歌山｣市 降 雨 毎 全 β 測定

雨水･ち少(月間) 〝 期間内12回 全β測定,送付

上 水(原水) 〝 期間内 4回 〝

牛 乳(原乳) 〝 〝 〝

土壌(0～5(Ⅶ) 〝 期間内 1回 〝

〝 (5～20の耶) 〝 〝 〝

日常食(都市成人)
〝 期間内2回 送 付

〝 (農村成人) 有田郡 〝 〝

〝 (農村幼児) 〝 〝 〝

野 菜(白 菜) 和歌山市 〝 全β測定

〝 那賀郡 〝 〝

果 実(みかん) 〝 〝 〝

〝 有 田 市 〝 〝

(2) 測定法および測定装置

試料の前処理,漁綻方法は科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣にしたがつ

測定器としてはGM計数装置は東芝製3048型.GM計数管は東芝製M-231

した｡



表-2 雨水および雨水･ちカの全β放射能

年 月 降 雨 量

雨 水 雨水･ちカ

月間降下量

測定回数

強匿(平均値) 月間降下量
〝m

po仁パ舶 mciぷ mci腐

48. 4 214.5 14 0.11 20.29 1乞.28

5 124.5 8 0.09 8.80 0.55

6 60.0 8 0.08 3.38 80.54

7 30.0 2 8.44 225.99 1.97

8 116.0 11 0.08 7.52 4.10

9 118.0 10 0.09 9.96 13.03

10 227.0 8 0.05 8.27 2.61

11 14.0 4 0.08 1.15 0.52

12 2.5 2 0.11 0.27 0.43

4 9.. 1 45.0 1 0.03 1.17 1.18

2 83.5 8 0.09 5.54 3.64

3 69.5 8 0.10 4.72 2.99
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64 鳥取県における放射能調査

鳥取県衛生研究所

宮田年象 谷口早武 村江清六

尾田善夫

1.緒 言

昭和48年慶に実施した放射能調査の結果の概要を報告する｡

2.調査研究の概要

(1)測 定 法

試料の調整および測定法は,科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣,｢放射台∈

分析法(1967)｣,｢シンチレーションカウンターによる環境放射能の測定法(1

｣,｢モニタリングポストによる空間線量の測定(1968)｣そどによった｡

(2)調査結果

イ･雨水および雨･ちカの全β放射能,雨水中の放射能濃度は.6月末から7月初句

5回中共核実験(6月27日)の影響が認められたが,いれ以外の時は0.1pCi

下で0.02～0.04p〔)j/舶が通常値であった｡

大型水盤による放射能月間降下量を測定したところ,0.28～45.5mCi/馳

の値を示した0本年度は中共の核実験による影響で高値を示したときがあったが,

除外すると春～夏は低く,冬期に高値を示した｡これは昨年の傾向とは異ったもの

た｡(表1)

ロ.陸水･食品および土壌の全 放射能

陸水には,ほとんど放射能は認められをかったが,農畜産物にわずかではあるが

を認めるときがあった｡

土壌中の放射能は,馳2当カの値で上層が下層の2～3倍を示した｡また,昨年

に比していずれの部位もやゝ高値であった｡(表2)

ハ.浮遊じんの全β放射能
ろ紙式集じで器で月6回集じんし,その放射能を測定した｡

採取日によ幻放射能強度に大きを差があったが,例年のどとく,春から秋にかけ

冬期は低値を示した0また,短半減期の核種がその放射能の主とをっているが,そ

は採取日によカ異をることも認められた｡(図1)

ニ.核種分析

県内産牛乳を番数月に2ケ所から採取し波高分析をした｡本年度はシンチレーシ

ッドを変更したが,標準のアイソトーブが入手できず,Ⅰ-131およびOs-13｢

ユーリー数が出せをかったので.総力タントのみを示した｡(表3)
ホ.モニタワングポスト

月平均は年間を通じて大きを変化は認められをか(たが_1日平助盾は胎生上わ■
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表3 牛乳の総力タント数および空間線量

品 名 測定回数 さ 最 高 値 最 低 値

生 乳 6 6.87±0.78 CPM 3.41士0.96 CFM

空間線量
l

通年 4.12 CPS 14.2 CPS

3.結 語

本年度の6月27日忙第15回申其核実験が行をわれたが,その影響は雨に一時的に現

にとどまった｡陸水,および食品中の全β放射能は前年同様はとんど認められをかったが

中には高い放射能が認められ,昨年よ力も高値を示した｡



(65)島根県における放射能調査

島根県衛生公害研究所

斎藤孝一, 山本春海, 寺井丼

安田幸伸, 藤井幸一, 高井毎

1.緒 言

本県においては中国電刀株式会社が鹿島町に原子刀発電所を建設し,昭和48毎11

運転を開始,里49年3月よ少本操業忙入っている0

この監視業務として｢島根原子刀発電所環境放射能等測定技術会｣を設置し,当所は

引き続き,その調査の一部,放射能部門を担当した0

又科学技術庁委託による放射能調査も行った0

その他に県独自に原子刀施設および核実験等忙よる放射能の環境への影響を知るため

行覆ったので,これらを総合して,その概要を報告する0

2.調査の概要

(1)調査地点

調査は図1に示した地点で実施した｡特に原子刀発電所周辺の採取,測定を軍点的

た｡

(2)試料採取および分析法

科学技術庁の指示,おJび科学技術庁編｢放射能測定法｣(1963),｢放射能

析法｣(1967),｢放射能調査委託計画睾｣(昭和48年)にしたがった○

全β放射能測定においては前年変に引き続き雨水のみGMカウンタを使用し･その

については窓付2打ガスフローカウンタを使用した｡

前年産よ少閑始した波高分析装置による機器分析はかレテック製Ge(Li)検出静

ch波高分析装置を使用した｡

又県独自に行をっている熱螢光線量計による積算線量測定は,ナショナル製UD-2

Sq(Tm))の素子を使用し,約90日間を測定期間として野外に設置した0

(3)調査結果および考察

川 全β放射能測定

概要に表1～表4に示す｡雨水忙おいて第15回中国核実験による影響が見られ

ほぼ平年並のレベルであった｡

○ 定時採取雨水:当松江地方は夏季に大干ばつにみまわれ,年間降雨量は平年

大変少なかった｡しかし月間雨水,ちカによる放射性降下物量は核実験の無かク

エ力も高い傾向を示していた｡

○ 陸水:昨年度と同様,浜田市の上水は伏流水のため,他のダム,他水よカ抵

である峰垣の水も低い傾向が見られた｡

○ 海水:年間を通じてみると春冬に高く夏に低い傾向がみられた､発電所試遥



○ 魚月藻類:藻類ではほんだわら類が他に比らべて高かった0表1に示した以外て

した検体とその値は,べら(0･28),すずき(-1.41),ぼら(0.25),ま売

0･32),みずだこ(0･54),いがい(0･88),しじみ(0.18),わかめ(0

単位pci/生グであった｡

0 底士:泥質である湖底士が月質砂である海底士よカ高く叉宍道湖中央点が特忙扁

を示していた｡

桓)空間線量

概要を表5,図2,図3に示す｡

0 積算線量(熱螢光線量計):年間線量に換算してみると島根辛島(原発周辺)で解

～90mR/年であった｡
○ 空間線量率(サーベイ･メーク):各地点における年間変動に著しい特徴はみらか

った｡

0 空間線量率(ポスト):年間を通じて著しい変動はみられをかったが,秋から冬作

て高くをる傾向がうかがえる｡

←う 機器分析

概要を表6忙示す｡

(⇒ 第15回中国核実験の影響

○ 定時採取雨水: 6月28日～7日1日にかけて降雨中忙核実験によると思われる

がみられた｡

0 月間雨水･ちカ: 7月2日に採取した6月月間雨水および7日月間雨水が平常候

高かった｡

○モニタリングポスト: ドライフォールアウト忙よわ7月1日～7月3日にかけて上

その後約2週間で平常レベル忙もどった｡

○ 強放射能粒子: 7月2日のコンクリート製屋上忙おけるサーベイによって,2×

領域から9個の強放射能粒子を検出した｡

3.結 語

本宜度は前年度に引き続き,環境放射能調査を行そったが,雨水｡モニタリングポスト等

いて,第15回中国核実験による影響がみられた他は,島根原子刀発電所その他にもとずく

を変動は認められをかった｡





表2 野菜および穀類の全β放射能(一部)

表3 湖底士の全β放射能

採取地点 (採取月) pCj/乾士グ

松江市千本ダム 3.4 0

穴道湖東岸(s tE)
2.18

〝

北東岸(stNE) 0.6 4

〝 中央点(st〔〕) 7.73

〝 西岸(stw)l 1.68

表4 陸士の全β放射能

採 取 地 点 pCj/乾士グ pCi/馳2

0～5のⅥ 5～20の乃 0～5dⅥ

鹿島町 北講武 181.9

141.2

匠蛇宮内 193.7

3 6 5.8

〝 片 句 16 4.1

2 2 7.3

130.6

松江市上本床町三坂山 5.5 9 4 0 8.0 4 2

大田市三瓶町池田 3.51 10 8.3 14



表5 年間線量および空間線量率

測 定 場 所

TIJDケニエる

(換算)

m軋/年

TIJD忙よる

(換 算)

uR/時

シンチサーベケこ

(※)

uR/時

島根町加賀 小報
鹿島町御津 神社境内

〝 北講武 小学校

〝 原発境界 sf2

〝 〝
sf3

〝 片句 小学校

〝 占浦 寺境内

〝

一矢
道路

〝 匠蛇宮内 中電社宅

松江儒西生馬町 ′j､学校
〝 長海町 道路

〝 上本庄町 三:坂山山頂

〝 西川津町 寺境内

〝 大輪町 衛研屋上

〝 岡本町 中学校

〝 秋鹿町魚類

浜田市三階町 国際電々㈱

〝 巌町 城山

6 8.2

8 0.8

6.5 0

6 5.0

70.0

7 2.6

6 6.9

5 8.5

69.4

7 7.8

64.5

6 0.0

7 4.5

6 8.5

8 2.9

88.6

79.1

84.4

7.8

9.2

7.4

7.4

8.0

8.3

7.6

6.7

7.9

8.9

7.4

6.8

8.5

7.8

9.5

10.1

9.1

9.6

※ 宇宙線成分 3.2u軋/時を加えた値

表6 原乳の機器分析結果

圭子三二≡デ≡≠〒
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(66)岡山県における放射能調査

岡山県衛生研究所

柚木英二, 日笠芙美子, 山川

清水光郎, 山本隆志,

1.緒 言

昭和48年慶(48年4月～49年3月)本県において実施した環境放射能調査結果

る｡

2.調査研究の概要

(1)調査の対象

雨水,陸水,農畜産物 魚貝類,土壌,空間線量等188件である0

(2)測定方法

全β放射能の測定は科学技術庁編｢放射能測定法｣(1963)によ少,原乳中の

同庁編｢放射性ヨウ素分析法｣(1967)にしたがった｡空間線量の測定は科学技:

放射能調査委託計画書｣(昭和48年)によった｡ウランの分析は固体螢光々慶法に

た0

(3)主な測定器

GM計数装置 富士通製(SA-250型)

光電分光々慶計附属螢光測定装置 島津製(QV-50型)

400チャンネル波高分析器 日立製(RAH-403型)

シンチレーションサーベイメーター 日本無線製(TCS-121B型)

(4)調査結果

雨水の全β放射能を図1に示す｡雨水め放射能は7月のピーク値を除くと前年度とl

レベルで推移した｡7月のピーク値は6月27日中国が行った水爆実験後5日及び6

出され,その最高値は100.67m(汀/馳2(7月3日)であった｡陸水,農畜産物‥

土壌の全β放射能及び空間線量は表1,表2忙示すとお少いずれも異常値は認められ

原乳中の131Ⅰは年度内に6回(寄数月)測定した｡その結果は0.1～15.1p〔)i/ヱー

クラン鉱山周辺地域の河姓懐､土壌及び野菜①ウラン余塵は表8､陀示すとお少前年度

極端夜変動は認められなかった｡

3.結 語

本年度の岡山県における環境放射能は雨水の全β放射能が1時的に高くなった以外は盲

同様低いレベルであった0ウラン鉱山周辺地域についても前年産に引続き低いレベルで
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表2 岡山市における空間線量(〟R/b r)

表3 河川水,土壌および野菜のクラン濃度

試 科 名 採 取 場 所
48.6.14 48.9.13 48.12.5

河

川

水

池河川伊牙/ヱノ

〝 こ 〝 )

中津河川(〝 )

吉井川(〝 )

上斉原村 峠

〝 天 壬

〝
中津河

〝
石 越

34.90

2.30

1.25

0.50

57.40

52.00

11.50

0.65

畑 土(〟グ/タ乾土)

〝(
〝 )

〝(
〝 )

〝 中津河

上斉原村赤和瀬

葉 部(〟牙/伊吹分)

( ′′ )

( 〝 )

上斉原村天 壬

〝 中津河

〝 赤和瀬



(67)広島県における放射能調査

広島県衛生研究所

児玉陽太郎, 調枚勝幸,

1.緒 言

昭和48年慶に実施した広島県における環境放射能調査結果の概要を報告する｡

2.調査結果の概要

(1)調査対象

雨水･チリ,浮遊塵,上水,海水,土壌.海底士,農畜産物,魚月藻類,空間線量,

(2)測定方法

試料の調整および測定方法は科学技術庁編｢放射能測定方法(1963)｣によっプ

器は日本無線製DO-1001型及び日本無線製T(〕S-シンチレーションサーベイメーメ

用した｡

3.調査結果

(1)雨水･チリ(定時採取)

雨水中の全β放射能強度を表1(て示した｡又,月別の月間平均値を図1に示した｡匡

かるよう忙年間の推移をみると4月から6月にかけて減少し,第15回中国核実験K∴

で7月忙異常値が検出うれ,9月せでその影響がみられ,10月から3月まで増加の重

した｡

第15回中国核実験(昭和4畔6月27日)による影響は7月1日採取の雨水か毎397p

2日Lに5083Pi/亀3日に6095pCi/乙で平常値の100～150倍の異常値が検出された
異常値を除く年間平均値は36.5pCi/ヱであった｡

(2)浮 遊 塵

浮遊塵の月別放射能強度を表2に示した｡月別の月間平均値を図1に示した｡この匡

かるように,浮遊塵の放射能は年間を通じて雨水とほぼ同じ傾向を示しているが,1;

ついては雨水と異を少,やや高い値のどークとをっている｡又,第15回中国核実験¢

受けた放射能の異常値はみう･けられをかったが,浮遊塵の放射能の減衰の状態に相異ズ

た｡即ち,浮遊塵の採取時を原点(t=0)とし,時間(t)と放射能強度(logl

衰の状態を図示すると,図2に示すようにをった｡

Aは7月6日に採取した浮遊塵の減衰曲線(log Y=-0.860-0.0029t)であj

30日から7月6日までの1週間に採取した浮遊塵はいずれもAと同じこう配であっカ

6月29日に採取した浮遊塵の減衰曲線(log Y=-2.251-0.011t)である｡平信

と同様をこう配か,あるいはよカ大きいこう配とをっている｡

このことから,広島市においては6月30日早朝から7月6日夜半までの間,第1∈

核実験の影響をうけていることがわかった｡
ノし ′)｣_｣ 良｣.ムー:′丁､′r一日日てT7｣⊥仕I_ゝ ′ヽ r-
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′一t
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表3 上水,農畜産物,土壌等の全β放射能

試 科 名 採取地 測定数 平 均 値 最 高 値 最 低 値

上 水(源 水)

〝 (蛇口水)

海 水

原 乳

野 菜

.′～ノ11-1-し

魚 (海 産)

月

士〝(0デ5珊)f
(5～20dⅥ)

海 底 士

空間棲量

広島市

広島湾

広島市

銅

摘

広

福

広島湾

〝

-フ､`島市

三次町

福山市

広島湾

広島市

110.7 140.8

4

4

6

4

4



mcりkm2

ぜ忘植生噛翠.〇

1

0

30

20

10



PCj /m3

50

図2 浮遊塵の減衰曲線



(68)山口県における放射能調査

山口県衛生研究所

松 尾 博 美

1.緒 言

昭和48年慶に実施した放射能調査結果の概要を報告する｡

2.調査研究の概要

調査対象試科名,採取場所,採取回数,測定および送付試料別等を表1に示す｡

(1)試料の採取,調製および測定

試料の採取,調製および測定は,科学技術庁の｢放射能測定法｣(1963年)および

能調査委託計画書(昭和48年慶)に準じて行をった｡

(2)測定結果

各試料の測定結果をそれぞれ表2～11に示す｡

3.結 語

今調査期間内における大気圏内の核実験は昭和48年6月27日の中国第15回核実験の

あった｡

しかし,この核実験による汚染と思われるものが,48年6月の月間雨水･ちカ,7月の

雨水にそれぞれ27.27(山口),17.00(萩)m(コi血2 67.42(山口)moi血2

常値を上回る値を示している｡しかし,その後は平常値にをっている｡



表1 昭和48年慶放射能調査項目

試 科 名 採取場所 調 査 対 象

定 時 雨 水

月間雨水ち少

上 水(源水)

〝

牛 乳

土 壌

〃

〃

精 米
日

常 食

〝

野 菜

河 川 水

海 水

海 底 士

空間線量

モニタリングポスト

山口市

山口市

萩 市

宇部市

徳山市

阿武郡阿東町

山口市

萩 市

山口市

萩 市

山口市

萩 市

山口市

大津郡油谷町

大津郡油谷町

吉敷郡秋穂町

吉敷郡秋穂町

山口市

山口市

表2 定時雨水

最 高 値 最 低 値 平 均 値 試 料

1.35

1.05

3.99

67.42

0.02

0.82

0.20

0.37

0.36

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0.01

0



表3 月間雨水･ちカ

表4 上 水

年 月 宇 部 市 徳 山 市

4 8 5 3.60 0.30

8 8.09 5.32

11 0 1.20

49 3 4.17 ●1.28

年 平 均 4.00
H

2.03

(単 位 PCi/ヱ)

表6 海水･海底士

表5 河 川 水

表7 土 壌

毎 月 採取地 探 さGⅥ P(〕i/

山口市 0～5

〝 5～2 0

萩 市 0～5

〝 5～2 0

28.52

28.11

13.04

14.26



表8 牛 乳

年 月 PCi/灰グ POi/生ダ

48 6 158.39 1.18

9 166.88 0.97

49 2 147.51 1.17

3 269.46 2.11

平 均 185.56 1.36

u

表10 精 米

表9 野 菜

年 月

48 10

〝

49 3

〝

種 類

キャベツ

大 根

キャベツ

大 根

採取地

山口市

油谷町

〝

PCi/旅タ

258.0

346.0

266.2

167.8

表11 空 間 線 量

年 月 〝R/br

47 7 8.19

7 8.41

8 a51

8 7.99

ロ 7.91

9 8.11

10 7.81

11 7.50

12 8.67

49 1 8.81

2 8.22

3

平 均

8.62

8.23



(69)高知県における放射能調査

高知県衛生研究所

西本孝男, 上田雅象 福井節子,

1.緒 言

昭和48年4月から昭和49年3月せでの期間に実施した放射能調査の概要を報告する｡

2.調査の概･要

2.1 調査対象

雨水,陸水,土壌,農畜産物,魚貝藻類をど137件の全β放射能測定と,モニタリ

ボスト,サーベイメーターによる空間線量の測定を行った｡

2.2 測定方法

試料の前処理および測定は科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣に従って行っ

3.調査結果

本調査期間における雨水中の放射能の月別推移を表1に,せた陸水,農畜産物等の放射能

値を表2忙示した0本調査期間中昭和48年6月27日中国の核実験が行をわれた事忙よっ

各種食品等の放射能測定値およぴモニタリ㌢グポストによる空間線量月間値には特に変動は

れなかったが,核実験4日～6日後に雨水放昧能値に著明な影響が認められた｡

表1 雨水の全′放射能

年 月 測定教

平均値

P(コi/£

最 高 値

P〔=.々

最 低 値

PC=/且

雨水による

月間降下量

mCj血

7

8

9

01

12

13

12

14

11

15

10

3

1

2

8

38.7

23.1

26.9

1743.1

22.7

19.7

32.1

20.2

49.8

25.4

53.5

93.4

64.3

64.9

12774.1

47.4

90.9

170.4

40.1

49.8

27.0

101.5

9.71

6.53

2.34

42.78

9.21

3.55

2.63

1.51

0.05

0.84

5.34

3

3

1

1

3

3

1

1



表2 陸水および各種食品等の全β放射能

試 料 名 測定数 平 均 値 最 高 値 最 低 値

上 水(原ユ水)

牛 乳(原乳)

み か ん(果肉)

ほうれん革(葉部)

てんぐさ(全章)

か つ を(肉部)

ふ を(〝)

し じ み(〝)

土 壌(0～5(Ⅶ)

〝 (0～20(Ⅶ)

4

4

4

4

2

2

2

2

1

1

1.5 PC=/ヱ

0.04P(〕i/ダ

0.06 〝

0.09 〝

0 〝

0 〝

0 〝

1.28 〝

2.2 〝

1.3 〝

6.1PC=/ヱ

0.15P〔=/グ

0.13 〝

0.30 〝

0 〝

0 〝

0 〝

0.22 〝

O P(〕i〆

O P(〕i/グ

0.01 〝

0 〝

0 〝

0 〝

0 〝

0.03 〝



(70)福岡県における放射能調査

福岡県衛生公害セン ター

石 飛 沼 汎

1.緒 口

昭和48在駐(昭和48年4月から昭和49年3月まで)に実施した放射能調査結果の裾

報告する｡

2.調査の概要

(1)調査対象

調査対象および調査地点は表1に示すよう忙各種食品,雨水･ちカ,海水,海底士,匝

よび土壌等の全β放射能の測定,サーベイメーターおよびモニタリングポストによる空罷

測定,波高分析器K:よる牛乳中のヨウ素131の核種分析を行夜った｡

(2)測定方法

試料の前処理および測定は科学技術庁編｢放射能測定法(】963)｣をらびに科学お

から指示された方法にしたがって行をった｡

3.調査結果

(1)雨水･ち少の全β放射能

当センター屋上に設置した直径29仰のロートの下に5上のポリびんをおき,これに帝

ちカを受け,毎日定時に採取し全β放射能を測達した｡表2,3に雨水中の全β放射能(

闇値)の月別推移および年別推移を示したが例年とほぼ同じであった｡

本調査期間中(昭和48年6月27日午後零時55分),中国が第15回の核実験をf

たが核実験4日後(昭和48年7月1日午前7暗から午後2暗まで吸引,吸引量350〝1

上に設置したハイポリュームエアサンプラー(紀本製)で採取した浮遊じんから1.3P〔)

(72時間値)全β放射能を検出した｡これは平常値の10倍程度で中国核実験の影響と

れる｡

(2)環境試料の全β放射能

陸水,海水,海底士,土壌および各種食品について行をった全β放射能測定値の結果を

5,6に示した｡

これらは特に高い放射能は検出されず,例年と同じ水準であった｡

(3)空間線量

地上約20〝lの衛研屋上(昭和48年9月よカ衛生公害センター屋上)にNaI(Tヱ)

器富士通製1×1インチ)を設置して空間線量を測定している｡

その結果は表7に示すように1年を通して特に著しい変化は認められをかった｡

また土壌採取地点(早良郡早良町)においてサーベイメーター(AIoka製TCS-121

よる空間線量の測定を行をってお力,その結果は表8に示すように例年と同じ水準であっ
▲ 立上 重E
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表2 雨水中の放射能の月別推移

月 別 測定回数
最 高 値

P〔=/包β

最 低 値

P(H/緑

平 均 値

P(〕j//毎

月間降下

mci血

0.34

0.0 5

0.0 0

0.0 6

0.14

0.12

0.06

0.0 2

0.31

0.06

0.38

0.21

0.01

0.01

0.0 0

0.01

0.00

0.0 0

0.0 0

0.0 0

0.0 5

0.01

0.0 2

0.0 3

0.0 6

0.0 3

0.00

0.03

0.0 5

0.04

0.02

0.01

0.13

0.04

0.10

0.09

表3 雨水中の放射能の年別推移

年 別 測定回数
最 高 値

PC仁パ舶

最 低 値

P〔=/如

平 均 値

P(コiパ戒

月間降下量

m(〕i/亀㌔

41.4～42.3

42.4～43.3

43.4～44.3

44.4～45.3

45.4～46.3

46.4～47.3

47.4～48.3

48.4～49.3

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

284.28

62.74

87.34

55.67

99.61

273.91

102.55

42.38

中国核;

第6.7】

第8回

第9.11

第11巨

第12.1

第15回

表4 陸水･海水の放射能 (P〔=/ヱ)

試 科 名 採 取 地 測定回数 最 高 値 最 低 値

上 水 原 水

河川水 表流水

福岡市平尾浄水場

福岡市塩原(那珂川)
l

一._
_=

■

▲
l t_■■▲

▲
■ ′

■_■

--_
▲ ■-

4.6士2.9

4.6士2.9

0.6士2.9

0.6±2.9



表5 海底士,土壌の放射能(PC=/乾燥試料才)

試 科 名 採 取 地 測定回教 最 高 値

海 底 士 福岡市 博多港

北九州市 門司港

早良郡早良町

土 壌 0～ 5dⅥ

5～2 0dⅥ

表6 各種食品の放射能(POiパ圭グ)

試 料 名 採 取 地 測定回数 最 高 値

ほうれん革

大 根(根)

〝 (葉)

麦

米

鯛(肉)

鮒(全)

あさカ

わかめ

牛 乳

福岡市,柏屋郡志免町

早良郡早良町,柏屋郡志免町

筑紫野市,甘木市

〝 柏屋郡新宮町

福岡市唐泊

福岡市

宗像郡玄海町

柏屋郡古賀町

4

4

4

4

4

2

2

2

2

4

1.6±0.4

0.3±0.1

1.1±0.3

0.9±0.2

0.3±0.1

0.9士0.2

1.1±0.6

0.7±0.2

0.5±0.2

1.9±0.6

0.2

0.0

0.1

0.1

0.2

0.2

表7 モニタリングポストによる空間線量(OPS)

最 高 値 最 低 値 平 均 値

19.5

2 0.5

18.5

2 2.5

23.0

24.5

24.0

23.0

15.0

15.0

15.0

~
三

17.0

18.5

13.0

15.0

14.0

16.0

16.1

16.1

~~~

19.0

19.2

18.6

18.8

18.6



富士通株式会社製 11TD ll-2型

電圧 1100V,デスクリレベル 30KeV.Gein 固定

時定数100日ec Range lOOCPS

(48年4月～6月 福岡市天神一丁目 衛研屋上で測定

48生9月～49年3月筑紫郡太宰府町衛生公害センター屋上で測定)

表8 サーベイメーターによる空間線量

空 間 線 量 率
/上R/br

測定場所:早良郡早良町



(71)佐賀県における放射能調査

区賀県公害センター

池田嘉宏, 中尾幹夫, 中島英男

佐賀県衛生研究所

庄 野 節 子

1 緒 言

本県では九州電力株式会社が昭和50毎7月の運転開始を目途として,玄海町値賀崎(て

発電所(55万9000KWr)を建設中である｡このため周辺環境の放射能の状況の変化を

る観点から昭和47年慶以降,環境放射能の測定を実施している○

ここに,昭和48年度における玄海原子力発電所周辺放射能調査および科学技術庁委罰

調査の概要を報告する｡

2.調査の概要

(1)調査地点

原子刀発電所を中心に半径約7馳以内にサーベイ測定7地鳥積算線量測定18地点

試料採取10地点をらびに委託調査では佐賀市周辺で調査を実施した0

(2)調査試料

海水,陸水,海底士,陸上農畜産物,海産生物,空間線量0

(3)測定方法

い)使用計測器

r線用シンチレーションサーベイメーター(TCS-1210型),低バック2打か

カウンター(LBC-451型),GMカウンター(TDC-101型),モニタリングボブ

AR-RCI-57型)以上は日本無線医理研製であれ 熱螢光線量計(UD-502A租'

測定用素子(UD-200S)は,松下電器製である0

(司 マニュアル

科学技術庁の指示および科学技術庁編｢放射能測定法｣(1963),｢放射能誹

計画書｣(昭和48年慶)にしたがった0

(4)測定結果

㈹ 環境試料の全β放射能測定結果

表1,2,に示すとおわである｡

フォール了ウト調査に関しては,前年度と同様をレベルである0

原発周辺の環境試料調査は,今年度から開始したので比較するデータはをいが,況

採取地点のちがいはあるがフォールアクトの測定値と比厳して大きを遠いはをかっ乗

回 空間線量測定結果

表3に原発周辺におけるTLDとシンチレーションサーベイメーターによる空間轟



〔う雨水の全β放射能結果(委託調査)

表5,,図2に示すとおカである｡

表5中の月間降下量の欄は,大型水盤採水による測違値である｡

目 第15回中国核実験時の全β放射能測定結果

表6に示すとおカである｡

本県では,中国核実験の放射性降下物による影響は約5～6日好にあらわれている｡

3,結 語

核実験による影響は,7月に一時みられたが漸減の傾向にある｡

原発関係では,今後モニタリングポスト,ゲルマニウム半導体,モニタリングカーをどケ

調査分析を行うこと忙している｡

表1 原子刀発電所周辺の環境試料全β放射能

試 料 名 単 位
放 射 能 強 度

変 動

海

産

生

物

た
を
ほ
か
え
い
あ

ゎ
は

ん
ゎ

こ
ら
ぎ
そ
い

ー0.3

-3.4～1.8

津 浦

八 田 浦 沖

値 賀 崎 沖

外 津

井 戸 水

志 礼 川

米 (平 尾)

〝 (諸 浦)

ばれいしェ(納所)
〝 (平尾)

にんにく(平尾)

飼料作物(栄)

牛 乳(栄)
〝 (納所)

松 葉(今村)
〝 (納所東)

み か ん(串)

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

9

8

9

4

6

6

●

●

●

●

1

2

4

1

0

0

-0.04～4.9



表2 匠賀市周辺の環境試料全β放射能(委託調査)

試 科 名 単 位 最 高 値 最 低 値 平 均 値

海 水

河 川 水

上 水

原 乳

精 米

ほうれん革

陸 士

海 底 士

魚 貝 類

1.2

3.6

3.9

0.0 8

0.0 7

0.2 3

1.0 7

2.5

0.34

0.6

0.8

0.9

0.04

0.0 3

0

1.03

1.6

0.11

0.8 5

1.8

2.3

0.0 6

0.0 5

0.10

1.0 5

2.1

0.22

備 考 これらの値はGMカウンター忙よる測定値である0

表3 原子力発電所周辺の空間線量率

測定地点
TLD佗よるmR/y

(換 算 値)

TI｣Dによる〟R/hγ

(換 算 値)

ステーション

値 賀 ′｣＼

大薗公民館

有 浦 ′J､

牟 形

串

名 護 屋 小

波 戸 岬

石 室 分 校

赤 木 分 校

上場普及所

京 泊

納 所 ′j､

向 島

入 野 小

呼 子 小

唐津市役所

8 0

6 6

6 7

7 3

6 9

6 5

6 0

6 9

61

6 8

6 7

8 0

8 3

71

5 9

6 7

9 0

9.1

7.5

7.6

8.3

7.9

7.4

6.8

7.9

7.0

7.8

7.6

9.1

9.5

8.1

6.7

7.6

10.3

6.

8.

6.

8.

6.
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(72)長崎県における放射能調査

長崎県衛生公害研究所

吉田一美, 西河昌昭, 馬場強三,

松村孝子, 栗原 繁,

1.緒 昌

昭和48年慶に実施した放射能調査について報告する｡

2.調査概要

(1)調査対象

雨水,浮遊じん,陸水,海水,土壌,農畜産物 空間線量等229件

(2)測定法･測定器

試料の前処理並びに測定方法は,科学技術庁編｢放射能測定法(1963)｣にしたが

測定器は日本無線製GM計数装置TDS-2塾及び日本無線製rrCS-121型シンチレ

ヨンサーベイメーターを使用した｡
(3)測定結果

イ 雨 水

雨水の月別放射能強度を(表1)に示す｡

全β放射能の年間平均値は54.8PCi/ヱ,年間降下量は83.8m〔=/働㌔ であった｡

本期間中に中国の核実験が一回(48.6.27=15回)実施され,その影響が語

れた｡即ち7月2,3,5各日の雨水について,降水量･放射能強度･降下量を検測し

日値として夫々0.3椚m･1731.1P(=/ヱ･0.52mCi/E血2,42.8仰･1001.5PCj

42.9mOj/七14.4糀帆･614.2PCi/ヱ･8.84mCj/伽2 を得た｡

ロ 浮 遊 じ ん

浮遊じんの月別放射能強度を(表2)に示す｡全β放射能の平均値は0.95PC=/爾

年度(1.11PCjメガ)に比戟すればわずかに減少し,46年度と同程度であった｡

ハ 陸水･食品･土壌をど

偉水･食品･及び土壌をどの全β放射能測定値を(責3)に総括して示す｡前年度と

して大差を認め得をい成積であった｡

3.結 語

本調査期間中に実施された中国の第15回核実験に際して雨水に影響が認められた｡その

雨水にエる降下量が前年産の2.5倍とをれ その他のものについては前年度と戟べて大差は

った0
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表3 陸水･食品･土壌等の放射能 6時間更生値

試 料 名 採 取 地 測定数 平 均 値 最 高 値 最 低 値

上 水

(原 水)

上 水

(蛇口水)

海 水

牛 乳

(原 乳)

果 実

(みかん)

魚

(海 産)

月

(0～5の竹)

土 壌

(5一々αⅦ)

海 底 土

(川 口)

海 底 土

(外 港)

空間線量

1.5

長 崎 市

長 崎 港

長 崎 市

諌 早 市

長 与 町

長 崎 市

高 来 町

市
市
町

崎
浦
浜

長
松
小

〝

〝

長 崎 港

(浦上川)

長 崎 港

長 崎 市 7.4

3

3

0.06

86

1.59

POi

mCi

P〔=

mR

5.2

1.9



(73)鹿児島県における放射能調査

鹿児島県公害衛生研究所

橋口俊照, 山元政巳,

1.緒 言

昭和48年慶に実施した放射能調査の概一要を報告する｡

2.調査の概要

(1)調査対象

雨水,陸水,土壌,農畜産物,魚海藻類,海水,海底士等131試料の全β放射能と

タリングポストによる空間線量の測定を行をった｡

(2)測定法･測定器

試料の調製,測定は科学技術庁編｢放射能測定法1963｣にしたがった｡

測定器は富士通製SA-250および富士通製モニタ.ワングポストを使用した｡

3.調査結果

本調査期間における雨水中の放射能の月別推移を表1に,陸水および各種食品等の放舞

値を表2に示した｡またモニタリングポストによる空間線量の測定値を表3に示した｡

(1)雨 水

第15回申国核実験忙よる影響は,7月2日に採取した雨水に最も強くあらわれ,7

PC=/ヱ,33.5mCi血2 であった｡

また7月1日から4日壌での降雨中に約200mCj/侭¶2 の降下量があったが,その毛

にもどった｡

(2)陸水･各種食品等

陸水は7月が例生よカヤや高い傾向を示したが,各種食品等については前年と変動は

をかった｡

(3)空間線量

モニタリングポスト忙よる空間線量月間平均値は14.3～15.3(〕.P.Sで,特に核ヲ

る影響は確認できをあぅた｡

4.結 語

核実験による畢常値が雨水に認められたが.その他の試､r斗については,全般的に前年顔

ベルで,特婁すべき点は見出せ夜かった｡
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表5 モニタリングポスト測定値(CPS)

年 月 最 高 値 最 低 値 平 均 値

18.0

20.0

21.0

20.0

16.0

19.5

2 8.8

2 0.0

18.5

2 2.0

19.8

24.0

13.0

13.5

13.5

13.8

13.5

13.5

13.5

13.0

13.0

13.5

13.0

13.5

14.5

14.7

14.7

15.3

14.5

14.7

14.8

14.5

14.4

14.5

14.5

14.3



(74)沖縄県における放射能調査

沖縄県公害衛生研究所

金城義勝. 宮国信栄, 洲鎌

1.緒 言

沖縄県では,昭和47年5月の本土複帰に伴い,科学技術庁から委託を受け,雨水,士

水,日常食等の環境放射能調査を行をうようにをった｡ここに昭和47,48年度放射能

査の一環として得られた,雨水(定時),雨水,ちわ(月間)､モニタリングポスト,シ

ーソョンサーベイメータによる空間線量の測定結果,及び第16回中国核爆発実験の影響

て報告する｡

2.調査の概要

2-1試料の採取場所,測定地点

定時採取雨水,月間雨水,ちカの採取場所,モニタリングポスト,サーベイメーク

空間線量の測定地点は図-1の通りである｡

2-2 試料の採取方法

㈹ 定時採取雨水は,54A型雨水採取装置(ロート口径500c戒)により毎日午前

貯水ビンを交換し前24時間に降った雨水を採取した｡

(⇒ 月間雨水,ちカは,57型大型水盤(口径5000c撼)で1月間の総降雨,ち少

した｡尚,48年7月迄は,那覇市内の公害衛生研究所3階屋上で採取し,8月以l

郡城村内の放射能分室屋上に移転して採取した｡

2-3 測定装置

㈹ 全ベータ放射能の測定は,日本無線医理学製,PDC-801とOM-LB-2501をイ

た｡

(⇒ モニタリングポストは,日本無線医理学製MSR-R-12-1858-1,検出器は1

1〝NaI(T£)で地上高8.2刑で観測した｡

←う シンチレーションサーベイメークは,日本無線医理学製 TCS-121C型を使用

(⇒ 雨水のr波高分析は,日立505と3 〝β×3 〝NaI(T∠)を使用した｡

2-4 測定方法

定時採取雨水,月間雨水,ちカの試料調整及び測定は,科学技術庁編｢放射能測定ラ

963年)｣に従った｡モニタリングポスト,サーベイメークによる空間線量の測定(

射能調査委託計画書(1972年)｣に従った｡

3.測定結果

㈹ 定時痍敢雨水



65PC=/ヱと第15回中国核爆発実験の影響が観測されたためである｡

表1 47年慶定時採取雨水の全ベー放射能

年 月 件 数

最 下 値

(P(=/ヱ)

最 上 値

(PCi/ヱ)

平 均 値

(PCi/ヱ)

降 下 量

(佗m)

47年 8月

9月

10月

11月

12月

49年 1月

2月

3月

N∴n

N.D.

N.D.

N.D.

N.D.

N.D.

N.D.

1.16

7.05

82.82

17.28

6.70

10.06

117.84

20.78

21.73

132.70

88.54

28.84

104.70

108.10

141.90

196.76

49.64

計 68
8月間最下値

N.D

8月間最上値

117.84

8月間計

851.18

※ N.I)=Nou DETBCTABLE.

表2 48生産 定時採取雨水の全ベータ放射能

年 月 件 数

最 下 値

(PCi/ヱ)

最 上 値

(PC=/ヱ)

平 均 値

(PC=/ヱ)

降 下 量

(m)

N.D

N.D

N.D

9.67

25.15

N.D

ll.72

11.89

12.50

47.33

716.04

25.15

95.31

69.92

3.72

3.97

7.83

233.21

25.15

39.06

40.14

142.10

289.00

136.00

371.90

5.50

29.00

46.80

7月問最下値

N.D

7月間最上値

716.04

7月間平均値

50.44

7月間計

1020.30

※ 8月～12月迄は,実験室移転の為欠測｡
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図2･定時採取雨水の全ベータ放射能月別変化



(亘 月間雨水,ちカ

月間雨水.ちカの47年慶月間降下量の7月間積算量は3.06mCi血2,48年度

下量の10月間積算量は4.77mCi/臨写 である｡

表3 47年慶月間雨水･ちカの全ベータ放射能

採 取 年 月 日 採取期間
貯 水 量

(ヱ)

測 定 値

(PCi/10伽め

月間降

(m(〕i

47年 7月31日～ 8月31日

8月31日～ 9月30日

9月30日～10月31日

10月31日～11月30日

11月30日～ 1月 6日

48年 1月 7日～ 2月 6日

2月 6日～ 2月28日

2月28日′- 3月31日

日

日

ロ
ー
[
ロ

日

日

日

日

1

0

1

0

6

1

2

1

3

3

3

3

3

3

2

3

31.50

5.00

3.00

58.00

101.60

45.88

81.00

7.35

1.74

0.76

1.22

0.42

0.14

0.72

0.13

8月間計

333.33

7月間平均値

0.73

表4 48年慶月間雨水･ちカの全ベータ放射能

採 取 年 月 日 採取期間
貯 水 量

(∠)

測 定 値

〔pcj/10M)

月間降

(mcj

48年 3月31日～ 4月30日

4月30日～ 5月31日

5月31日′～ 6月30日

6月30日～ 7月31日

7月31日一､ 8月31日

8月31日～ 9月30日

9月30日～10月31日

10月31日～11月30日

11月30日～12月31日

49年12月31日～ 1月31日

1月31日～ 2月28日

2月28日～ 3月31日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

O

1

0

1

1

0

1

〇

一

1

8

1

3

3

3

3

3

3

3

3

3

2

3

22.50

131.50

20.20

192.30

13.06

40.25

13.57

3.32

16.40

12.30

17.10

0.23

0.11

1.30

0.10

0.99

0.07

0.46

3.75

6.65

1.75

10月間計

482.50

10月開平均値

1.54
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←うモニタリングポストによる空間線量測定

モニタリングポストによる空間線量率の8月間(48年8月～49年3月迄)平均値

11.8CPSで 月間平均値でも最低11.1〔)PS～最高12･30PS問に在れ大きを

をい様である｡

表5 モニタリングポストによる空間線量率の月別変化

年 月 上 値(OPS) 下 値(CPS) 平均値(0

48年 8月

9月

10月

11月

12月

49年 1月

2月

3月

12.2

18.8

13.5

18.9

17.0

16.2

17.3

16.0

10.3

9.2

10.5

9.3

10.4

11.0

10.6

11.2

8月間最上値

18.9

8月間最下値

9.2

8 9 10 11 12 1 2 3

(1973) (1974)



⇔ シンチレーションサーベイメークによる空間線量測定

与儀公園(ておける7月間の平均値は3.95〟R/h.奥武山公園での5月間平均値は6･8

/虚/bである｡両公園忙おける平均値の相違は立地条件忙たるものである｡

表6 シンチレーションサーベイメータによる空間線量率の月別変化

測定場所 測 定 月 日 時 刻 線量率(〟R/hr)

与儀公園 48年 5月30日 14:り0 3.51

〝 7月17日 11:00 3.57

〝 8月24日 15:00 3.7()

〝 10月24日 13:50 4.7 7

〝 11月16日 11:40 4.40

〝 12月26日 15:45 4.4 5

〝 2月27日 15:00 3.26

奥武山公園 8月29日 11:00 6.46

〝 10月24日 11:25 6.~4 3

〝 11月16日 10:40 6.65

〝 12月26日 14:40 7.58

〝

149年
2月27日 13:30 7.16

(宇宙線分を除く)

､0

クーー､_

J/

○-

--
‥----○･一一

1G
(CPS)

⊂ト･----e 奥武山公園

壬 壬 与儀公園



･銅
第16回申国核爆発実験の影響について

中国は49年6月17日にロブノール地区で大気圏内核爆発実験を実施した0本県にこ

も18日から影響調査を行をったところ6月22日の10時から14時にかけて採取し;

から全ベータ放射能測定で242.16P〔=/ヱ,23日の是時採取雨水では,181･1

/上の値が観測された｡

又,22日～23日にかけて屋上よカ塩ビ製雨どいを利用し採取した雨水をガンマー言

分析した結果,230NR231u▲40Ba-140La,132Tep182Ⅰ,131Ⅰ･103Ru･90Mo-90

Q5zr-95Nb,等の放射性降下物が観測された0
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4.結 語

中国核爆発実験による影響軋第15,16回共に雨水中に認められたが,月間降下量

54mCi血2,及び7.37m(〕j爪㌔の値であることから放射能対策暫定指標値に比率

とをる値ではをかった｡

叉,各々の測定資料の季節的変動及び関連性については,更に長期的観測を進めた上て

て行きたいと思っている｡
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